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取扱説明書 


• お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

•ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

•お読みになった後は、し〇でも見られるところに「保記書」 • 「製品のご柜談と修理-サービス窓□のご案内」と 
共に大切に保管して<ださい。 

• この製品は持ち込み修理対象製品でず。 

化お修理をこ‘希望される場合は> 別途化おおをご請求させていただ<ことにな y ますので> あ6かじめご了を願いまず。 
詳しくは，「保障と修理について」（屈=84ページ）をご覧ください。 
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r を部のを前」 
(屈=71ページ） 
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ごほ用になる前 I 


まを上のごを意 


正しく安をじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよ < お読みください。 

この取扱説明書および製品への表示では、製 
品を安全に正しくお使いいただき、あなたや 
他の人々への危害や財産への損害を未然に防 
止ずるためじ、いろいろな絵表示をしていま 
ず。その絵表示と意巧は次のようになってい 
まず。 

内容をよく理解してか6本文をお読みくださ 
い。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
巧かれています。 


A 感電ミ主意 

A 記号はま意〔危険•警告を含む）を 
促す内容があることを告げるものでず。 



分解禁止 


0記号は禁止の行為であることを 
告げるものです。 



電源プラグを 
コンセントから抜け 


• 記号は行為を強制したり指示したりする 
内容を告げるものです。 


A 警告 


この表示をお視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う可能性が想をされる内容を示していまず。 


€ 


万一異常が発ちした6、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


く七""ン•落としたり、破損したりしたとき 
からおく •機器巧部に水や金属類、燃えやすいち 
のなどが入ったとき 

そのまま使用すると、义災•感電の原因となりま 
ず。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡 < ださい。 

お客様による修理などは危険ですので絶対におや 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧 W 外で使巧しないで 
ください。 

义災-感電の原因となります。 


〇 電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
、 力□エしたりしないでください。また、重 

いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりすると電源コードが破損し、义楽- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
じほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り隙いて<ださい。そのまま 
使用すると义災‘感電の原因となりまず。 


义気禁止 


义やおをおづけない 

本機の上でろうそくをなず-タバコの陕 
皿を使巧するなどの义や炎の発生してい 
るちのを置かないでください。 

义楽の原因じなりまず。 


(S 

禁止 


巧部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义炎•感電の原因となります。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 



かめれ 

禁止 


分解禁止 


接触禁止 


水滴や水しぶきのかかるところ 
に置かない 

雨天-峰雪中-海岸-水辺での使巧は特 
じごま意ください。 

水がかかったり、濡れた状態で使用ずる 
と义災、感電の原因になりまず。 


ねじをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありまずの 
で、义災•感電の原因となりまず。 
内部の点お-調整-修理は販売店じご依 
頼 < ださい。 


雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグじは触れないでくださ 
し、。 

感電の原因となります。 


接触禁止 

A 


使用中、使用直後に高温となる部 
巧には触6ない 

使用中、使用直後は上面や高温ミ主意マー 
クの付掛こは触れないでください。 

機器の放熱のために高温となっており、触 
れた場含にやけどをずる恐れがありまず。 


局湿まち 



をに 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れにより、 
の原因となりまず。 


义災-けが 


水場での 
使用禁止 


風呂-シャワー室では 
使用しない 

义災•感電の原因となります。 



水めれ 
禁止 


この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
が入った容器、およびルさな金 
属物を置かない 

こぼれたり，中に入ったりした場合> 义 


炎. 感電の原因となります。 
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安を上のご注意 


A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が整傷を負う可能性が想をされる内容および物的損害のみの発生が想走される内容を示してしなず。 


>* 

顯 


A 

>ま后 I 

S 

禁止 


付属の電源コードを使用する 

他の機器の電源コードを本機に使巧しない 
でください。 

また、付属の電源コードは本機 W 外には使 
用しないでください。 

電流容量などの違いじより义楽 • 感電の原 
因となることか’あります。 


〇 電源コードは確実に接続し、 

束ねたまま使用しない 

、 電源コードを接続ずるときは接続□じ確実 

了^^に差し込んでください。差し込みが不完全 

® な墙合、义災-感電の原因となることがあ 
ります。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコンセ 
ントじは接続しないでください。その場台、 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を 
依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでください。 
発熱し、义炎の原因となることがありまず。 


0 


禁止 


電源コードを 
熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义災•感電の原 
因となることか’あります。 


Q 


禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを弓1っ張6ずに必ずプラグを持っ 
て抜いてください。コードが傷つき、义災 • 
感電の原因となることがあります。 


權 ) 

めれ手禁止 


濡れた手で電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


すぐにコンセントか 6 電源プラグを 

抜<ことが'できるようじ言曼置する 

電源のスイッチを切っても]ンセントか 5 は 
完をに適断されていません。 

から祐く 万一の事故防止のため、本機をコンセント 
のおくし置き、すぐしコンセントから電源 
プラグを抜くことができるようにしてくださ 
い。 

ヘッドホンを使用するときは 
(\)音量を上げすぎない 

V— >耳を巧激するような大きな音量で長時間統 
胃 1 けて闇くと，聴力に悪い影響を与えること 
がありまず。 

/ 不安定な場巧に置かない 

1 \)ぐ 6 ついた台の上や傾いたところなど不安 
をな場所に置かないでください。落ちたり 
倒れたりして、けがの原因となることがあ 
りまず。 

機器の接続は説明書をよく読んで 
mm から接続する 

テレビ‘才-ディオ機器‘ビデオ機器など 
の機器を接続ずる場含は、電源を切り、各々 
の機器の取扱説明書に従って接続してくだ 
さい。 

また、接続には指定のコードを使巧してください。指 
を W 外のコードを使巧したり、コードを延長したりずる 
と発熱し、やけどの原因となることがありまず。 

次のような場所には置かない 

t \) 乂楽-感電の原因となることがあります。 

• 調理台や加湿器のそばなどミを煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりの多いところ 
• 直射日光の当たるところや嚴房器具の 
おくなど高温じなるところ 


電源を入れる刖しは 
mM 音量を最ルじする 

類大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 

壁や他の機器か 5 
少、し離して設置する 

放熱をよ<ずるために化の機器との間は 
少し離して置いて<ださい。ラックなどじ 
入れるときは、機器の天面や背面からかし 
隙間をあけてください。内部に熱がこもり、 
乂楽の原因となることがあります。 

長時間音が歪んだが態で 
(^\) 使用 U ? い 

スピーカーが発熱し，义おの原因となるこ 
とがあります。 

通風孔をふさがない 

( x) 内部の温度上昇を防く‘ため、通風乳が開 

> けてありまず。次のような使いかたはし 

ないでください。内部に熱がこもり、义 
災の原因となることがあります。 

• あお向けや横倒し、逆さまにずる 
• 巧し入れ • 専巧のラック W 外の本箱など風通しの 
悪い狭い場所に押し込む 

■テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•布団の上 
じ置いたりして使用する 

電池を交換するときは 

■■ • 極性表示に注意し、表示通りに正しく入 
れる 

• 指定じ(外の電池は使用しない 
/-X • 新しい電池と古い電池を混ぜて使巧しな 

のぃ 

間違えると電池の破裂•液漏れじより、义災 • 
禁止 けがや周囲をミち損ずる原因となることがあ 

U ます。 




禁止 


この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

特にかいお子様のいるこ绿庭では，ごを意 
<ださい。倒れたり，壊れたりして，けが 
の原因となることがあります。 


0 


禁止 


重いものをのせない 

機器の上に重いもの皆外枠からはみ化るよ 
うな大きなものを置かないでください。バラ 
ンスが<ずれて倒れたり、落下したりして、 
けがの原因となることがあります。 


€ 


移動させるときは 

まず電源を切り、かず電源プラグをコンセン 
_ 卜から巧き，化部の接続コードをかしてか6 

電源プラグをおこなってください。コードが傷つき、义お' 
感電の原因となることがありまず。 


€ 


長期間の外出-旅行のとき、 

またはお手入れのときは 

、_ま全のため'必ず電源プラグをコンセントから 
巧いて<ださい。义が-感電の原因となる 
か5抜くことがあります。 


A 5年に一度は巧部の掃除を 

販売店などじご相談<ださい。内部にほこ 
:りがたまったまま，長い間掃除をしないと义 
' がや故障の原因となることがありまず。 

樹こ，湿気のを < なる梅雨期の前におこなうとより 
効果的でず。なお，内部の掃除費巧については廉売 
店などにご巧誘 < ださい。 
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接続のしかた . 

巧っておいてほしいこと . 

HDMI 端す付きの機器を接続ずる . 

テレビを接続ずる . 

ブルーレイディスクプレーヤーまたは 

DVD プレーヤーを接続ずる . 

セットトップボックス（衛星チューナー/ 

ケーブル了レビチューナー ） を接続ずる'' 

ビデオカメラを接続ずる . 

iPod 用コント□-ルドックを接続ずる'' 

USB 端子に iPod または USB メモリーを接続ずる 

CD プレーヤーを接続ずる . 

アンテナを接続ずる . 

再生のしかた(基本操作） . 

巧っておいてほしいこと . 

ブルーレイディスクプレーヤーや 

DVD プレーヤーを再生ずる . 

CD プレーヤーを再生ずる . 

iPod © を再生ずる . 

ラジオ放送局を受信ずる . 

USB メモリーを巧生ずる . 

リスニングモードを選ぶ（サラウンドモード） 

スタンダード再生 . 

DEMON オリジナルサラウンド再生 . 

ステレオ再生 . 

ダイレクト再生 . 

ピュアダイレクト巧生 . 


ご使用じなる前に . 2 

安全上のごを意 . 2 

S 次 . 4 

使用上のごを意 . 4 

付属品を？ t 認ずる . 已 

本書について . 已 

本磯の特長 . 已 



スピーカーを設置/接続/設定する（サラウンドバック 
スピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ(タト） . 34 

設 B . 34 

® 続 . 35 

スヒーカーを設をずる . 38 

再まのしかた(応用操作） . 39 

便利な機能 . 39 

ゾーン2(別の部屋)での再を . 42 

音声化力 . 42 

再生のしかた . 42 

クイックセレクト機能 . 43 

詳細設定のしかた . 44 

メニュ - 見 . 44 

テレビ画面とディスプレイの表示について . 45 

文字入力じついて . 46 

入力の設走 (Input Setup ). 47 

音声を調整ずる (Audio Adjust ). 52 

詳細な設走をずる （Manual Setup ). 57 

情報 ( Information ). 65 

リモコンで機器を操作する . 66 

AV 機器を操作ずる . 66 

プリセットコードを登録ずる . 66 

機器を操作ずる . 68 

リモコンで使用ずるソーンを指走ずる . 69 

リモコンを初期化ずる . 69 

各部の名前 . 71 

フ□ントパネル . 71 

ディスプレイ . 71 

リアパネル . 72 

リモコン . 73 

その他の情報 . 75 

登録商標について . 75 

サラウンド . 76 

用語の解説 . 80 

故障かな？と思った5 . 82 

マイコンの初期化 . 84 

保障と修理じついて . 84 

主な仕様 . 85 


設置にごいて 


本機内部の放熱をを<ずるために、壁や化の機器との圍は、十 
分に離して設置してください。 



*30cml ： l_b 


携巧電話巧。時のご縮 


本機の近くで携帯電話をご使用になると、雑音が人る場合があ 
りまず。携帯電話は本機から離れた位置で使用して<ださい。 

お手入れについて 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分のミちれは、柔らかい布で乾< 
拭き取ってください。化学ぞうきんをご使用の際は、そのを 
意書きに従ってください。 

•ベンジンやシンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機 
じが着ずると、変質や変色の原因になりまずので使用しない 
でください。 

結露(つゆごを)について 


本機をきいところか6急に暖かいところに移動させたり、本機 
を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりずると、内部 
(動作部）に水滴が付くことがありまず(結露)。結露したまま本 
機を使用ずると、正常に動作せず、巧障の原因となることがあ 
りまず。結露した場合は、本機の電源を切ったまま1〜2商 
圍放置してから使用してください。 


ステレオ音のエチケット 

'隣近所への配慮（おもいやり）を十分にいたし 
ましよつ。 

■ 特に静かな夜園は、かさな音でも通りやずい 
ものでず。夜園の音楽鑑賞には、特に気を配 
U ましよう。 


入方日 I 

圖 

[音の X 子ケット1 
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畳本編 • 


入門編（かんたんセットアップガイド） 6 


応用編 


使用上のごを意 


6679 9 00112233 44479002222 
1111 1 22222222 22222333333 









































































































付属品を確認ずる 


ご使用の前にご確認ください。 


① 取扱説明書(本書) . 1 

② 保証書(捆包箱に目よリイ寸けていまず） . 1 

③ 製品のご柜談と修理•サービス窓□のご案内 . 1 

④ 電源コード【本機専用】（長さ:が]1 /7 m ). 1 

⑥リモコン （ RC -1146). 1 

⑥ 単3お乾電池 . 2 

⑦ セットアップマイク 

( DM - A 409、 コードの長さ:お日 m ). 1 

⑧ AM ループア ンテナ . 1 

⑨ FM 室内アンテナ . 1 

④ ⑥ ⑦⑧⑨ 


④ ⑥ ⑦⑧⑨ 



本書について 


□操作説巧のボタンについて 

本書の操作説明は、リモコンの操作ボクンをメインに説明 
していまず。 

□マークについて 

屈=このマークは、関連情報を記載している参照先 
のページをあらわしまず。 

W このマークは、補足説明や操作上のアドバイス 
U をあらわしまず。 


このマークは、操作時に留意していただきたい 
を意点や、機能の制約などをあらわしまず。 

□イラストにごいて 

本書に使用しているイラストは、取り扱いち法を説明ずる 
ためのもので実物と異なる場合がありまず。 


本機の特長 


ディスクリート回路構成によるを7チャンネル同一 
クオリティーのパワーアンプ搭載 
(実届最大出力 140 W 、6 Q ) 

本機には、オリジナル音源を忠実にサラウンド再生ずるた 
めじ、全チヤンネルに同一のクオリティーと同一のパワー 
を持つパワーアンプを搭載していまず。 

パワーアンプ回路じは、ディスクリート回路構成を探巧する 
ことによって、高品位なサラウンド再生を実現しています。 


HDMI Ver . 1.4 a 対応 ( Ver . 1.4 a 、 3 D 、 ARC、Deep 
Color 、 x . v . Color、Auto Lipsync ' HDMI コント □— 
ル機能対応） 

本機は、ブルーレイディスクプレーヤーか6入力ずる 3 D 
映像信号を、 3 D 対応テレビに化力ずることができまず。ま 
た、本磯とテレビ*を接続している HDMI ケーブルを経由 
してテレビの音声を本機で再生ずる ARC (Audio Return 
Channel ) 機能にも対応していまず。 

去テレビも ARC 機能に対応していることがあ要です。 


さまざまなデジタル AV 機器を接続できる HDMI 端 
子を装備(入力： 4系統、出力1系統） 

本機は、ブルーレイディスクプレーヤー、ゲーム、 HD ビデ 
オカメラなどの様々な HDMI 端す搭載機器との接続に対応 
ずるために、4あ統の HDMI 入力端子を装備していまず。 


ブルーレイディスクプレーヤーの HD オーディオに巧 
応 

本機には、ブルーレイディスクプレーヤーの音声フォー マツ 
卜である Dolby TrueHD や DTS-HD Master Audio など 
の高品位デジクル音黄フォー マツ トじ対応したデコーダー 
を搭載していまず。 


音場の立体感を生み出す Dolby Pro Logic Hz プ〇 
セツサー搭載 

本磯には Dolby Pro Logic Hz デコーダーを搭載していま 
ず。本機にフ□ント八イトスピーカーを接続して Dolby 
Pro Logic nz 再生をおこなうことじより、より豊かな空围 
表現力を持つた再生をお楽しみいただけまず。 


画面を見なが6各種設定ができるオン-スクリーン • 
ディスプレイ （ OSD ) 

テレビの画面に表示ずるを種設定メニューを見ながら簡単 
に本機の設走がおこなえまず。また、音量調をつまみを操 
作しているときは音量レベルを、入カソースの切り替え操 
作時には入カソース名をそれぞれ表示しまず。 


お部屋とスピーカーの音響特性を最適化するオート 
セットアップ機能装備 

本機には、お部屋の環境に最適なスピーカーの設走を自動 
的におこなう 「 A 山 0 Setup 機能」を搭載していまず。スピー 
カーから化力ずる音を付属の専用マイクが集音。お部屋の 
反響音や各スピーカーの音響特性を測走し、適切な音場を 
自動で設走しまず。 


アナ□グ映像信号 （ SD 賴像度）を108 Op ( HD 解像 
度）の信号にアップスケーリングするデジタルビデオ 
プ□セッサー搭載 

本磯には、本機に入力されるアナ□グ巧像信号を 1080P 
( HD 解像度）信号にアップスケーリングして HDMI 端すか 
らテレビに化力できる「 HDM I ビデオアップスケーリング機 
能」を搭載していまず。これにより本機とテレビの接続が 
HDMI ケーブル 1 本で;'まむだけでなく、どの巧像ソースで 
も HD 画質に迫る精細な巧像を再現ずることができまず。 


iPhone ® や iPod ® ①再をじ巧応した USB 端子搭載 

本機の USB 端子に、 iPod じ付属の専用 USB ケーブルを接 
続ずることで、 iPod の再生や、本機のリモコンで iPod を操 
作ずることができまず。 

また、 iPod が接続された状態で、本体またはリモコンの 
iPod PLAY ボクンを押ずと、ずぐじ iPod の音楽を再生ずる 
ことができまず。 


>* 
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Ill ^^ 乂円編(かんたんセツトアップガイド) 


ここでは、ホームシアターを簡単にお楽しみいただくための手順を説明しています。 

r 入 P 3 編 J ではサラウンドバックスピーカーをほ用した 7. 1チヤンネルの設置/接続/設定方法を説明しています。 

サラウンドバックスピーカーをほ用した 7. 1チヤンネルなかの設置/接続/設定方まについては、34ぺージをご貴ください。 


□接続するとをは、各機器の電源を切つてくだをい。 
□ 接続する各機器の取巧説明書をご覽<ださい。 



スピーカーを設定ずる ( Au か ssey ® Auto Setup ) ^ 


mm 


ステップ UStepI ) 

スピーカー巧出 
(Speaker Detection ) 


ステップ 2 (Step 2) 

>測ち 

( Measurement ) 


ステップ 3 (Step 3) 

解析 

( Calculating ) 


ステップ 4 (Step 4) 

犀析結ま 
に heck ) 


ステップ 5 (Step 5) 

解を 

( Store ) 


>ま了 
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旬設置ずる _ 關齡弓)拓続ずる 

本機では、2.0/2.1〜 7.1 チヤンネルのサラウンド再をびできます。 

このぺージでは、サラウンドバックスピーカーをほ用した 7.1 チヤン 
ネル再生のスピーカー設置を例に説明しています。 本機と接榻ずるスピーカーの左チャンネ 



本機のお買い上げ時の設定は、 7.1 チャンネルです。 

5.1 チャンネルで再生することもできます。 5.1 チャンネルで再をする場合は、 5.1 
チャンネルの スピーカーのみ 接続してください。 

本機の Audyssey Auto Setup で、接続しているスピーカーの本数を検出し、 
ご使用じなるスピーカーじ最適な設定を自動的におこないます。 



FL フ□ントスピーカー ( L ) 

FR フ□ントス ピーカー （ R ) 

C センタースピーカー 
SW サブ ウー 八 一 
SL サラウンド スピーカー （ L ) 

SR サラウンド スピーカー （ R ) 

SBL サラウンド バックスピーカー ( L ) 
SBR サラウンド バックスピーカーの) 


•サラウンドスピーカーは、ちの高さより 60 〜 
90 cm 高い位置に設置ずることをおずずめします。 



サラウンドバック 
スピーカー 
• やや下に向ける 


ル （ L )、 ちチヤンネル （ R )、+( 赤）、一 
(黒）をよく確調して、同じ極性を接編し 
てください。 



バナナプラグをご使用になる場合 

スピーカー端子をちじ回してしめてから、 
バナナプラグを差し化む。 



【側面から見た図】 



gag 説 

•スピーカーケーブルのあ線が、スピーカー 
端子か5はみ出さないようじ接続してくださ 
い。芯線がリアパネルやねじじ接触したり、 
+側と一側が接触したりすると、保護回路 
が動作します (屈 =81 ぺージ「保護回路」)。 

•通電中は、絶巧にスピーカー端子じ触れない 
でください。感電する場合があります。 

• 次のイン ピー ダンスの スピーカーを こ''使用く 
ださい。 


ご使用じなる 
スピーカー端子 

スピーカー 

インピーダンス 

FRONT 

目〜 16 0 

CENTER 

SURROUND 

SURR . BACK / 

AMP ASSIGN 


「入門編」では、サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルの設置/接続/設定方法を説明しています。 

サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ(化の設置/接続/設定ち法じついては、34ぺージをご覧ください。 
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接続する 



音声ケープル 
(別売り） 




ブルーレイデイスクプレーヤーとテレビ 


HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) ケ ー；7‘ ルは 、 HDMI □ゴのついたケー 
ブル （ HDMI 認証品）を使用してください 。 HDMI □ゴのないケーブル （ HDMI 非認証 
品)を使用した場合、正しい再生ができないことがあります。 

Deep Color または108 Op などの信号を伝送ずる場合は、高音質再生のために"イー 
サネッ 卜対応標準 HDMI ケーブル"または"イーサネ、ソト対応ハイスピード HDMI ケー 
ブル"を使用してください。 


テレビ 


因 

ブルーレイディスク お使いのテレビが ARC 機能(げ18 ぺ一 

プレーヤー ジ)じ対応してしめい場合は、「テレビを接 


四 


続ずる」(屈=19ぺージ)で音声の接続をおこ 


〇 e • • 



なってください。本機でテレビの音声を 

II 


d 再生ずることができまず。 



\ 

HDMI 


OUT 


\ 




r ® 

…。雜戀‘。® ® 
"‘® 


の 

\ ^ 

IG0PAVTT …, 


w 

戀鐵 

VOCO &V1 の 
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- P 



HDMI ケーブル 
(別売り） 


。 ® © 

疆 

戀蠢 

w § 

* .義® 

:藝 

戀藝 

戀© 


回‘。 
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家庭用の電源コンセントへ 
( AC 100 V .50/60 HZ ) 


電源コード(付属） 


•すべての接続が終わってか5、電源コードを接続してください。 

•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。八ムや雑音 
の原因となることがありまず。 


8 「入門編」では、サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルの設置/接続/設定方法を説明しています。 

サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ(外の設置/接続/設定ち法じついては、34ぺージをご覧ください。 



















































































































































































































































電源を入れる 




テレビとサブウー八一の電源を入れる。 


r —^ 

電源を入れる 


9本機から出力する映像がテレビに映るように、テレ 
た ビ①入力を切り曾える。 

•入力の切り替えかたは、テレビの取扱説明書をご覧 < ださ 
い。 


3 POWER ON を押して、本機の電源を入れる。 

電源表示が緑をじ点滅して、電源が人りまず。 



スピーカーを 設定ず る 
(Audyssey® Auto Setup) 

接続をれたスピーカーやリスニングルームの音響特性を測定し、最適な設定を自動的におこな 
います。この機能を" Audyssey Auto Setup " と巧びます。 

測定は、リスニングエリアを化の複数の位置にセットアップマイクを設置しておこないます。 
最善の結まを得るために、6ポイントで測定することをおすすめします。 

• Audyssey Auto Setup をおこなうと、 MultEQ®/Dynamic EQ@/Dynamic Volume ® 0 
機能(屈=55、56ページ)が有効じなりまず。 

• 手動でスピーカーを設定したい場合は、メニューのス peaker Setup "(屈=58ぺージ)でおこ 
なってください。 

•できるだけ部屋を静かにしてください。騒音は測定の巧げとなりまず。窓を閉め、電化製品（テレビ、ラジオ、エアコン、単 
光ななど)の電源を切って<ださい。測定の際、これらの騒音の影響を受ける場合がありまず。 

• 測定中、携帯電話はリスニングルーム W 外の場所に置いてください。携帯電話の電波が測走を巧げる原因になることがありま 
ず。 

•セットアップマイクは 、 Audyssey Auto Setup が完了ずるまで、絕巧におかないでください。 

•測を中は、スピーカーとセットアップマイクの圍に立ったり、障害物を置いたりしないでください。正しい測定ができません。 
•測定中に大きなテストトーンを出力しまずが、これは正常な動作でず。リスニングルーム内の騒音が大き 
いほどテストトーンの音量が大きくなりまず。 

•測を中に V 0 L を操作ずると、測定を中止しまず。 

•ヘッドホンを接続している場合、測をはできません 。 Audyssey A 山 0 Setup をおこなう前に、ヘッド 
ホンのプラグを抜いてください。 




「入門編」では、サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルの設置/接続/設定ち法を説明しています。 

サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ(外の設置/接続/設定ち法じついては、 34 ぺージをご覧ください。 
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スピーカーを設定する ( Audyssey ® Auto Setup ) 


セツトアップ7イクの設置場所にごいて 


•測定は、【例①】に示ずようじリスニングエリア全体の複数の 
位置じが属のセットアップマイクを設置しておこないまず。 
最善の結果を得るため、図のようじ日ポイントで測をずるこ 
とをおずずめしまず。 

•リスニング環境が【例効じ示ずように巧い場合でも、リスニ 
ングエリア全体の複数の位置で測定ずると、より精をが高い 
設定ができまず。 


【例①】 【例③】 



FL フ□ントスピーカー ( L ) 
FR フ □ント スピーカー ( R ) 
C セン クースピーカー 
SW サブ ウー八一 


SL サラウンド スピーカー ( L ) 

SR サラウンド スピーカー ( R ) 

SBL サラウンドバックスピーカー ( L ) 
S 日 R サラウンドバックスピーカーの) 


メイン y スニングポイント （* M ) につし、て 

メインリスニングポイントとは、最もリスナーが座る位置、ま 
たは一人で視聴ずるときじ座る位置でず 。 Audyssey Auto 
Setup をはじめる前じ、セットアップマイクをメインリスニン 
グポイントに設置してください 。 Audyssey MultEQ ® は、こ 
の位置から測定した値を用いて、スピーカーの距離、レベル、 
極性およびサブウー八一の最適なク□スオーノ '{一周波数を計算 
しまず。 


1 [ 付属のセットアップマイクを準備ずる） 

セットアップマイクを云脚またはスタンドに取り付 
けて、メインリスニングポイントじ設置する。 

セットアップマイクを設置ずる場合は、受音部をリスニ 
ング時の耳の高さにあわせて調節してください。 


ち!音部— ►( n ) 



•セットアップマイクを手で持ちなが6測走しないでくださ 
い。 

•セットアップマイクを座席の背もたれや壁の近くじ置くと、 
音の反響で正しい測定ができない場合がありまず。 


2 I サブウー八一の設定をずる ) 

次の設定ができるサブウー八一をご使用の場合のみ、こ 
の設走をおこなってください。 

□ ダイレクトモード機能びおるヴブウ ー A — の場合 

ダイレクトモード機能を"オン"に設走し、音量とク□ス 
オーバー周波数の設定を無》力じしてください。 

ロダイレクトモード機能びないヴブウ ー A — の場合 

次のように設走してください。 

•音量の設定： "12 時"の位置 

•クロスオーバー周波数の設定： "最大/最高周波数" 
•口ーパスフィルターの設定： "オフ" 

•スタンバイモードの設定： "オフ" 


J I y モコンの設定をずる ) 

□ ゾーン操作モードの設定 

ZONE SELECT を押して、ゾーン操作モードを 

" MAIN " じ切り替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の" MAIN " が点なしま 
ず。 


【 ZONE/DEV に E POWER 

Off ON OFF —〔:. 

[白 B ) ロロ 

MAIN _Z0NE2 _Z0NE3 

I 〇 〇 0 I 



ZONE SELECT を巧す。 


□操作モードの設定 

AMP を巧して、リモコンをアンプ操作モードじす 
る。 



10 「入門編」では、サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルの設置/接続/設定ち法を説明しています。 

サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ(外の設置/接続/設定ち法じついては、34ぺージをご覧ください。 






















































スピーカーを設定する (Audyssey® Auto Setup) 



ステップ1 ( Step 1) 

スピーカー巧出 
(Speaker Detection ) 



• step 1では、メインリスニングポイントの 
測定をしまず。 

•ここでは、スピーカー接続の有無や大きさ、 
チヤンネルレベル、距離およびク□スオー 
バー周波数を自動的に計算しまず。また、 
リスニングエリア内の音響歪みを補正しま 
ず。 
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検出されたスピーカーを表术します。 


接続しているスピーカーが表示されない場合 
は、スピーカーが正しく接続されていないこ 
とが考え6れまず。スピーカーの接続をお認 
してください。 

マ AV を押して" Next " を選び、 

■ ENTER を巧す。 


脚説 

テレビ画面に" Ca 山 ion !" が表示された場合 
は、「エラーメッセージについて」（屈=13ペー 
ジ）をご覧ください。関連ずる項目をお認し、 
あ要な対処をおこなってください。問題点を 
処理した後、再び" Audyssey A 山〇 Setup " 
をおこなってください。 

再び Audyssey Auto Set 叩を 
おこな5とを 

AV を押して" Retry " を選び、 ENTER を押ず。 

測定を中止するとを 

① A ▽を押して" Cancel " を違び、 ENTER を 
押ず。 

③づ^を押して" Yes " を違び、 ENTER 押ず。 
再度 スピーカーを 設定するとき 


r 準隔〉 の丰順4 W 降の操作をおこなってくだ 
さい。 



ステップ 2 (Step 2) 

測ち 

( Measurement ) 


•step 2では、メインリ スニン グポイントじ （ 
外の複数のポイント （2 〜6ポイント）を測定 
しまず。 

>複数のポイントを測定ずると、リスニングェ 
リア内の音響歪みの補正精ををより高くずる 
ことができまず。 
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2ポイント目にセットアップマイク 
を移動させ、 A ▽押して" Next " を 
選び、 ENTER を押す。 

2ポイント目の測ををはじめまず。最 
大6箇所まで測走できまず。 


Step2:Measurement 


Mu I t EQ 




Calculate 

Cancel 


ふ ENT] : Next 


み 

次のポイント W 降の測をを省略ずる場合は、 
" Calculate " を選んでください。 

([step 3 Calculating > へ進みます。） 
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ま順8をくり返して、3〜6箇所の 
ポイントを測定する。 

6ポイント目の測走か完了ずると、" All 
the measurements were finished . を 
表 TK しまず。 



Retry 
Cancel 

、 [ENT] : Ca I c u J a t e 


カーソルを 移動ずる 
(上/下/左/ち） 


( en ^ 


設定をお定ずる 


(RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 
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巧備 



4 


セットアップマイクを本体の 
SETUP M に端子に接続する。 



ク 


セットアップマイクを接続ずると、 
テレビじ々のセリトアップ画面を 
表示しまず。 



Amp Assign: 
Normal 

EfgWl 

^ n c p I 

[ENT] : Se I ect [RTN] : Back 


ここでは、サラウンドバックスピーカーを使 
用した 7.1 チャンネル巧生の設走のしかたに 
ついて説日月していまず。サラウンドバックス 
ピーカーを使用した 7.1 チャンネル t (外の 
設をのしかたは、 "Amp Assi 呂 n " を選び、「ス 
ピーカーを設走ずる」(屈=38ぺージ)の手順3 
と4の操作をおこなってください。 

5 A ▽を押して" Sta け"を選び、 

ENTER を押す。 

測定がはじまり、 をスピーカーからテス 
トトーンを化力しまず。 

•測定には数分圍サかりまず。 

" Cancel " を選択したとき 

テレビ画面に" Cancel Auto Setup ?" を表示 
しまず。 " Yes " を逞ぶと、 "Audyssey Auto 
Setup " を終了しまず。 


y モコンの操作ボタン 


shed . 






































































スピーカーを設定する ( Audyssey ® Auto Setup ) 


ステップ3 (Step 3) 

お析 

( Calculating ) 



ステップ 4 (Step 4) 

おが結ま 
Check ) 


ステップ5 (Step 5) 

巧を 
ち tore ) 




fltep 2> の画面で AV を押して 
" Calculate " を選び 、 ENTER を押 
す。 

測を結果を自動的に解析し、リスニンク‘ 
ルームにおける各スピーカーの特性をま 
定しまず。 



•解析には数分圍かかりまず。解析時園は、 
接続されたスピーカーの数と測定ポイント 
数に依存しまず。 

接続ずるスピーカーの数と測走ポイント数 
がをくなるほど、解析に要ずる時聞は長く 
なりまず。 


AV を押して確認したい項目を選 

'' び、 ENTER を押す。 



•サブウー八一などでは、実隐の距離と異な 
る値に設定される場合がありまず。 

•他の項目をお認したいときは、 RETURN を 
押してください。 


AV を押して" Next " を選び、 

ENTER を押す。 


• 接続している状態と異なる結まや "Ca 山 ion !" 
が表示された場合は、「エラーメッセージにつ 
いて」（屈=13ぺージ)をこ寶ください。その後、 
再度 Audyssey A 山〇 Setup をおこなって 
ください。 

•再測定後わ、接続している状態と異なる結 
果や エラー メ 、ソセージが 表示された場合は、 
接続を圍違えている可能性がありまず。あず 
本機の電源を切り、スピーカーの接続をおか 
め、最初か6測定をやり直してください。 

•スピーカーの位置や向きを変えた場合は、最 
適なイコライザーの補正を得るために、巧び 
Audyssey A 山〇 Setup をおこなってくだ 
さし)。 


10 A ▽を押して" Store " を選び、 
' Center を押す。 

測定結まを保存しまず。 



ク 



•保を[こは10秒程度ササりまず。 

•測を結果を保存しない場合は、 A ▽で 
•' Cancel " を還んだ後、づ^で" Yes " を違 
んでください。ずべての Audyssey Auto 
Setup の測を結果を消去しまず。 

測走結果の保存中は、絕対に電源を切らな 
いでください。 


4^本体の SETUP M に端子か6セツ 
トアップマイクを抜く。 


Dynamic Volume ® ® 設定をする。 



Turn on Dynamic Volume? 
Ye s ィ：►皿 

、「い ]: Se I ec t — [ENT] : Ex i t ^ 


• Dynamic Volume 設定の詳細については、 56 
ページをご覧ください。 


□ Dynamic Volume の設定をずると 
を 

•づを押して" Yes " を選び、 ENTER を押ず。 
自動的じ" Evening " モードじなりまず。 

□ Dynamic Volume の設定をしない 
とを 

を押して" No " を選び、 ENTER を押ず。 


Audyssey Auto Setup をおこなった後に、 
スピーカーの接続やサブウー八一の音量をを 
更しないで<ださい。変更した場合は、再び 
Audyssey Auto Setup をおこなってくださ 
い。 
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U モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 



設定を確定ずる 


( Return ) ひとつ前のメニューじ戻る 
























































エラーメッセージについて 


スピーカーの設置や測定環境などにより、 Audyssey © Auto Setup を完了できなかった場合に、エラーメッセージを表示しま 
ず。エラーメッセージが表示された場合は、関連ずる項目を巧認し、を要な対処をおこなってください。その傲再び " Audyssey 
Auto Setup " をおこなって<ださい。 

スピーカーの接続をお認ずるときは、あず電源を切つてください。 


エラーメッセー ジ(例) 


エラーの内容 


エラーの処理方法 



Retry 

Cancel 

JENT] : Re t r y 


•接続しているセットアップマイクが壊れて 
いるか、付属(外のセットアップマイクを 
接続している。 

•接続しているずベての スピーカーが お化さ 
れない。 

•フ□ントスピーカー ( L ) が正しく検出されな 
い。 


•付属のセットアップマイクを、本体の 
SETUP M に端子に接続してください。 

•スピーカーの接続をお認してください。 



• 部屋の騒音が大きいため、正しい測をがで 
きない。 


•スピーカーやサブウー八一の音量がかさい 
ため、正しい測をができない。 


•騒音を発生ずる機器の電源を切るか、機器 
を遠ざけてください。 

•周囲がより静かなときに再をおこなってく 
ださい。 

•スピーカーの設置や向きをお認してくださ 
い。 


•サブウー八一の音量を調節してください。 


fcaU t i on 

MultEQ 

ィ 

r 

Retry 

Cancel 


Skip 


[▲▼] : Up/Down [i ►] 

: CH 


•表示されたスピーカーが横化されない。 


•表示されたスピーカーの接続を確認して< 
ださい。 



Retry 

Cancel 

Skip 

[▲▼] : Up/Down [i ►] : CH 


•表示されたスピーカーの位柜が逆である。 


•表示されたスピーカーの極性を確認してく 
ださい。 

•スピーカーや部屋の環境じよっては、正し 
く接続してもエラーメッセージが表示され 
る場合がありまず。このような場合は、 

を押して" Skip " を選び、 ENTER を押してく 
ださい。 


パラメーターを 確認ず る 
(Parameter Check) 

Audyssey Auto Setup をおこなった後に、測定結まやイコ 
ライザーの種類を巧認できまず。 


7 AV を押して" Parameter Check " を選び、 

ENTER を押す。 


2 AV を押して確認したい項目を選び、 ENTER を押 
す。 



Speaker Config. Check スピーカーの構成を確 f 忍しまず。 

Distance Check スピーカーの距離を確認しまず。 

Channel Level Check スピーカーのチヤンネルレベルを確 f 忍し 
まず。 

Crossover Freq. Check スピーカーのク □ スオーバー周波数を確 
言忍しまず。 

E 凸 Check イコフイザーの補正力ーブを確認しま 
ず。 

•手順2で 、" EQ Check " を選んだ場合は、 AV を押して確認 
したい補正力ーブ （" Audyssey " または " Audyssey Flat ") 
を選んでください。 

づ〇を押ずと、各スピーカーの表示を切り誓えることがで 
さまず。 


3 R 盯 URN を押す。 

確認画面に戻りまず。手順2をくり返しおこなってくだ 
さし、 


Audyssey Auto Setup の設定値に戻すとき 


" Restore " を" Yes " に設走ずると、を設走を手動で変更した場 
合でも Audyssey Auto Setup の測走結ま （ MultEQ ® が当巧 
計算した値)じ戻ずことができまず。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 



設定をお定ずる 


画 TURN) ひとつ前のメニューじ戻る 
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BD を押して、再生するプレー 
' ヤーの入カソースじ切り替える。 


2 本機と接続した機器を再生する。 

あらかじめプレーヤーの設定(言語設定 
や字幕設をなど ) をおこなってください。 


〇音量を調節する。 


VOLA. 音量を上げる 

VOL?. 音量を下げる 

MUTE. 消音 


4 リスニングモードを設定する。 

再生ずるコンテンツ（映画や音楽な 
ど）やお好みに合わせて、リスニン 
グモードを選んでください（極つ0 
ページ「リスニングモードを選ぶ 
(サラウンドモード）」）。 


0ディスクを再生する 


電源をスタン八イが態にするとを 

POWER OFF を押ず。 

【スタンバイ時の電源表示】 

•通常スクンバイ時：消好 
• メニユーの" HDMI Control " 設を(屈=60 
ぺージ)が" ON " のとき：赤色 


r ZONE/DEVICE POWER 

OFF ON OFF 

(B B ] ロロ 

MAIN—ZONE2-ZONE3 


因 


本体の ON / STANDBY を押しても、電源をスク 
ンバイ状態にできまず。 



混 M 

電源がスタンバイ状態のときは、微量な電力を消費しまず。ず 
ベての電力を完全に遮断ずるときは、電源コードをコンセント 
から抜いてください。 
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U モコンの操作ボタン 


カーソルを移動ずる 
(上/下/左/ち） 


(enter) 


設定をお定ずる 


(RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 




I 軒 


誦习 


©晒四回 

厕画画励 

國画画面 

回画画画 



A 


i 问 





















































基本編 


ここでは、本機の基本的な接続や操作方まについて説明しています。 

参接続のしかた 屈 =16ぺージ 

参ち生のしかた(基本操作） 屈 =23ぺージ 

参 y スニン グモー ドを 選ぶ (サラウンド モー ド） 

屈 =30ぺージ 


日 それぞれのメディアやが部機器の接続と再をのしかたは、な下のぺ— 

-ジをご 覽< だをい。 


音声および映像 



接続のしかた > 

再をのしかた 、 


テレビ 



屈=17、19ぺージ 

- 


ブルーレイディスクプレーヤー 



屈=17、19ぺージ 

煩=24ぺージ 


DVD プレーヤー 



屈=17、19ぺージ 

煩=24ぺージ 


セットトップボックス 

(衛星チユーナ ー /ケーブルテレビチユーナ ー） 


煩=17、20ぺージ 

- 


ゲーム機 



煩=17ぺージ 

- 

1 

ビデオカメラ 



煩=20ぺージ 

- 


iPod 用コント□-ルドック 



煩=21ぺージ 

煩=24ぺージ 


音声 



接続のしかた > 

再をのしかた 、 


iPod ® 



煩=21ぺージ 

煩=26ぺージ 


USB メモリー 



煩=21ぺージ 

惕=29ぺージ 

' 

CD プレーヤー 



煩=22ぺージ 

煩=24ぺージ 


ラジオ 



煩=22ぺージ 

煩=27ぺージ 


>* 

3 

m 


司 

巧 

爺 


識 

巧 

m 


スピーカーの接続じついては、7ぺージをご覧ください。 
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接続のしかた 

知つておいてほしいこと 


• この取扱説明書では、対応するすべての音声信号ち式や映像信号ち式の接続ち';去を説明して 
います。接続する機器に合わせていずれかの接続ち';去を選んでください。 

•接続ち';去じよっては、本機の設定が必要なものもあります。詳しくは、各接続項目の説明を 
ご覧ください。 

• ご使用じなる機器に合わせて、別売り①ケーブルをご用意ください。 


• ずべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

• 接続ずる機器の取扱説明書わあずお読み< ださい。 

•左ちのチヤンネルをおかめてから、正しく L とし R と R を接続してください。 

•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。八ムや雑音 
の原因となることがありまず。 


入力された映像信号を変換して出力ずる （ ビデオコン/ V - ジヨン機能) 


本機には4種類 ( HDMI 、 D 端す、 S ビデオ、ビデオ）の巧像入力端すと2種類 ( HDMI 、 ビデオ） 
の巧像化力端すがありまず。接続ずる機器に合わせて使用してください。 

この機能は、本機に入力されたさまざまなち式の巧像信号を、本機からテレビに化力ずるか像 
信号方式に自動的に変換して出力ずるものでず。 


【メインゾーンでの映像信号の流れ】 


驶像機器 


本機 



テレビ 



入力 

I 出力 

( IN ) 


出力 


(MONITOR OUT ) 

入力 I 



ビデオ端す ビデオ端子 ビデオ端す 


HDMI 端子 


> © 

ビデオ端す 


因 

•ビデオコンバージョン機能は、 NTSC 、 PAL 、 SECAM 、 NTSC 4.43、 PAL - N 、 PAL - M および 
PAL -60 のフォーマツトに準拠していまず。 

•本機の HDMI 端子への巧像入力信号の解像度は、メニユーの" Resol 山 ion " (屈=50ぺージ)で 
設定しまず。り080口の HDMI 信号と108 Op コンポーネント信哥ま、解像度の設定に関係 
なく、108 Op で化力しまず。） 

• HDM 閲応テレビの解像廚ま 、 "HDMI Monitor Information " (屈=65ぺージ)で確■認ずることが 
できまず。 

脚説 

• HDMI 信号をアナ□グ信号に変換ずることはできません。 

• ゲーム機など特殊な巧像信号を入力した場合、ビデオコンバージョン機能が動作しないことが 
あります。 

•コンポーネントビデオ人力信号は、ビデオ信号には変換できません。 


必要に応じて設定してください 


巧像信号の解像度を変更ずるときじ設定しまず。 

"Resolution" (屈=50ぺージ） 
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巧つておいてほしいこと 


LENT] : Se I ec t 


[Auto] 
IN : DVD 
MODE : STEREO 


Master Volume -80. 0dB 


状態表示：入カソースの切り替えや音量調節商、一時的に画 
面に操作状態を表示しまず。 


映像入力信号による画面表示のしかた 

メニューや状態の画面表示のしかたは、本機に入力されるか像信号の種類によつて異なりまず。 

□ HDMI 端子またはコンポーネント映像 ( D ) 端子か6映像信号を入力 
してし1るとを 

• メニュ ー :黒背景の画面に切り替わり、メニューを重ねて表示しまず*。 

•状態表示：表示しません。 

* 再生中の映像にメニューを重ねて表示したいときは，ビデオ端すにも同じゆ像を入力してください。メ 
ニューを表示すると，ゆ像端子か6入力している映像に切り替わり、メニューを重ねて表示しまず。 

□ビデオ端子または S ビデオ端子か6映像信号を入力しているとを 

•メニュー：再生中の巧像じメニューを重ねて表示しまず。 

•状態表示：表示しまず。 

画面表就例 

• メニュー画面 • 状態表示画面 

入カソース切り替え時 音量調節時 
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HDMI 端子付をの機器を接続ずる 


本機は HDMI 対応機器を5台まで接続できます。 

HDMI 機能 

本機は W 下の HDMI 機能に対応していまず。 

•高解像度巧像信号 
•3 D 

• Deep Color (屈=80ぺージ） 

•Auto Lip Sync ( i ®=60 ぺージ） 

• x . v . Color 、 sYCC 目01 color、Adobe RGB color、Adobe YCC 601 color (屈=80、 81 ぺージ) 
• HD デジクルオーディオフォーマット 
•ARCCAudio Return Channel ) 

•Content Type 

•CEC ( HDMI コント□-ル） 


_ 著作権保護システムじついて_ 

HDMI 接続を通して BD ビデオや DVD ビデオなどのデジクル巧像と音声を再生ずるために 
は、プレーヤーとテレビ、プレーヤーと AV アンプなどの双ちが HDCP ( High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) と刚ま'れるき作権保畫システムじ対応しているあ要 
がありまず。 HDCP はデークの暗号化と巧手機器の認記からなるコピープ□テクション巧術 
でず。本機は、 HDCP に対応していまず。 

• HDCP じ対応していない機器を接続した場合は、巧像と音声を正しく出力しません。お手 
持ちのテレビやプレーヤーなどについては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


HDMI ケーブルについて 

•Deep Color 対応の機器を接続ずるときは、"八イスピード HDMI ケースレ"または"イーサネ、ソ 
卜対応ハイスピード HDMI ケーブル"を使用してください。 

• ARC 機能を使用ずるときは、 HDMI 1.4 a 対応の"イーサネ、ソト対応標準 HDMI ケーブル"また 
は"イーサネ、ソト対応ハイスピード HDMI ケーブル"で接続してください。 

HDMI コント□-ル機能(惕=39ぺージ） 

本機で外部機器を操作したり、外部機器から本機を操作ずることができまず。 



•接続ずる機器や設定によって、 HDMI コント□ール機能がはたらかない場合がありまず。 
• HDMI コント□-ル機能に対応していないテレビやブルーレイディスクプレーヤー、 DVD プ 
レーヤーは操作できません。 

3 D 機能について 

本磯は、 HDMII .4 a 規格の 30(3 次元)巧像信号の入力/化力に対応していまず。 3 D 巧像の再 
生には本機の化に、 HDM 1 1 .4 a 規格の 3 D 機能に対応しているプレーヤーとテレビがか要でず。 
また、 3 D 巧像をご覧いただくには、別売りの 3 D メガネが必要でず。 


>* 

3 

m 


咖 

m 


巧 

巧 

m 


丽 

巧 

節 
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HDMI 端子付をの機巧を接続ずる 


ARCCAudio return channel ) 機能について 

HDMI 1.4 a の ARC 機能では、テレビか6の音声信号を HDMI ケーブル経由で伝をずること 
ができまず。 



•ARC 機能は、メニユーの" HDMI Control " 設定(屈=60ぺージ)が" ON " のときに設定できまず。 
•ARC 機能に対応していないテレビと接続ずる場合は、 HDMI ケーブルの他に音声ケーブルがあ 
要になりまず。このときの接続方逊ま、「テレビを接続ずる」（屈=19ぺージ）をご覧ください。 


Content Type お能について 

HDMI 1 .4 a 規格で追加された機能でず。この機能は、出力巧像に適した設走を自動でおこない 
まず。 



Content Type 機能は、メニューの" Video Mode " 設定(屈=50ぺージ)が" A 山〇"のときに動作 
しまず。 


接続にほ用するケーブル 


音声 & K 像ケーブル(別売り） 


•デジクル巧像信号とデジクル音声信号を HDMI ケーブル1本で伝をできるインターフェース 
でず。 


ブルーレイ 


ディスク 
プ レーヤー 

HDMI 

OUT 




DVD 

プレーヤー 

HDMI 

OUT 


セットトップ 
ボックス 

HDMI 

OUT 




ゲーム機 

HDMI 

OUT 


^ テレビ ー^ 

HDMI 

IN 
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因 

•本機とプレーヤーを HDMI ケーブルで接続した場合は、本機とテレビも HDMI ケーブルで接 
続してください。 

•Deep Color 対応の機器を接続ずるときは、"八イスピード HDMI ケースレ"または"イーサネ、ソ 
卜対応八イスピード HDMI ケーブル"を使用してください。 

•プレーヤーの解像度は、テレビが対応している解像度に合わせてください。プレーヤーとテレ 
ビの解像度が合っていない場合、巧像は化力されません。 

•本機とテレビを HDMI ケーブルで接続しても、テレビが HDMI 音声の再生に対応していない 
場合は、巧像信号のみをテレビに化力しまず。 



HDMI 化力端すからの音黄信号(サンプリング周波数、チャンネル数など）は、柜手側の機器が 
入力できる HDMI 音声の仕様に制限されることがありまず。 

DVI - D 端子付をの機器に接続するとを 

HDMI/DVI 変換ケースレ(別売り）をご使用になると、 HDMI の巧像信号を DVI 信号に変換して、 
DVI-D 端子がきの機器に接続ずることができまず。 



• DVI-D 端すがきの機器と接続ずる場合、音声は出力されません。音声の接続をおこなって< 
ださい。 

• HDCP に対応していない DVI-D 機器には出力できません。 

• 機器の組み合わせじよって、巧像が出力されない場合がありまず。 

□ HDMI 接続に関する設定 

を要に応じて設走してください。詳しくは、を参照ページをご覧ください。 

Input Assign (軟49ぺージ） 

入カソースに割り当てられている入力端子を変更ずるときに設走してください。 

HDMI Setup (崎60ぺージ） 

HDMI の乂化力信号に関ずる設走をしまず。 

•Auto Lip Sync 
•HDMI Audio Out 
•HDMI Control 
•Standby Source 
•Power Off Control 



HDMI 入力端子から音声信号が入力された場合のみ、 HDMI モニター化力端子から音声を化力 
しまず。 






















































テレビを接続ずる 



本機に ARC(HDMI 1.4 a 標準機能）対応のテレビを接続した場合この接続は不要でず。詳し 
くは、 「 ARC(Audio return channel ) 機能じついて」（屈=18ぺージ）またはテレビの取扱説日月書 
をご覧<ださい。 

•接続ずる機器に合わせて端すを逞び、接続してください。 

•ゆ像機器を接続ずる際には、「入力された巧像信号を変換して出力ずる（ビデオコンバージョン 
機能)」（屈。1日ぺージ）をご覧ください。 

• HDMI 接続のしかたは、 「 HDMI 端す付きの機器を接続ずる」（屈=17ぺージ）をご覧ください。 


因 

本磯を通してテレビの音声を闇く場合は、デジクル化力端す ( OPT に AL ) に接続してください。 


接続に使用するケーブル 


ビデオケープル 


光イでさケーブル 


巧像ケーブル ( 別売り） 


煩）® 


音靑ケーブル ( 別売り） 


圆0 


■0 國 



L1 


必要に応じて設定してください 


人カソースに割り当てられているデジタル入力端子またはコンポーネントビデオ （ D ) 入力端 
子を変更ずるときじ設定しまず。 

"Input Assi 呂 n" (屈=49ぺージ） 


ブルーレイディスクプレーヤーまたは DVD プレーヤー 
を接続ずる 


• ブルーレイディスクや DVD の巧像や音楽を楽しむことができまず。 

•接続ずる機器に合わせて端すを選び、接続してください。 

• HDMI 接続のしかたは、 「 HDMI 端す付きの機器を接続ずる」（屈=17ページ）をご覧ください。 

接続に巧用するケーブル 



ブルーレイ 

ディスク 





必要に応じて設定してください 


入カソースに割り当てられているデジタル入力端子またはコンポーネントビデオ （ D ) 入力端 
すを変更ずるときじ設定しまず。 

"Input Assi 呂 n" (屈=49ぺージ） 


因 

HD 才ーディオの olby TrueHD 、 DTS - HD、Dolby Digital 円 us および DTS Express ) を再生 
ずる場合は、 HDMI で接続してください(屈=17ぺージ [ HDMI 端す付きの機器を接続ずる」)。 



























































































































































セットトップボックス(衛星チユーナー/ケーブルテレ 
ビチユーナ ー) をち続ずる 


•衛星チューナーやケーブルテレビチューナーの巧像を楽しむことができまず。 

• 接続ずる機器に合わせて端子を違び、接続して< ださい。 

• HDMI 接続のしかたは、 「 HDMI 端す付きの機器を接続ずる」（屈=17ぺージ）をご覧ください。 


接続に使用するケーブル 


ビデオケーブル 


睐像ヶーブル ( 別売り） 


演）® 


D 端子用ビデオ 
ケーブル 


才一了イオ 
ケーブル 

同軸デジタル 
ケーブル 


顺; 


音声ヶーブル ( 別売り） 


伯）® 
啸） 


(オレンジ ） 



衛星チユーナ ー /ケーブルテレビチユーナー 

- WDEO - - AUDIO - 


D 1/ D 2/ D 3/ D 4/ D 5 


VIDEO 

VIDEO 


OUT 

OUT 



厂極 g 3 




COAXIAL 

AUDIO 

OUT 

OUT 

L R 


©® 


9 


台 


© 




腐 


:®®"I 
•I 


I 1 TUKR AHTEWIA j ~ 


圆 

OPTICAL 

ftVl. 
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■ ■ 卿 miT ■ 

皿 

馨 r 面 


r 书’ 


必要に応じて設定してください 


入カソースに割り当てられているデジタル入力端子またはコンポーネントビデオ （ D ) 入力端 
すを変更ずるときじ設定しまず。 

"Input Assi 呂 n" (屈=49ぺージ） 
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ビデオカメラを接続ずる 


• ビデオカメラの巧像や音声を楽しむことができまず。 

• HDMI 接続のしかたは、 [ HDMI 端す付きの機器を接続ずる」（屈=17ページ）をご覧ください。 

接続に使用するケーブル 



才-ディオ （白）® =1邸3^ 

ケースレ (ホ)® しづ娜=@ 



必要に応じて設定してください 


入カソースに割り当てられているデジタル入力端子またはコンポーネントビデオ （ D ) 入力端 
すを変更ずるときじ設定しまず。 

"Input Assi 呂 n" (屈=49ぺージ） 


因 

本磯の V . AUX 入力端すじゲーム機を接続してもゲームを楽しむことができまず。このような場 
合は、入カソースを" V . AUX " に設定してください。 



ゲーム機など特殊な巧像信号を入力した場合、ビデオコンバージョン機能がはたらかない場合 
がありまず。このような場合は、入力と同じ端すのモニクー化力をご使用ください。 






































































































































iPod 用コントロ ー J レドックを接続ずる 


• iPod 用コント□-ルドックを接続ずると、 iPod 内の映像や音声を楽しむことができまず。 

•本磯と iPod の接続には、 DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック （ ASD -1 R 、 ASD -11 R . 

ASD -3 N または ASD -3 W 、 別売り）をご使用ください。 

• iPod 用コント□-ルドック側の設定も'必要でず。詳しくは、 iPod 用コント□-ルドックの取 
扱説明書をご覧 < ださい。 


iPod 巧 


DEMON 製 iPod 用 
コント□ールドックに 
付属の AV コント □ —ル 
ケープル 



国 

本機の USB 端子に直接 iPod を接続してご使用になることもできまず(屈=21ぺージ 「 USB 端す 
に iPod または USB メモリーを接続ずる」）。 


USB 端子に iPod または USB メモリーを接続ずる 


iPod や USB メモリー巧の音楽を楽しむことができまず。 

接続に巧用するケーブル 

本機と iPod を接続ずるときは、 iPod に付属の USB ケーブルをご使用ください。 



因 

• iPod 巧の動画ファイルを再生ずる場合は、 DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック （ ASD -1 R 、 
ASD -11 R 、 ASD -3 N または ASD -3 W 、 別売り）を使用してくださし)ぺージ 「 iPod 用〕 
ント□ールドックを接続ずる」）。 

• iPod は、第己世代じ(降に発売された iPod touch、iPod classic、iPod nano で再生ずるこ 
とができまず。詳しくは、当社ホームページまたは26ページをご覧ください。 

•ずべての USB メモリーじ対して、動作および電源の供給を保証ずるものではありません。 
USB 接続クイプのポークブル HDD で、 AC アダプターを接続して電源が供給できるタイプの 
ものをお使いになる場合は、 AC アダプクーのご使用をおずずめしまず。 


咖 

m 


司 

巧 

m 



•USB メモリーは USB 八ブ経由では動作しません。 

•本機の USB 端子とパソコンを USB ケーブルで接続して使用ずることはできません。 

•USB メモリーを接続ずるときに、延長ケーブルを使用しないでください。他の機器に電波障 
害を引き起こず場合がありまず。 


施 

巧 
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CD プレーヤーを接続ずる Iアンテナを接続ずる 


• CD を楽しむことができまず。 

• 接続ずる機器に合わせて端子を選び、接続して< ださい。 

接続に巧用するケーブル 


音声ケーブル(別売り） 

オーディオ 

伯 ） ® 

尸 ® 

ケープル 




CD 



必要に応じて設定してください 


入カソースに割り当てられているデジタル入力端子を変更 
ずるときじ設定しまず。 

"Input Assign" (恆=49ぺージ） 


•本機に付属の FM アンテナや AM ループアンテナを接続ずると、ラジオ放送を楽しむことができまず。 

•アンテナを接続した後に放送を受信し0^27ぺージ 「 FM / AM 放送局を聴く」）、雑音のかない位置にテープなどで固定してくだ 
さし、 



UAM ループアンテナの組み立てかた 


UAM ループアンテナのほいかた 


台座部をループアンテナ 
の後ろから、ループアン 
テナの下を通して、ま前 
じ曲げる。 


2 


突起部を台座のち巧部 
じ、差し込む。 



壁に測，てほ5 

組み立てずにそのままお使い<ださい。 


置いてほう 

図のように組み立ててお使いください。 



<ぎや画びよクなど 



脚説 

•2 つの FM アンテナを同時に接続しないでください。 

• AM ループアンテナ線がリアパネルやねじじ接触していない 
かご確認ください。 

• AM や FM の受信感度はアンテナの設置場所や設置ち向に 
よって変わりまず。最もよく受信できるところに設置してく 
ださい。 

•放送をを巧に受信できない場合は、屋外アンテナの設置をお 
ずずめしまず。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わ 
せください。 
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再生のしかた馆本操作) 


□ 入カソースを選ぶ（煩=23ぺージ） 

□ ま音量を調節する（煩=23ぺージ） 

口 一時脚こ音を消す(ミューティング）（屈=23ページ) 


□ ブルーレイデイスクプレーヤーや DVD プレー 
ヤーを再生する（煩=24ぺージ） 

□ CD プレーヤーを再生する（煩=24ぺージ） 

□ iPod ® を再生する（煩=24ぺージ） 

ロラジオがを局を受信ずる（煩=27ぺージ） 

□ USB メモリーを再生する（煩=29ぺージ） 


リスニングモードを選ぶ（サラウンドモード） 
(保 3 Q ぺージ） 


再生のしかた(応用操作）（惕=39ぺージ） 


知つておいてほしいこと 


再生ずる前に、あらかじめ各機器との接続や本機の設定をおこ 
なってください。 


□"Source Select " メニユーをほ用する 

① SOURCE SELECT を押ず。 

"Source Select " メニューを表示しまず。 

Source Select 


ITUNER 


CD 

BD 

DVD 

TV 


[▲▼ い ]: S 0 u r c e 
[ENT] : Se I ec t 


SAT/C 目 L 
GAME 
V. AUX 
DOCK 


規巧選択中の入カソースを 
八イライトで表示します。 


@ AV < >を押して入カソースを選 
び、 ENTER を押ず。 

入カソースを確定し 、 "Source 
Select " メニューを終了しまず。 





因 

•本磯の USB 端子に直接 iPod を接続してご使用じなる場合 
は、入カ ソース の" USB / iPod " を違んでください。 

•使用しない入カソースをあらかじめ設走ずることができまず。 

•'Source Delete " (屈=63ぺージ)で設定してください。 

•入カソースを違ばずに " Source Select " メニューを終了させ 
る場合は、もう一度 SOURCE SELECT を押してください。 


を音量を調節ずる 


V 0 L ▲▼を押して、音量を調節する。 
•メニューの " Volume Display "(1^63 
ページ）の設をじより、音量の表示値 
が異なりまず。 


【 MUTE) 


。 （ M ) 


闺 

巧 


□ "Volume Display " の設定(惕=63ぺージ)び 
" Relative " のとき 


[ 調節でをる節囲】—— -80.5dB -18.0 dB 


□ "Volume Display " の設定(惕=已3ぺージ)び 
" Absolute " のとを 
【調節できる節囲】 0.0-99.0 

•入力信号やチャンネルレベルの設走などにより、調をでき 
る範囲が異なりまず。 


因 

本体の MASTER VOLUME を回して 

も、主音量を調節できまず。 




脚 M 

再生ずるときは、接続した機器の取扱説明書もご覧ください。 


人カソースを選ぶ 


再をする入カソース選択ボタン （ NET / 
USB 、 iPod 、 DVD 、 BD 、 TUNER 、 
DOCK 、 SAT / CBL 、 GAME 、 V . AUX 、 
CD 、 TV ) を押す。 

入カソースをダイレクトじ選べまず。 


(画 B] fiPo^ 
I DVD I〔BD ) ITUNERI 〔 DOCK) 

isAT-nii (sat/cbl) igam 。 [v.aux) 

I PHONO I〔CD ) I DVR I〔TV | 


•iPod PLAY を押ずと、本機の入カソースが" DOCK " または 
" USB / iPocR こ切り替わり、接続されている iPod を自動的 
じ再生しまず(囑==27ページ 「 iPod 再生機能」）。 


trF の操作方法で屯入カソースを選ぶことができます。 


□本巧で操作する 


-時的に音を消ず(ミューテイング) 


SOURCE SELE 打を回ず。 
•SOURCE SELECT を回ずと、入 

カソースが W 下の順序で切り替 
わりまず。 



MUTE を押す。 

メニューの" M 山 e Level "(11^63 ページ) 
で設走したレベルまで音量がミ咸衰しま 
ず。 



◎ 〇 〇〇 一， • 。こ .-. i jgFg 


I~ ► BD DVD TV SAT/CBL *GAME 一 - 

L-CD --►tuner USB/iPod DOCK V.AUX 



因 

ミューティングを解除ずるときは、もう一度 MUTE を押して 
ください。主音量を調がしても解除できまず。 
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再生の準備をする。 

①サブウーハーやプレーヤーの電 
源を人れる。 

感 プレーヤーじデイスクを入れ 
る。 


〇 POWER ON を押して、 
じ 電源を入れる。 


本機の 



CD プレーヤーを再生する。 


iPod ①再ちち';ちは、2つあります。 


[ASD-3N および ASD-3W 使巧時】 


① DEMON 製 iPod 用コントロールドックを使用して再生 
するち';ち 

iPod のか像や写真、音楽の再生ができまず。 

② iPod を USB 端子に直接接続して再生するち';去 (屈=26 

ぺージ） 

iPod の音楽のみ再生できまず。 

① DENON 製 iPod 用コント□-ル 
ドックをほ。して再生ずる 

本機では、 liTF の DEMON 製 iPod 用コント□-ルドックを使 
用ずることができまず。 

• ASD -1 R 、 ASD -11 R ASD -3 N 、 ASD -3 W 

□ iPod ® の音楽をおく 


再生の準備をする。 

① DEMON 製 iPod 用コント □- 
ルドックじ、 iPod © を接続ずる 
(屈=21ページ 「 iPod 巧コント 
□ールドックを接続ずる」)。 

② iPod 用コント□-ルドックに 
iPod ® をセットずる。 

POWER ON を押して、本機の 
電源を入れる。 

3 DOCK を巧して、入カソースを 
"DOCK" じ切り替える。 

•手順4で"ブラウズモード"を選ぶと、 
接続している iPod 田コント□ールド、ソ 
クによつてじ(下の画面を表示します。 


ZONE/DEVICt POWER 

OFf ON _ —-ON 

[曰曰] ロ ロ 

MAIN—ZONE2-ZONE3 

I 〇 0 〇 ) 

应) 極] 極) 

I OVD I I BD I iniNERI 〔 DOCK) 
UATTUi 〔匿 ;: ） IGAM 。 [VAUX] 


2 



【ASD-1R 使用時】 


【ASD-11R 使用持】 


iPod ' 


Artists 

A 1 bums 

Songs 

Podcasts 

Genres 

Composers 

[ 1/9 

\ [SRCH 

: P a g ら 


.iPod 


Vi d e 0 s 


[ 

1/2 ] 



• "ブラウズモード"のとき、 iPod の 
画面表示はち図のようになりまず。 




DEMON 


拴爲を解除できます。 


画面が表示されない場合は、 iPod が正しく接続されていない 
可能性がありまず。接続をやり直してください。 
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SEARCH を2砂 U 上長押しして、表示モードを選ぶ。 


• iPod のデータを表示ずるモードは2つありまず。 

ブラウズモード iPod の情報をテレビ画面に表示させて操作 
ずるモードでず。 

•本機のディスプレイには、半角巧数字と一部の記号の 
み表示ずることができまず。対応していない文字は、 
(ピリオド）"じ置き換えて表示しまず。 

リモートモード iPod じ表示される画面を見なが6、直接 
iPod 本体を操作ずるモードでず。 

•本機のディスプレイに " Remote iPod " または " Dock 
Remote " を表示しまず。 


* 1 DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック ASD -1 1 R ' ASD -3 N ま 
たは ASD -3 W を使用しているときじ再生できます。 

*2 DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック ASD -1 R ' ASD -11 R ' 
ASD -3 N または ASD -3 W と iPod の組み合わせじよっては> 
喚像が化力されない場合があります。 




再まの準備をする。 

① テレビやサブウー八一、プレー 
ヤーの電源を人れる。 

② テレビの入力を、本機の入力に 
設定ずる。 

③ プレーヤーじディスクを入れ 
る。 


ZONE/DEV'iLt POWER 

OfF oy _ ON 

[因 B ] ロ ロ 

MAIN—ZONE2-ZONE3 
10 〇 0] 

(AMPlteJ 極 ) fPodjl 

I DVD I I BD I (tuner I 〔 DOCK) 
ISATTUI (sAT/CBl) IGAMEI [v.AUX) 


2 


POWER ON を押して、本機の電源を入れる。 


3 


BD または DVD を押して、 
入カ ソースに 切り替える。 


再生するプレーヤーの 


A ブルーレ イデ ィスクプレーヤーまたは DVD プレー 
W ヤーを 再生す る。 

•あらかじめプレーヤーの設走(言語設走や字幕設定など）を 
おこなってください。 


CD プレーヤーを再生ずる 


iPod ® を再生ずる 


ブルーレイディスクプレーヤーや 
DVD プレーヤーを再生ずる 


国 


圈厕函の 

励晒画励 

11田@回 

四励画励 
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iPod ® を再生する 



H い1 内 

凶田 E 因 

MU1IU mi Ml 化リの 

P 口□口 

imiluii D/ST siMumiw mj™ 

aoan 

のののの 

— I W が JlHI 

を容巧福 

t,Hi 内 の L2J 励 

uuuMi wn u 田 0 肝 

f(=Kzxa a 

I MW* のザ ！/ rj s 止げ化の ' 


□ iPod 再を時にほ用できるポタン 


AV を押して項目を選び、 ENTER または > を押 
して再生したいファイルを選ぶ。 

ENTER . >または►を押す。 

再生をはじめまず。 


5 

6 

因 

• メニューの" iPod " (屈=63ぺージ)で、 iPod 画面の表示時園（お 
買い上げ時の設定： 30秒）を設走できまず。 AV < >を押 
ずと、元の画面に戻りまず。 

• RESTORER モードを使用ずると、圧縮オーディオのほ域や 
高域を化張してより豊かな再生ができまず(屈=57ページ)。お 
買い上げ時は 、 •'Mode 3" じ設走していまず。 

•ブラウズモードで再生中に STATUS 
ボタンを押ずと、タイトルを、アー 
ティストをおよびアルバムををお認 
できまず。 

脚 M 

• iPod は、 POWER OFF を押して本機の電 
源をスクンバイ状態じしてから、取り外 
してください。入カソースを" D 0 C にじ （ 

外に切り替えて、 iPod を取り外ずことも 
できまず。 

• iPod の種類またはソフトウェアのバージョンによっては、機 
自目の一部が動作しない場合がありまず。 

•万一、 iPod のデータが消失または損傷しても、当社は一切責 
任を負いません。 



靴狐、 


POWER 

F ON 

〕口 


因曰 I 口 


MAIN—ZONE2-ZONE3 


应) 歷] 極) に二 1 


□ブラウズモードで iPod ® の映像を見る 

DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック ASD -11 R 
ASD -3 N または ASD -3 W にビデオ機能対応の iPod を接 
続ずると、ブラウズモードで巧像ファイルを再生ずることが 
できまず。 


■f A ▽を押して"ビデオ"を選び、 

'ENTER または [> を押す。 

V_1 — [L_V 

WVEIw 

TmENU] 

〇 A ▽を押して検索項目または 
仁 フォルダを選び、 ENTER または 
>を巧す。 

2AN0 MODE 

H f ►1R 

ル M" け . 

f 1 _ _ i ! 1 — 


3 


AV を押して映像ファイルを選び、 ENTER 、[> ま 
たは ► を押す。 

巧生をはじめまず。 


□ リモートモードで iPod ® の写真や映像を見る 

本機では、スライドショーやビデオ機能を搭載している 
iPod の写真や巧像を再生できまず。 
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SEARCH を2砂上長押しして、 
リモートモードに切り替える。 

本機のディスプレイに " Remote 
iPod " または " Dock Remote " を表 

巧しまず。 


日 n) rr") 

[menu] I fCHUVEl] 

[search] (I 肌曲 ] 


2 iPod の画面を見ながら AV を押して、"写賣"ま 
たは"ビデオ"を選ぶ。 

•使用ずる iPod じよっては、 iPod 本体を直接操作ずる必要 
がお U まず。 


3 


再生したい写真または映像が表示されるまで、 

ENTER を巧す。 


因 


iPod の写真作映像をテレビに映し化ずには、 iPod の"スライド 
シヨー設定"または"ビデオ設定"の" TV 化力.’を"オン"に設定ず 
る必要があリまず。詳しくは、 iPod の取扱説明書をご覧ください。 

DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック ASD -1 R 、 ASD -1 1 R 、 
ASD -3 N または ASD -3 W と iPod の組み合わせじよっては、 
映像が止!力されない場合があります。 


操作ボタン 

機能 

MENU 

アンプのメニユー表示 

AV <1 > 

カーソル操作 

ENTER 

巧を 

SEARCH 

(短巧し） 

ぺージ核索モード*1 

SEARCH 

ブラウズモードとリモートモードの 

(長押し） 

切り替え 

RETURN 

リターン 

イイ ►► 

(長押し） 

マこユアルサーチ焊戻し/早送り） 

► 

再生/一時停止 

1 种 

オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

RESTORER 

RESTORER 

MEMORY 

お気に入り登録*と 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンパイ 
(お買い上げ時の設定:： SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設定:： SONY ) 


•リピート再生 〇!^目1ぺージ " Repeat ") 
•シャッフル再生 (厨51ぺージ " Shuffle ") 

* 1 ASD -1 R または ASD -1 1 R を使用時に機能します。 
ASD -3 N または ASD -3 W を使巧時に機能しま 
す。 


貫 

ち 


IB0) rSAT/CSU ぶ 。 GO 

D a a 
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iPod 面を再生する 




BAND MODE 

f 一 U ► 1 1 一 j 

TUNINGS TUNINBA 

因田面因 

Mums mi Ml lu . g の 

P 口 □口 

imMiiii "ST siHumwa™ 

□ □an 

のののの 

_[_ W が _か1 

巧當语需 

HHIFT ) の山励 

uwMeu wn? —. u 阳 ou 

f(=Kzxa a 

In 脚田 。 niTj s 止げ，か" 


•メニユーの" iPod " (屈=63ぺージ)で、 iPod 画面の表示時圍（お 
買い上げ時の設定： 30秒）を設定できまず。 A ▽づ > を押 
ずと、元の画面じ戻りまず。 

• RESTORER モードを使用ずると、圧縮才ーディオのほ域や 
高域を化張してより豊かな再生ができまず(屈=57ページ)。お 
買い上机まは 、 "Mode 3" に設走していまず。 

>ブラウズモードで再生中に STATUS 
ボクンを押ずと、タイトルを、アー 
テイストをおよびアルバムをを巧認 
できまず。 


• iPod の種類またはソフトウェアのバージョンじよっては、機 
自目の一部が動作しない場合がありまず。 

•万一、 iPod のデータが消失または損傷しても、当社は一切責 
任を負いません。 

□ iPod 再を時にほ用でをるボタン 


② USB 端子に iPod を直巧巧続して再 
生ずる 

iPod ® に付属の USB ケーブルを使用して、 iPod を本機の 
USB 端子に接続ずると、 iPod の音楽を楽しむことができまず。 
•本機は 、 iPod ( 第5世代(降 ）、 iPod nano、iPod classic 、 
iPod touch の音声じ対応していまず 。 (iPod shuffle には対 
応していません。） 

7 iPod ® じ付属の USB ケーブルを使用して 、 iPod 
を本機の USB 端すじ接続する（煩=21ぺージ 「USB 
端子に iPod または USB メモリーを接続する」）。 


勺 POWER ON を巧して、本機の 
電源を入れる。 


3 


NET / USB を押して、入カソー 
スを " USB / iPocH こ切り替える。 


iPod 



Artists 

A 1 bums 

Songs 

Podcasts 

Genres 

Composers 

[ 1/9 

1 [SRCH 

: P a g e . 


画面が表示されない場合は、 iPod が正し 
く接続されていない可能性がありまず。 
接続をやり直してください。 


操作ボタン 

機能 

MENU 

アンプのメニユー表示 

AV<1 > 

カーソル操作 

ENTER 

巧を 

SEARCH 

(短巧し） 

ページ模索モード 

SEARCH 

ブラウズモードとリモートモードの 

(長巧し） 

切り替え 

RETURN 

リターン 

イイ ►► 

(長押し） 

マこユアルサーチ焊戻し/早送り） 

► 

再生/一時停止 


オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

RESTORER 

RESTORER 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンパイ 
(お買い上げ時の設を： SONY) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設定： SONY) 


•リピート再ま （屈=51ぺージ " Repeat ") 
•シャッフル再ち （屈=51ぺージ " Shuffle ") 


f Zflfgf；DEVlCE POWER 

OFF ON -Ji. ON 

[因 B1 ロロ 

MAIN—Z0NE2-Z0NE3 
I O O O I 

[amp] 【溫巧 1 (ijir^ 

[dVd) I BD I [tuner] I dock I 
UATWI (sAT/CBl] (game] [v.AUX) 
[phono) I CD I [dvr] I TV I 


f 巧 

[muteI 

了 

VOL 

1 _J IsELEcfJ 

王 
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SEARCH を 2 砂じ Lb 長押しして、表示モードを選 
、、、 

A、o 

• iPod のデー女を表示ずるモードは2つありまず。 

ブラウズモード iPod の情報をテレビ画面に表示させて操作 
ずるモードでず。 

•本機のディスプレイには、半角巧数字と一部の記号の 
み表示ずることができまず。対応していない文字は、 
(ピリオド)"に置き換えて表示しまず。 

リモートモード iPod に表示される画面を見ながら、直接 
iPod 本体を操作ずるモードでず。 

•本機のディスプレイじ " Remote iPod " を表示しまず。 

•本機は、 iPod の第5世代および iPod nano の第1世代に 
は対応していません。 


表示モード 

ブラウズモード 

11 モートモード 

再生できる 
ファイル 

音声ファイル 



動画ファイル 


ホ 

操作できる 
ボタン 

本機のリモコン 


ィ 

iPod® 




去音声のみ再生しまず。 


5 


AV を押して項目を選び、 ENTER または^を巧 
して再生したいファイルを選ぶ。 


6 


ENTER 、 >または►を押す。 

再生をはじめまず。 


〇 a a 


貫 

6(9)9 

ち 


IB0) rSAT/tBU I加曲 

D a a 


/滞 HP 

画 

a 

EJ-ZI 

姑。"1 

(dvd] 

を T 叫 
を W) 

西 

也曲’ 

田 

护ぷ 

[nna 

(UME 

画 

[p 崎 

い！!:） 
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iPod ® を再ちする 


iPod 再を機能 


本機の電源がスクンバイで、 iPod 用コント□ールドックまたは 
iPod を接続しているときに iPod PLAY を押ずだけで、 iPod の 
再生ができまず。 


iPod PLAY を押す。 

MAIN—Z0NE2-Z0NE3 

I 0 〇 0 I 

• 本磯の電源が入りまず。 

■ AMP 、 ■施巧] fiE ] 棒^ 

•本磯の入カソースが" DOCK " または 

" USB/iPocR こ切り誓わりまず。 

IDVD) [ BD J 1 TUNER ] [ dOCkI 

•iPod の再生をはじめまず。 

ISATTUI (sAIitBl) IGAMEI [ v.AUX 


因 

本体の iPod PLAY を押しても、リ 
モコンと同じようじ操作できまず。 



• iPod 再生機能は、 iPod 用コント□-ルドック （" DOCK ") ま 
たは iPodruSB / iPod ") が接続されていない場合は動作し 
ません。 

• IPod 用コント□ールドック （" DOCK ") と iPod 〔" USB / 
iPod ") の両方を接続している場含は、 iPod 用コント□ール 
ドック （" DOCK ") の再生を優先します。 


ラジオが送局をま信ずる 


FM/AM が巧局を巧く 

■f TUNER を押して、入カソースを" TUNER" じ切り 
' 替える。 


ク BAND を押して、 "FM" または 
么 "AM" を選ぶ。 

FM FM 放送局を聴くときに選びまず。 


ZONE/DEVICE POWER 

OFF ON nPf OH 

(B B) ロ ロ 


MAIN—Z0NE2-Z0NE3 



AM AM 放を局を聴くときに逞びまず。 


• TUNER 


CH A 1 

FM 76. OOMHz 


.[SRCH] Direct 




【 AMP] ■ 溫巧 ] 邮 1 【 pTJ] 

I DVD I I 8D I 〔 TUNE, 〕〔 DOCK) 



SAND ' MODE 

0 r ► I 扫 


回 LiU 切尚 

I Muutli [ こ... |;L A-DSX 山 iiun" 

ロロ ロロ 

I 【 T"in が n n’ST siMii' "in 、 ■ 皿 — 


O 放送局を受信する。 

才ートチューニジグ 自動で放を局を受信しまず。 

① MODE を押して、ディスプレイの" AUTO " 表示を点なさ 
せる。 

② TUNING ▲ または TUNING ▼ を押して、聴きたい放を 
局を選ぶ。 

マニュアルチューニジグ 手動で放送局を受信しまず。 

① MODE を押して、ディスプレイの" AUTO " 表示を遇なさ 
せる。 

② TUNING ▲ または TUNING ▼ を押して、聴きたい放を 
局を逞ふ’。 


因 

•オートチューニングで 聴きたい放を局を受信できない場合は、 
マニュアルチューニングで 放送局を受信して<ださい。 
•マニュアルチューニング 中に TUNING ▲または TUNING T 
を押し続けると、連続的に受信周波数が変わりまず。 

• メニューの" TUNER " (屈=63ぺージ)で、 TUNER 画面の表示時 
圍（お買い上げ時の設定： 30秒）を設走できまず。 AV < > 
を押ずと、元の画面に戻りまず。 


□手動でラジオが送を選局しプ! J セットする 
(マニュアルプ II セット） 

手動でおがみの放ちを逞局し、プリセットしまず。 

最大56局までプリセットできまず。 


•メニュー① "Auto Preset" ( 屈 =48ぺージ）をおこなうと、自 
動で放送局をプリセットできます。ただし、 マニュアル プリ 
セット後に" A 山 0 Preset " をおこなった場合、 マニュアル プ 
リセ、ソトで設走した放送局は上書きされまず。 


プリセットしたい放送局を受信 
する。 


2 


MEMORY を押す。 


SHIFT を押して、プリセットし 
たいブ〇ック （ A 〜 G ) とチャン 
ネルりブ〇ックあたり 1〜 8) 
を選ぶ。その後 、 CH +， CH - ま 


たは1~ 8でプリセツト番号を選 

、、、 

か〇 


A もろ一度 MEMORY を押して、 
4設定を確定する。 


fwu 咱 


rrj H ) 

一—、川':,，。;'— 

(^rchI^W^ (return) 


窗 I ► I ef) 

lUNINGT _ _ TUNING* 

强 W 田 fcj 

^VUII ■日リ^いユ.*パ H.UOh つ-こし Iiff; 

□ □□□ 
su 、 刑 D/ST siwu け了化 ■aniM 

□ □□n 

ClD CD CD GD 
のののの 

ISHIFT] CiJ の LIHJ 

.WX リ _ 一 . MEMORY 

— 1 t — 1 r ~i 


•続けて化の放を局をプリセットずる場合ま、手順1〜4を 
おこなってください。 


お買し化册の設定 


ブ □ ツク （ A 〜 G) 
および 

チヤンネルり〜 8) 

お買い上げ時の設定 

A1 〜 A8 

フ目 .0/83.0/89.0/90.0/90.0/90.0/90.0/ 

90.0 MHz 

B1 〜巨 8 

522/603/999/1404/1 629kHz ， 

90.0 /90.0/90.0MHZ 

C1 〜 C8 

90.0 MHz 

D1 〜 D8 

90.0 MHz 

E1 〜 E8 

90.0 MHz 

F1 〜 F8 

90.0MHz 

G1 〜 G8 

90.0MHz 
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SHIFT を押して、プリセットし 
たブ□ック （A 〜 G) を選ぶ。 


ク CH +， CH - または1~ 8でプリ 
じ セットしたチャンネルを選ぶ。 


a 


本体で操作ずる場合は、 t (下の手順 
でおこなって<ださい。 

① TUNING PRESET を押ず。 

③ SOURCE SELECT を回して、 
プリセットした放送局選ぶ。 



ラジオ放送局をま信ずる 


プリセツトした放を局に名前をつける 
(Preset Name) (惕=48 ぺージ） 

□プリセツトしたが送局を聞< 



I 駐回 〇： 置盛 

田！1一□のの面 

田百0のの回™ 

I 因 i 因岂|□のの® 
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□ダイレクトに放送局を受信する 

ダイレクトに周汲数を入力し、放を局を受信しまず。 


□ FM / AM 放送を受信時にほ用でをるボタン 


操作ボタン 

機能 

CH +.- 

プリセットチャンネルの選択 

MENU 

アンプのメニュー表示 

AVO 

カーソル操作 

ENTER 

巧を 

SEARCH 

ダイレクト選局 

RETURN 

リターン 

BAND 

FM / AM 受信バンドの切り替え 

MODE 

サーチモードの切り替え 

TUNING 

選局(アップ/ダウン） 


プリセットチャンネルの選択 （1 〜 8) 


/ダイレクト選局の〜 9) 

SHIFT 

プリセットチャンネルブ□ックの選択 

MEMORY 

プリセットチャンネルの登録 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンバイ 
(お買い上げ時の設定； SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設を； SONY ) 


^ SEARCH を押す。 


2 


~ 9を押して、周波数を入力す 


る C 


•づを押ずと、1つ前に入力した周波数を 
取り消ずことができまず。 


3 


入力が完了したら、 ENTER を押 
す。 

放を局を受信しまず。 





圉 I 因 I 呂毎當30 

。因0□霉署豆 

ご因 I □芭霉宙星） 
i 因輝 IQI 口田，單一一 



駐薑 E 置® 

田0|口ののの. 

因君田のの回： 

因彈 SI 口の回® 






































































USB メモリー内の音楽ファイルを再生できまず。 

知つてお Lvr ほしいこと 


□USB メモ U — にごいて 

本磯の USB 端すじ USB メモリーを接続ずると 、 USB メモ 
リー内の音楽ファイルを再生できまず。 

•本磯では、マスストレージクラスに対応している USB メ 
モリーのみ再生できまず。 

•本機は、 FAT 16 または FAT 32 フォーマツトに対応してい 
まず。 

【本磯で再まできるフォーマット】 


USB メモリー巧のファイルを再をずる 

■f USB メモリーを USB 端すじ接 
,続する (煩 =21ページ rUSB 端子 
じ iPod または USB メモリー 
を接続する」）。 


2 NET/USB を押して、入カソー 


WMACWindows Media Audio) 

USB メモリー *1 

ホ 2 

MP3(MPEG-1 Audio Layer-3) 


MPEG-4 AAC 

キ 3 


*1 US 日メモリーにつし)て 

• MP3 ID3 クグ(パージョン 2) に対応していまず。 

• WMA META クグに対応していまず。 

*2 著作権保畫の無いファイルのみ再生できます。 

*3 著作権保量の無いファイルのみ再生できます。 

パソコンで CD などか 6 リツピングする際に WMA でエンコード 
すると> パソコンの設をにより著作権保畫がかかる場合がありま 
す。 


【本機で再生できるフォーマット】 



サンプリング 

周波数 

ビットレート 

拡張す 

WMA 

(Windows Media Audio) 

32/44.1/ 

48 kHz 

48〜192 kbps 

.wma 

MP3 

(MPEG-1 Audio Layer-3) 

32/44.1/ 

48 kHz 

32〜320 kbps 

.mp3 

MPEG-4 AAC 

32/44.1/ 

48 kHz 

16〜320 kbps 

.m4a 


□ USB メモリー再を時にほ用でをるボタン 


>* 


3 AV を巧して検索項目または 
フォルダを選び、 ENTER または 
>を巧す。 


A A ▽を押してファイルを選び、 
W ENTER、[> または►を押す。 

再生をはじめまず。 


因 

.メニユーの" USB " (屈=63ぺージ)で、 USB 画面の表示時圍（お 
買い上げ時の設を： 30砂）を設定できまず。 A ▽づ > を押 
ずと、元の画面に戻りまず。 

• RESTORER モードを使用ずると、圧縮才ーディオのほ域や 
高域を化張してより豊かな再生ができまず(屈=57ページ)。お 
買い上机まは 、 "Mode 3" に設走していまず。 

• USB メモリーが複数のパーティションに分かれている場合 
は、先頭のパーティションのみ違べまず。 

•本機で対応している MP 3 ファイルの規格は、 「 MPEG -1 
Audio Laye 卜3」でず。 

•本機に USB メモリーを接続して使用しているときじ、万一 
USB メモリーのデータが消失または損傷した場合、当社は一 
切責任を負いません。 

•USB メモリーは USB 八ブ経由では動作しません。 

•ずべての USB メモリーに対して、動作および電源の供給を 
保証ずるものではありません。 USB 接続タイプのポークブル 
HDD で、 AC アダプターを接続して電源が供給できるタイプ 
のものをお使いじなる場合は、 AC アダプクーのご使用をおず 
ずめしまず。 

•本機の USB 端子とパソコンを USB ケーブルで接続して使 
用ずることはできません。 


r + [mute] 

It 

1 CH 

VOL 

3 

り (SJ 


8ANw MODE 

员 I ► つ fa 



操作ボタン 

機能 

MENU 

アンプのメニユー表示 

AV< > 

カーソル操作 

ENTER 

巧を 

SEARCH 

ページの検索 

RETURN 

リターン 

イイ ►► 

(長巧し） 

マこユアルサーチ(早戻し/早送り） 

► 

再生 

1 一 

オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

RESTORER 

RESTORER 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンパイ 
(お買い上げ時の設定:： SONY) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設定： SONY) 


l_D 

諭 


>リピート再生〔犀=51ページ " Repeat ") 

>シャッフル再生 （[1^51 ページ " Shuffle ") 


気 

巧 

m 


痛 

お 

m 


咖 

m 


IBDI (liriULI IM 田） 

o a a 


IBDI (SAT/CBL) (DOCK) 

a a a 


US 己メモ u —を巧生ずる 


圖励画因 

画画画画 

II 函画因 

回画画画 


盟3 


一一 i 


圈画函因 

画画函画 

u 画画面 

回闽画厕 


掘国 I 



琶 I 回 CE 卓雷®0 

の〇|0曾留田白1 1 
田 I □世宫留恩 QI _ 

1愚盈旨基 U 風 
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■ J スニングモードを選ぶ（サラウンドモード) 


本磯は、本機に入力される音黄信号を、マルチチャンネルサラウンドやステレオで再生ずることができまず。 
再生ずるコンテンツ（巧画や音楽など)やお巧みに合わせて、リスニングモードを違んでください。 


スタンダード再生 


y スニングモードについて 


□ 2チヤンネルのソースをサラウンド再をする 


入力音声信号 再を リスニングモード 

【2チャンネル信号を入力しているとき】 

• サラウンドチヤンネルの信号を生成してサラウンド再生をします。 


2チヤンネル 


7ルチチヤンネル 


〇 


サラウンド 




2チヤンネル I dD 


7ルチチヤンネル 


サラウンド 




2チヤンネル I □：[> 

皆 


7ルチチヤンネル 


ステレオ 




2チヤンネル 


7ルチチヤンネル 


〇 「ステレォ J 〇 

吟 〔サラゥンド I 吟 


スタンダード再生 
(煙=30 ぺージ） 


にルチチャンネル信号を入力しているとき】 

•ソースに収録されているサラウンド信号のままサラウンド再生をします。 
(メこューの " Speaker Confi 呂."（煩=58ぺージ)のスピーカーサイズの設定 
に合わせて再生します。） 

•ソースに収録されていないサラウンドバックチヤンネルやフ□ント八イト 
チヤンネルの信号を生成することもできます。 


DEMON オリジナ 
ルサラウンド再生 
陆32 ページ） 


ステレオ再生 
陆32ぺージ） 


DEMON オリジナルサラウンドモードの中か6、ソースの種類やお好みに 
含わせたサラウンド効果を選んで再生することができまず。 


• マルチチヤンネル信号を入力しているときは、2チヤンネルの音声にダウ 
ンミックスして再生します。 

• サブウー八一信号も化力しまず。 


ダイレクト再を 
(1^32 ぺージ） 


ソースに収録されている音声のまま再生ずるモードです。 

•サラウンドパック信号やフ□ント八イト信号は生成しません。 

•このモードのとき、じ(下の設をはできません。 

• Tone (囑=54ぺージ） • Mul 记 Q @ (原55ぺージ） 

• Dynamic EQ 較(厨己5ぺージ） • Dynamic Volume 較(原日6ぺージ) 


• RESTORER (原日7ぺージ) 


1 2チヤンネル 

吟 [ ステレオ1吟1 

ピュアダイレクト再牛 


(頓=32 ページ） 

7ルチチヤンネル 

0(ヴラウンド1唉1 


r ダイレクト再生」モードよりも更に高音質の再生をおこなうモードです。 
音質に影響する次の回路の動作を停止します。 

. 本体のディスプレイ表示回路(ディスプレイが消なします。） 

• アナ□グビデオ入化力回路 


因 

•入力信号の音声フォーマツトやチャンネル数じよっては、逞択できないリスニングモードがありまず。詳しくは「入力信号の種 


類と対応ずるサラウンドモード」 （0^78 ページ）をご覧ください。 

• メニューの " Surround Pa 旧 meter " (屈=52ぺージ)で音場タカまを調整ずると、よりお巧みのサウンドでお楽しみいただけまず。 

•リスニングモー ドは、本体の SURROUND MODE ◄ ボタンまたは SURROUND MODE ► ボタンを 


押しても逞択できまず。 

SURROUND MODE^ または SURROUND MODE ► を押すと、じ(下の順をでモードが切り替わります。 



DIRECT 一 STEREO 一 STANDARD MULTI CH STEREO ROCK ARENA 
► VIRTUAL 一 MATRIX 一 VIDEO GAME 一 MONO MOVIE 一 JAZZ CLUB — 




*# 機器を再生する （K 置 =24 〜 29 ペー 
* ジ)。 


2 STANDARD を 巧して、 2 チャン 
ネル信号か5マルチチャンネル 
音声を生成するためのサラウン 
ドデコーダーを選ぶ。 


H f ► 1 H 

TUNING, _ _ TUNINGA 

囚因因回 

MULTcQ : M.Ei,VCl. A DSX r. ： S ： CS：ll 

n □ロロ 

打 AWARD D/ST SlMU け 

□ □□n 

のののの 

4BC BEF GUI 

LC LLJ CzJ CiD 

JKl VNO 巧 RS rjv 

耐い ) の画 


•STANDARD を押ずたびに、サラウンドモードが切り替わり 
まず。 

選択できるデコーダーは、メニューの " Amp Assi 夏 n " (屈"58 
ぺージ）または " Speaker Confi 召."〔屈=58ぺージ)の設定に 
よって異なりまず。 

DOLBYPOIz *1 フ□ントハイトスピーカーを使用して、 7.1 
チヤンネルのサラウンド再生をおこなうモー 
ドでず。 

•"PLnz Height " を表示しまず。 


DOLBY PLlIx *2 サラウンドパックスピーカーを使用して、 7.1 
チヤンネルまたは 6.1 チヤンネルのサラウン 
ド再生をおこなうモードです。 

•"PLnx Cinema"、"PLnx Music " または 
"PLnx Game " を表示しまず。 


DOLBY PLH 5.1 チヤンネルのサラウンド再生をおこなう 
モードでず。フ□ント八イトスピーカーやサ 
ラウンドパックスピーカーを使用しないとき 
じ選びまず。 

•"PLn Cinema"、"PLn Music"、"PLn 
Game " または " Pro Logic " を表示しまず。 


DTSNE0;6 サラウンドパックスピーカーを使用して、 7.1 

チヤンネル、目.1チヤンネルまたは目.1チヤン 
ネルのサラウンド再生をおこなうモードでず。 
•"DTS NEO : 目 Cinema " または " DTS 
NEO :6 Music " を表示しまず。 


* 1メこューの " Amp Assi 呂 n " 設定(厮日8ぺージ)が " Front Height " 
のとき、およげ ‘ Speaker Confi 呂."が ‘ Front Hei 呂 ht " 設定(屈"58 
ぺージ)が" None " 似外のときじ選べます。 

*2 メこューの " Amp Assi 夏 n " 設を(極叩8ぺージ)が" Normal " のと 
き、およげ ‘ Speaker Confi を"が‘ S . Back " 設を(囑=58ぺージ)が 
" None " W 外のときじ選べます。 
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スタンダード再生 


3 メニューの "Surround Parameter " ヴ ‘ Mode " 
(煩 =52ぺージ)で、再生するコンテンツじ合わせた 
モードを選ぶ。 

Cinema ゆ画ソースじ適したモードでず。 

Music 音楽ソースに適したモードでず。 " Cinema " 

モードに比べてフ□ントスピーカーへの音の 
振り分けををくしていまず。 

Game ゲームに適したモードでず。 

Pro Logic Dolby Pro Logic で収録されている 2 チヤン 

ネルソースの再生に適したモードでず。 

Height * サラウンド デコーダーが " Dolby PLUz " のと 
きのモードでず。サラウンドデコーダーが 
"Dolby PLnz " のときは、他のモードを逞べ 
ません。 

•メ ニューの "Surround Parameter " が‘ Front Height " 
(屈=54ぺージ)の設をを" ON " じずると、 "He 帥 f モードに切 
り替わりまず。 


□マルチチヤンネルのソースをサラウンド再を 


する （ ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC など) 


機器を再生する（傾=24〜29ベー 
ジ)。 


STANDARD を押して、マルチ 
チャンネル音声を再生するため 
①サラウンドデコーダーを選ぶ。 



ディスプレイ表示を見ながらサラウンドモードを違んで 
ください(屈=ち表"巧生中のサラウンドモードの表示"）。 


•選択できるコーダーは、 入力 信号ザ^メニューの " Amp 
Assign " 〔風58ぺージ)、 " SpeakerConfi 呂（風58ぺージ) 
の設定によって異なります。 


再生中のサラウンドモードの表示 


入力信号 

サラウンドモード処理 

ディスプレイ表示 

DOLBY DIGITAL 
にチャンネル ] ■U 外 )/ 
DOLBY DIGITAL EX 

DOLBY DIGITAL 

門 j ..り i:::; y r-c T f "； T "f s!!：i 1 

DOLBY DIGITAL EX 

n f] j F ； V' Tj 1’ r::i T i F X 

DOLBY D に JAL + PLEx CINEMA 

nni む!...； [；；E 中 Pi T!-.- r 

DOLBY DIGITAL + PLOx MUSIC 

nfij Rs .:. ミ D i- Pi IT.:.:. M 

DOLBY DIGITAL + PLHz HEIGHT 


DOLBY DIGITAL 
Plus 

DOLBY DIGITAL Plus 

j *3 j 1 : j...; ミ .-.: j 'c i j ..j j j |...| 1 

DOLBY DIGITAL Plus + EX 

M i ! j j-"; :1 j -j - . 卜 ：: く 

DOLBY DIGITAL Plus + PLHx 
CINEMA 

た Mi む V r; 中 

DOLBY DIGITAL Plus + PLHx 
MUSIC 


i j 1 i i 1.! -j" .：. 卜 •• i •••.•• j: i 

DOLBY DIGITAL Plus + PLEz 
HEIGHT 

i", •••••! !••••! ! : . で"，！ •: T 

I...S ず -i-I"' L.I12 ： 

DOLBY TrueHD 

DOLBY TrueHD 

Si :!; 卜ぺ V j 卜 J i 再 : j—j : j 

DOLBY TrueHD + EX 


DOLBY TrueHD 4- PLEx CINEMA 

i" •: f"; s ミ:::：しミ i.—ii".: . ご :: i Tr.... s—• 

DOLBY TrueHD + PLEx MUSIC 

Mill i".n j •:- \-' j 1 j •；.；• p.i 

DOLBY TrueHD 4- PLEz HEIGHT 

r) n i Ry i -j j "；i ■：■ j-'-' j 

DTS 

(5.1 チャンネル )/ 
DTS-ES Discrete 6.1/ 
DTS-ES Matrix 6.1 / 
DTS 96/24 

DTS SURROUND 

i 'i !:•••: : M1 • ， : M.i:: M s i !•••! i j 

DTS + PLEx CINEMA 

i 'j i...: i 51 i 

DTS + PLEx MUSIC 

\j 1 ;；；：： •卜 H LilX PI 

DTS + PLEz HEIGHT 

L.i i !:::: H LilZ ： 

DTS + NE0:6 

i 'i i •；• j...i 卜 i i |j 护.： 

DTS ES MTRX6.1 *'i 

i i I [-• j • 1 j h:: j 

DTS ES DSCRT6.1 

j’y’p こ； f ：q j":i’ ご ; f 阵 "j" 1 ご :. .i 

DTS 96/24*3 

i’V’r ， ::: ：こ : i i こ ... •• つ :::j. 

DTS-HD 

DTS-HD HI RES 

1 j r ••… ih 1 j j-"i 1 h: 1… s" •: 

DTS-HD MSTR 

j j 1" ’ ••… |-i j j s-"i i j-n" 

DTS-HD+ NE0:6 

i 'i I ••… [-•! i 'i j -.i !••• i i y 

DTS-HD + PLnx CINEMA 

i 'i i ■•••. … i-i i '} •：• \ ~' j 11 •；.；• i : 

DTS-HD+ PLIIX MUSK 

i 'i i j~i j j 中 i...: 5 j j 巧 

DTS-HD + PLnz HE に HT 

i 'i i~i i'! • i...: j ミ ；..::. 

DTS Express 

p' •；.；• i ：：：-,：：：： •：：：； .：：r 

MPEG-2 AAC 

MPEG2 AAC 

巧 j...: j... j ソ i...i j...| j : 

AAC + Dolby EX 

i—n.H i : i j : "i i 卜 : j". 

AAC + PLEx CINEMA 

内码 j...: 呼 . .j.j..:.:. i 

AAC + PLnx MUSIC 

- - •••■• : ミミ ..... j'''! 

AAC + PLEz HEIGHT 

- - •••■• : • • 

PCM 

( マルチチヤンネル） 

MULTI CH IN 

Ml 11 TT r !..i T IJ 

MULTI IN + Dolby EX 

M M1 TT .卜 r;:---; 1 kv- 

MULTI IN + PLnx CINEMA 

M i n I j M...i J...: i i I ■；•：■ !: 

MULTI IN + PLnx MUSIC 

MULT I IN •卜 M 

MULTI IN + PLnz HEIGHT 

{•[■j I i I "i" T T !•. i i:::: i 1T ••: r 

MULTI CH IN 7.1 

j.i] i j j \ j i : 卜 .！ j N : 1 


*1 入力信号が " DTS-ES Matrix 6.1" で、メ 
こューの " AFDM" 設定 ( 極 =53 ぺージ）が 
"ON" のときに表示しまず。 

*2 入力信号が " DTS-ES Discrete 6.1 " のとき 
に表示しまず。 

*3 入力信号が " DTS 96/24 " のときじ表示し 
まず。 


【ディスプレイ表示について】 



；> 

…ミ 


3Y 


■- 

:::: 


I. 

•l 
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〇使用ずるデコーダーをあらわしまず。 
•DOLBY DIGITAL 円 us デコーダーは、 
"DOLBY D +" と表示しまず。 

©サラウンドバックスピーカーから化力 
ずる音声を生成ずるデコーダーをあら 
わしまず。 

•"十 PLnz " はフ□ント八イト スピーカー 
からのフ □ント八ィ 卜音声をあらわしま 
ず。 

因 

をサラウンドモードのときじ巧生できる入 
力信号じついては、「サラウンドモードとパ 
ラメーターー覧表」（屈つ 6 ぺージ）をご覧 
ください。 

AAC ソースの再生について 

•AAC 放送再生中に再生チャンネル数など 
の放送内容が切り替わった場合、音声が 
途中で途切れる場合がありまず。 

•テレビやデジタルチューナーなどによっ 
ては、 AAC 化力が"オフ"になっていたり、 
AAC 信号を PCM 信号に変換ずる設走に 
なっていたりずる場合がありまず。テレ 
ビやデジクルチューナーなどの設を画面 
で、デジクル音声や AAC 化力の設定を 
ご確認ください。詳しくは、を機器の取 
お説明書をご覧 < ださい。 


31 












































































































a 


再生ずるプ□グラムソースによっては、十分なタカまが得6れな 
い場合がありまず。このような場合は、各モードを試しておが 
みの音場でお楽しみ<ださい。 


入力信号が Dolby TrueHD、Dolby Digital 円 us 、 DTS - HD 、 
DTS Express の場合、 DEMON オリジナルサラウンドモード 
は選べません。 


機器を再生する（煩 = 24 〜 29 ベ - 
ジ)。 


2 


D/ST を押して、 "D 旧 ECr を選 

、、、 

ぶ、。 

ダイレクト再生をはじめまず。 


機器を再生する（煩 = 24 〜 29 ベー 
ジ)。 


9 D/ST を押して /‘ STEREO" を選 
とぶ。 

ステレオ再生をはじめまず。 


ダ斗レクト再生 


ソースに収録されている音声のまま再生ずるモードでず。 

•サラウンドバック信号やフ□ント八イト信号は生成しません。 
•このモードのとき、 liTF の設走ができません。 

• Tone (屈=54ぺージ） 

• MultEQ ® (屈=55ぺージ） 

•Dynamic EQ ® (屈=55ページ） 

• Dynamic Volume ® (恆 "56 ぺージ） 

• RESTORER (恆=57ぺージ） 


ステレオ再生 


音質調整ができるステレオ再生用のモードでず。トーンを調を 
できまず。 

•フ□ントスピーカー（左/ち）とサブウー八一から音声を化力 
しまず。 

•マルチチヤンネル信号を入力しているときは、2チヤンネルの 
音声にダウンミックスして再生しまず。 


*# 機器を再生する (惕 = 24 〜 29 ベー 

* ジ)。 

ク SIMULATION を押して、サラ 

仁 ウンドモードを選ぶ。 

•SIMULATION を押ずたびじ、サラウン 

ドモードが切り替わりまず。 

ステレオサウンドをずベての スピーカーで楽 
しむモードでず。 

ROCK ARENA アリーナのライブコンサートの雰囲気を楽し 
むモードでず。 

JAZZ CLUB ライブ八ウスでのライブコンサートの雰囲気 

を楽しむモードでず。 

MONO MOVIE * モノラルの巧画ソースをサラウンド再生ずる 
モー ドでず。 

VIDEO GAME ビデオゲームのサラウンドに適したモードで 

ず。 

MATRIX ステレオの音楽ソースに広がり感を加えて楽 

しむモードでず。 

VI 肝 UAL フ □ン トス ピーカー やへ、ソ ドホンでサラウン 

ド巧果を楽しむモードでず。 

去モノラル録音ソースを "MONO MOVIE" モードで再生する場合， 
片チャンネル(左またはち）では音声が片寄るため> 両チャンネ 
ルに入力して < ださい。 


ピュアダ斗レクト再生 


「ダイレクト再生」モードよりも更に高音質の再生をおこなう 
モー ドでず。 

•音質に影警ずる次の回路の動作を停止しまず。 

.本体のディスプレイ表示回路(ディスプレイが消灯しまず。） 
•アナ□グビデオ乂化力回路 

•サラウンドバック信号やフ□ント八イト信号は生成しません。 
•このモードのとき、 W 下の設定ができません。 

• Tone (頓^54ぺージ） 

• MultEQ (恆=55ぺージ） 

•Dynamic EQ (屈"55ぺージ） 

•Dynamic Volume (恆 "56 ぺージ） 

• RESTORER (屈=57ページ） 
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機器を再生する（煩 = 24 _ 
ジ)。 


' 29 ぺ - 


2 


PURE を押す。 

ディスプレイが消巧し、ピュアダイ 
レクト再生をはじめまず。 


UD LiJ 

MULTEQ CWEfyCi. A-DSX 
STANDARD D/ST SIMJIATIC' ■STIliM 

□ □□n 


11 ]rn [ 3 ] の 

:— ABC ttfF 一 CHI 

LJJ をを uD 

JKL VNO DQRS r 肌 


因 


I ピュアダイレクト再生モードを解除ずる場合は、もう一度 
PURE を押してください。 

- HDMI 信号を再生しているときは、ピュアダイレクト再生 
モードでも巧像を化力しまず。 

•本体の PURE DIRECT を押して 

も、リモコンと同じように操 
作できまず。 


〇 


J を URE DIRECTI 


ピュアダイレクト再生モード中は、メニュー画面を表示しませ 
ん。 


MULTI CH 
STEREO 


DEMON オリジナルサラウンド再生 


i 因 SEJ 凛 

田識 ml □留语 t 

因ド i □留留 

懲01吕毎〇 


潭18 E 1 漂 

田 Cj 口留回™口 

鸟 S 回® 

I 因 Ci □回‘毎0 


醫昌畳織 

。田 S P 回る思 

」田|谷□留留国 

Si 回 Ci □巧回踰 
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スピーカーを設置/接続/設ちずる(サラウンドバックスピーカーをほ用した 7. 1チヤンネルなか) 


ここでは、サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ(外の設置/接続/設定ち法を説明しています。サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルの 
設置/接続/設定ち法は、「入門編（かんたんセットアップガイド)」（煩=6ページ）をご覧ください。 

本機の Audyssey ® Auto Setup で、接続しているスピーカーの本数を検出し、ご使用じなるスピーカーじ最適な設定を自動的におこないます。 



本磯は、サラウンド空圍により一層の広がりや奥行きを^ 
表現ずる Dolby Pro Logic Hz (屈=80ぺージ)じ対応して 
います。 

Dolby Pro Logic Hz をご使用になる場合は、フ□ント八 
イトスピーカーを設置してください。 

心 - 若 

因 

サラウンドスピーカーは、ちの高さより目〇〜 90 cm 高い位置 
じ設置ずることをおずずめしまず。 


フ □ ント八イト、 

•ス總向けるホ 


1 


サラウンド スピーカー 


60 〜 90cm \ 


フ〇ント 
スピーカー 


虹 



サラウンドバック 
スピーカー 
• やや下に向ける 


【側面から見た図】 


* Dolby Pro Lo 呂 icllz 推奨 



フ□ント八イトスピーカーとサラウンドバックスピーカーを、 
同時に使用ずることはできません。 
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7-1 チヤンネル(フ□ント八イトスピーカー)を 
設置するとき 



6-1 チヤンネル(サラウンドバックスピーカー)を設 
置するとを 



5.1 チヤンネルの スピーカーを 設置するとを 



* 122 - 30 ° * 2 120 ° 


フ □ント A/B スピーカーを 設置するとを 



FL フ□ントスピーカー (L) SB サラウンドバックスピーカー 
FR フ□ントスピーカー （ R) FHL フ □ ントハイトスピーカー (L) 
C センタースピーカー FHR フ □ ント八イトスピーカー (R) 
SW サプウー八一 
SL サラウンドスピーカー (L) 

SR サラウンドスピーカー (R) 








































































































































•サラウンドバックスピーカーを使巧した 7.1 チャンネルの接続ち法は、7ページをご覧ください。 

• テレビの接続方法は、8ページをご覧ください。 

7-1 チヤンネル(フロント八イトスピーカー)接続 

フ□ント八イトスピーカーを使用した 7.1 チャンネル再生をおこなう場合は、「スピーカーを設 
定ずる」（原=38ぺージ）で " Amp Assi 呂 n " を " Front Hei 夏 ht " に設定してください。 



FR 


か〇 


卸 

FHR 


星 


〇 


SR 


6-1 チャンネル(サラウンドバックスヒーカー)接続 

サラウンドバックスピーカーを1本だけ使用ずる場合 （6.1 チャンネル接続時）は、 SURR . 
BACK/AMP ASS に N 端子の" L " 側に接続してください。このときのスピーカー設置じついて 
は、「6.1チャンネル(サラウンドバックスピーカー)を設置ずるとき」（囑づ4ページ）をご覧くだ 
さし)。 

サラウンドバックスピーカーを使用した目.1チャンネル再生をおこなう場合は、「スピーカーを 
設をずる」（屈=38ぺージ）で " Amp Assi 呂 n " を" Norman こ設定してください。 


>* 

識 



脚 

m 


ii 

巧 

節 





封 

巧 

m 


I© ® 


スピーカーインピーダンスおよびスピーカーケースレの接続のしかたじついては、7ぺージをご覧ください。 
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IFIi 

5.1 チヤン;! g レ接続 

5.1 チャンネル再生をおこなう場合は、「スピーカーを設走ずる」（屈=38ページ）で " Amp 
Assign "^ " Normal " じ設走してください。 



フ□ント A / B 接続 

SURR . BACK/AMP ASS に N 端子に2お目のフ□ントスピーカーを接続して使用ずることが 
できまず。 

このような場合、「スピーカーを設定:ずる」（屈=38ぺージ）の " Amp Assi 呂 n " を " Front B " じ設走 
してください。 



因 

マルチチャンネルソースをサラウンド再生する場合は、センクースピーカー、サラウンドスピー 
カーおよびサブウー八一を接続してください。 5.1 チャンネル再生ができます。 

マルチチャンネル再生にはフ□ントスピーカー （ A ) を、2チャンネル再生にはフ□ントスピーカー 
( B ) を使用ずるなど、スピーカーの仕様や再生するソースによってフ□ントスピーカーを使い分 
けることができまず ( 0 ^ 6 日ぺージ "Front Speaker Setup " )〇 
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スピーカーインピーダンスおよびスピーカーケースレの接続のしかたじついては、7ぺージをご覧ください。 























































































































































































t 詞'副 


2.1 チヤン: jg レ/2チヤン: jg レ接続 



FL FR 



2チャンネル接続 

2 チヤンネルの再生をおこなうと 
きは、サブウー八一を外してくだ 
さし、 




バイアンプ接続 

バイアンプ接続は、バイアンプ巧応スピーカーのツイーター用端子とウー八一用端子に、別々のア 
ンプを接続ずるち法でず。これによリウー八一の逆起電力（止!力されずに戻ってくる電力）がツィー 
ターに流れ込んでツィーターの音質に影響を及ぼずことがないため、より高音質な再生をお楽しみ 
し、 f - すソ C 卜 片夕でちキす 

このような場合、「スピーカーを設定ずる」（屈=38ぺージ）の " Amp Assi 呂 n " を " Front Bi - Amp " 
に設定してください。 


>* 

顏 



因 

バイアンプ接続では、フ□ントスピーカー端すと SURR . BACK/AMP ASS に N 端子から同じ 
信号を化力しまず。 

マルチチヤンネルソースをサラウンド再生ずるときは、センタースピーカー、サラウンドスピー 
カーおよびサブウー八一を接続してください。 5.1 チヤンネル再生ができまず。 



•バイアンプ接続に対応したスピーカーをご使用ください。 

•バイアンプ接続ではスピーカーのウーファー端すとツイークー端子を接続している短絡板また 
は短絡用ワイヤーををず外してください。 


咖 

m 


封 

巧 

m 
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スピーカーインピーダンスおよびスピーカーケースレの接続のしかたじついては、7ぺージをご覧ください。 
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スピーカーを 設定ず る I I で囲まれている項目は、お買い上げ時の設定です。 


ここでは、サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルじ I かの設定ち';去を説明しています。 

サラウンドバックスピーカーを使用した 7.1 チャンネルの設定ち';ちは、入門編の「スピーカーを設定する （ Audyssey ® Auto Setup )」 （屈=9ぺージ）をご覧ください。 

あらかじめ スピーカーを 設置し、本機と スピーカーを 接続してください。 


7 ( リモコンの設ち ） 

このリモコンはをソーンの操作と、本機 
W 外の機器の操作ができるため、操作の 
前に操作ずるソーンと機器の切り替えを 
してください。 

ここでは、メイン ソーンのスピーカーの 
設をを本機を操作しておこなうため、次 
のとおりに設をしてください。 

□ ゾーン操作モードの設定 

ZONE SELECT を押して、ゾーン操作 

モードを" MAIN" じ切り替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の" MAIN " 
が点 tT しまず。 



□ 操作モードの設定 

AMP を巧して、リモコンをアンプ操作 
モードじする。 



2 


セットアップマイクを接続する。 






3 AV を押して、 "Amp Assign" ^ 
選ぶ。 



固茵 S 泣 


A <] |>を押して、接続したスピーカー 
W ①設定を選ぶ。 

Normal 

7.1 チヤンネル（フ□ント/セ 


ンター/サラウンド/サラウン 
ドバック/サブウー八一）スピー 
カーを接続して使巧ずるときに 
違びます。 

Z 0 NE 2 

SURR . BACK/AMP ASSIGN 


端子にソーン2巧スピーカーを 
あ続して使用するときに違びま 
す。 

Front Height 

SURR . BACK/AMP ASSIGN 

端子にフ□ントハイトスピー 
カーを接続して使用するときに 
違びます。 

Front Bi-Amp 

SURR . BACK/AMP ASSIGN 
端子にフ□ントスピーカーの 
ツィーター部を接続し 、 FRONT 
端子にフ□ントスピーカーの 
ウー八一部を接続して使届する 
ときに選びます。 

Front B 

SURR . BACK/AMP ASSIGN 


端子に2組目のフ□ントスピー 
カーをあ続して使巧するときに 
選びます。このような場合、手 
)1115 へ進んでください。 


5 【き順 4 で" Front B " を選んだとき】 
のの を押して、 "Front Sp." を 
選ぶ。 

②づ1>を押して、使用するスピー 
カーを選ぶ。 

A フ□ントスピーカー A を測定ずると 
きに還びまず。 

B フ□ントスピーカー B を測定ずると 
きに選びまず。 

A+B フ□ントスピーカ ー A と B を同時に 
測走ずるときじ選びまず。 


5りぺージの"厘盧>"手順5へ進む。 


gag 説 

Audyssey Auto Setup をおこなった後[こ、 
スピーカーの 接続やサブ ウー 八 一の 音量を変 
更しないでください。もし変更した場合には、 
再び Audyssey A 山〇 Setup をおこなってく 
ださい。 



設定をお定ずる 


画 TURN) ひとつ前のメニューじ戻る 
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U モコンの操作ボタン 















































































再生のしかた(応用操作) 


再生のしかた(基本操作） （煩 =23ぺージ） 

U スニングモードを思ぶ（サラウンドモード) 
(辟 3Q ぺージ） 


□ HDMI コント n-J レ機能№39ぺージ） 

□ スリープタイマー機能 （煩 =40ぺージ） 

ロ チヤンネルレベルを調節ずる （煩 =40ぺージ） 
□ クイック七レクト機能 （屈 =41ぺージ） 

□ を種メモリー機能 （傾 =41ページ） 


便利な機能 


HDMI コント□-ル機能 

本磯と HDMI コント□ール機能対応のテレビやプレーヤーを 
HDMI 接続し、それぞれの機器の HDMI コント□ール機能の 
設定をずると、次の操作ができまず。 


ロ テレビの電源オフ操作に連動して、本機の電源を 
オフにでをます。 

□ テレビの操作で、音声を出力する機器の切日替え 
びでをます。 

テレビの音声化力の設定操作にて「アンプから音声を化 
力ずる」の設定操作をおこなうと、アンプの電源をオン 
じずることができまず。 

ロ テレビの音量調節操作で、本機の音量の調節びで 
をます。 

□ テレビの人力の切 D 替え操伯こ連動して、本機の 
入カソースの切 D 替无びでをます。 

ロ プレーヤーを再生すると、本機の入カソースびそ 
のプレーヤーの入カソースに切日替わ D ます。 


•メニユー ① "HDMI Control " を" ON " じ設定しているときは、 
スタンバイ時の待磯電力ををく消費します。 

• HDMI コント□-ル機能は、 HDMI コント□-ル機能対応の 
テレビが動作の制御をおこないまず。 HDMI コント□-ル機 
能を使用ずるときは、あずテレビを接続してください。 

•接続しているテレビやプレーヤーによっては、動作しない機能 
があります。あらかじめを機器の取扱説明書をご覧ください。 

• メニユーの " Power Off Control " を" OFF " (屈=61ぺージ)じ設 
定している場合は、接続している機器の電源がスタンバイに 
なっても、本機の電源はスクンバイじなりません。 

• HDMI 機器の接続を追加ずるなど、接続に関ずる変更をおこ 
なうと、連動操作が初期化される場合がありまず。このよう 
な場合は設定をやり直してください。 

• メニユーの " HDMI Control " を" ON " じ設走している場合は、 
•'Input Assi 即"（屈=49ぺージ)の設定で、 " TV " に HDMI 端す 
を割り当てることはできません。 


■ f 本機の HDMI コント□-ル機能を有効にする。 

■ メニューの " HDMI Control " (屈=60ページ)を" ON " じ設 
をしてください。 


HDMI ケーブルで接続しているすべての機器の電源 
を入れる。 


3 HDMI ヶーブルで接続しているすべての機器の 
HDMI コント□-ル機能を有効にする。 

•接続している機器の設をじついては、各機器の取扱説明書 
をご覧ください。 

•しザれかの機器の電源プラグをあいた場合は、手順2、3を 
おこなってください。 


4 テレビの入力を、本機に接続した HDMI 入力に切 
り替える。 


5 本機の入力を HDMI 入力のソースに切り替えて、 
プレーヤーの映像が正しく映るか確認する。 


6 テレビの電源をスタンバイじすると、本機とプレー 
ヤーの電源もスタンバイじなることを確認する。 


因 

HDMI コント□-ル機能が正しく動作しない場合は、次の点を 
ご確認ください。 

• テレビやプレーヤーが HDMI コント□-ル機能に対応してい 
るか。 

• メニユーの " HDMI Control " の設を(屈=60ぺージ)が" ON " に 
なっているか。 

• メニユーの " Power Off Control " の設定(屈=61 ページ）巧 
" OFF " になっていないか。 

•本機に接続しているずベての機器の HDMI コント□-ル機能 
の設定は正しいか。 

W 下の操作をおこなうと、連動操作が初期化される場合があり 
まず。その場合には、手順2、3をおこなってください。 

• メニユーの" Inp 山 Assi 呂 n " が‘ HDMI " 設定(屈=49ぺージ)の 
変更 

• HDMI で接続している機器の接続変更や機器の増加 
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ZONE SELECT を押して、ゾー 
ン操作モードを" MAIN " じ切り 
替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の 
" MAIN " が点なしまず。 


ク AMP を押して、リモコンをアン 
た プ操作モードじする。 
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CH LEVEL を押す。 


□チヤンネルレべルをまとめて調節する 
口王ーダー機能） 

フ□ント側（フ□ントスピーカー/フ□ントハイトスピー 
カー/センタースピーカー）またはリア側（サラウンドスピー 
カー/サラウンドバックスピーカー）のスピーカーのチヤン 
ネルレベルをまとめて調を(減衰）しまず。 


チヤンネルレべルを調節ずる 

巧生ずるプ□グラムソースまたはお巧みに合わせて、をチヤン 
ネルレベルの調節ができまず。 

□スピーカーごとにチヤンネルレベルを調節す 
る 


ス y — つタイマー機能 


設定した時圍が経過ずると、自動的に電源をスクンバイにずる 
ことができまず。 

視聴しながら、おやずみになるときじ便利でず。 


SLEEP を押して、スリープ時間を 設 
定 する。 

ディスプレイの" SLEEP" 表示が点好し 
まず。 

•SLEEP を押ずたびじ、スリープ時聞が 

のの回の 

.. 1 ’ ABC D ぴ GUI 

CjJ uJ CzJ uj 

JKI MNO PARS TUV 

(S lU の画 

LISkMENu WXVZ memory 

f {=)- a^a a 

\ POWERiniNPUl i SLEEP PflRIV 

V_ _ 

DEMON 一! 

一 

-d 

W 下の順序で切り替わりまず。 



—►- OFF —— ►lO min —— ► 20—— ► 30—— * 

>40 - 

- i - 50 ^ 

— 60 ^ 

L 120 -—110 --—100 -—90 80 

-70- 


ス U- プタイマーを解除するとを 

SLEEP を押して、 " OFF " を選ぶ。 

ディスプレイの" SLEEP" 表示が消なしまず。 


因 

•本機の電源がスタンバイまたはオフになると、スリープクイ 
マーの設定は解除されまず。 

•スリープクイマーでメインソーンの電源が切れると、ソーン 
2 の電源も同商に切れまず。 


2 


3 


4 A ▽を 巧して、調節す るスピーカーを 選ぶ。 

•ボタンを押ずたびじ、チヤンネルが切り替わりまず。 
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<] >を押して、チャンネルレベルを調節する。 


•サブウー八一のチャンネルレベルを調をずる場合、 "-12 dB " 
のときにくを押ずと、 " OFF " の設赴こなりまず。 


因 


PHONES 端子じへ、ソドホンプラグを挿入しているときは、 
へ、ソドホン用のチヤンネルレベルを調節できまず。 



C h a n n e 

L e V e 


FL 

0. OdB 

SR 

0. OdB 

0. OdB 

SBR 

0. OdB 

FR 

0. OdB 

SBL 

0. OdB 

SW 

0. OdB 

SL 

0. OdB 



fzism 




FRONT イ ： ►REAR 

レ ] 

: CH Se1 . 


, 


' 广 — ^ _ 

I + IMUTEI 

1 CH 

fTl 

VOL 

日 （M) 

■ 


_ 030 

(search] (return] 
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V を押して" Fader " を選び、づ l > を押して調節す 
るチャンネル （" FRONT " または" REAR ") を選ぶ。 
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< >を押して、チャンネルレベルを調節する。 

«:フ□ント側、^:リア側） 

一をかさい値に調をされているチヤンネルレベルが、 -12 dB 
になるまで調をできまず。 


a 


フエーダー機能は、サブウー八ーチャンネルじははたらきまち 
ん。 


ZONE SELECT を押して、ゾー 
ン操作モードを" MAIN " じ切り 
替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の 
" MAIN " が点なしまず。 


AMP を押して、リモコンをアン 
プ操作モードじする。 


CH LEVEL を押す。 



Channel 

Level 


an 

■iHiltlSF 

SR 

0. OdB 

c 

0. OdB 

SBR 

0. OdB 

FR 

0. OdB 

SBL 

0. OdB 

SW 

0. OdB 

SL 

0. OdB 



Fader 




FRONT ィ 

: ►REAR 

レ ] 

: CH Se1 . 
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ffi 利なお能 


QUICK SELECT 

<BD) (SAT/CBLI (DOCK) 

a a a 




r 图 


圖画画因 
画画画画 
画画画回 
励画画晒 



飄〔 


i 〔 


国 


因晒画因 

画@画晒 

國画画因 

i 励画晒 
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ffi 巧なお能 


クイックセレクト機能 


□記憶のさせかた 


メインゾーンで、じ(下の内容を 
記憶させたい巧態に設定する。 

① 入カソース（屈=23ぺージ） 

② 音量(屈=23ページ） 

③ サラウンドモード（屈=30ぺージ） 

④ Video Select (屈=50ぺージ） 

⑥ Audyssey Setting 

( Mul 拒 Q © Dynamic EQ © 
Dynamic Volume ®) (屈 =5 巳ぺ一 
ジ） 


ZON り DEVICE POWER 

OFF ON OfF ON 

[因 B1 ロ ロ 

MAIN-ZONE2-ZONF3 

I O O 0 つ 

[net/usb] fpod^ 

I DVD I I BD I (TUNER I 〔 DOCK) 
ISATTUI を T 柳 ] IGAMEI 〔 V.M"] 

I PHONO I 〔 C 。） I DVR I [tv ) 


IBDI (SAT/CBL) (DOCKI 

o o o 
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メインゾーンで、ディスプレイじ" Memory" 
示されるまで、 QUICK SELECT を長押しする。 

現在の設をを記憶しまず。 

【お買い上げ時の設定】 


が表 


記憶させるボタン 

入カ ソース 

音量 

QUICK SELECT 1 

BD 

-40 服 

QUICK SELECT 2 

SAT/CBL 

-40 服 

QUICK SELECT 3 

DOCK 

-40dB 


□巧び出しかた 


手順1の設定内容をまとめて記憶させることができまず。 

•よく使う設定を QUICK SELECT 1 〜 3 ボクンに記憶させてお 
くと、常に同じ再生環境を簡単に呼び化してお楽しみいただ 
くことができまず。 

• ソーンごとに3つの設定を記憶させることができまず。 




2 


ONE SELECT を押して、ゾーン 
作モードを" MAIN" じ切り替え 
る。 

リモコンのソーン操作モード表示の 
" MAIN " が点:なしまず。 

呼び出したい設定が記憶されて 
いる QUICK SELECT を押す。 

ディスプレイの因!]、因！]または 
厕 表示が点の■しまず。 


ZONE/DEVICE POWER 

OFF ON OFF _ じ 

[ 日因] ロロ 

MAIN-Z0NE2-Z0NE3 

I 〇 〇 〇 ] 
Ft 悼が t 1 極) 

IDVDI〔BD ) ITUNE0I 〔 DOCK) 
iSATTUI 〔 SAT/CBL) [gAME| I V.AUX I 
I PHONO I〔CD ) I DVR I〔TV ) 


iTYTlTl 





る種メモ y —機能 


クイックセレクトをを変更するには 

本機では、メニュー画面に表示ずるクイックセレクトををおが 
みの名前に変更ずることができまず。 

変更のしかたは、メニューの " Quick Select Name " (恆 "63 ぺ一 
ジ)をご覽ください。 

因 

•クイックセレクト機能は、ソーンごとに設定できまず（屈=43 
ページ「クイックセレクト機能」）。 

•本体の QUICK SELECT を押して 

も、リモコンと同じように操作 
できまず。 


メニユーの " Source Delete " (屈=63ぺージ)で、クイックセレ 
クト機能に記憶させている入カソースを削除ずると、そのク 
イックセレクトの設定も削除されまず。このような場合は、も 
う一度クイ、ソクセレクト機能に記憶させてください。 


□ ； —ソナルメモ IJ -プラス機能 

前回使用していたときの設定内容（入カモード、 HDMI 止! 
カモード、サラウンドモード、 MultEQ、Dynamic EQ . 
Dynamic Volume や才ーディオディレイなど）を入カソー 
スごとに記憶しまず。 

因 

サラウンドパラメークー、トーンコント□ールの設定および 
各スピーカーの音量は、サラウンドモードごとに記憶しま 
ず。 

□ラストフアンクシヨンメモ U — 

スクンバイにずる直前のを種設定を記憶しまず。 

巧び電源を入れると、スタンバイにずる直前の設定になり 
まず。 
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瞧 


訝 

巧 

m 


施 

巧 

節 
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ゾーン2(別の部屋)での再生 


•本磯を操作してメインソーン（本機のある部屋） W 外の部屋 
(ソーン 2) で、音声を楽しむことができまず。 

•メインソーンとソーン2で同時に同じソースを再生ずること 
はもちろん、別々のソースを再生ずることもできまず。 


音青出力 


スピーカー出力によるゾーン2再を 

アンプアサイン機能により、本機の SURR . BACK/AMP 
ASSIGN 端子か6ソーン2の音声を化力しまず。 


□ スピーカーの 接続と設定 




ソーン2では、 HDMI 端子、デジクル端す ( COAXIAL または 
OPT に AL ) か6入力されたデジタル音黄信号は再生できませ 
ん。 


再生のしかた 


ZONE SELECT を押して、ゾーン操作モードを 
"Z0NE2" じ切り替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の" Z 0 NE 2" が点なし 


まず。 

ク AMP を押して、リモコンをアンプ操作モードにす 
たる。 

〇 ZONE/DEVICE ON を押して、 

W ゾーン 2 の電源を入れる。 

^9 表示が点の■しまず。 

•電源がスクンバイ状態のときに人力 
ソース逞択ボクンを押しても、ソーン 

2の電源がオンになりまず。 

•ZONE/DEVICE OFF を押ずと、ソーン2 

の電源がオフになりまず。 


f 禪顆曲 E 肌顆。 N ] 

[曰因]ロロ 

MAIN—Z0NE2 -Z0N 口 

1 〇 〇 〇 1 

極 ) 

: (DVD〕〔BD i [TUNER] IDOCKI j 
[MTHiJ 1 [SAT/CBLJ | 〔 6AME] j (v.AUX] ミ 
け HONOI ミ 〔CD け 〔 DVR 〕 〔TV ) 

.本体の Z0NE2 ON/OFF を押しても、 
ソーン2の電源をオン/オフずること 
ができます。 

す ' 

入カ ソース 選お 
ボタン 



4 入カソース選択ボタンを押して、再生する入カソー 
スを選ぶ。 

選択した入カソースの音声を、ソーン2より化力しまず。 


音量の調節 

V0L ▲▼を押して、音量を調節ずる。 

【調節でまる節囲】—— -80 dB --40 dB -18 dB 

(メニューの " Volume Display " の設走(屈=63 ページ）巧、 
" Relative " のとき） 

【調節でまる節囲】〇~41~99 

(メニューの " Volume Display " の設走(屈=63ぺージ）が、 
" Absolute " のとき） 

•お買い上げ時は 、 "Volume Limit " (屈=62ぺージ)を"-10服 
の1)"じ設定していまず。 

因 

本体の Z0NE2 SELECT を押した後に MASTER VOLUME を回 

しても、音量を調節ずることができます。 

-時的に音を消す(ミューティング） 

MUTE を押ず。 

メニューの" M 山 e Level " (囑=62ページ)で設定したレベルまで 
音量が減衰しまず。 

• ミューティングを解除ずるときは、もう一度 MUTE を押して 
ください。音量を調節したり、ソーン2の電源をオフにして 
も解除できまず。 


.本体の Z0NE2SELECT を押 
した後に SOURCE SELECT 

を回しても、乂カソースの 
選択ができまず。 



因 

メインソーンとソーン2の両方の電源がオンのときじメイン 
ソーンの電源だけをオフにずることができまず。手順1の操作 
で" MAIN " を選んでから Z0NE/DEV 忙 E0FF を押してください。 
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ゾーン 2 で、下の内容を記憶 
させたい巧態に設定する。 

① 入カソース（屈=42ぺージ） 

② 音量(屈=42ページ） 


9 ZONE SELECT を押して、ゾーン 
た 操作モードを" Z0NE2" じ切り替 
る。 

リモコンのソーン操作モード表示の 
" Z 0 NE 2" が点好しまず。 


〇本体のディスフレイに" Memory" が表示されるま 

^ で、 QUICK SELECT を巧す。 

現在の設をを記憶しまず。 


ソーン2じおいても、手順1の設定内容をまとめて記憶させ 
ることができまず。 

•よく使う設定を QUICK SELECT 1 〜 3 ボタンに記憶させてお 
くと、常に同じ再生環境を簡単に呼び化してお楽しみいただ 
<ことができまず。 

• ソーンごとに3つの設走を記憶させることができまず。 

□記憶のさせかた 


【お買い上げ時の設定】 


記憶させるボタン 

入カ ソース 

音量 

QUICK SELECT 1 

巨 D 

-40 服 

QUICK SELECT 2 

SAT/C 巨 L 

-40dB 

QUICK SELECT 3 

DOCK 

-40dB 




クイックセレクト機能 



□巧び出しかた 


ZONE SELECT を押して、ゾーン 
操作モードを" Z0NE2" じ切り替 
る。 

リモコンのソーン操作モード表示の 
" Z 0 NE 2" が点好しまず。 


呼び出したい設定が記憶されて 
いる QUICK SELECT を押す。 

ディスプレイの因!]、匹!]または 
厕 表示が点の■しまず。 


クイックセレクトをを変更するには 

本機では、メニュー画面に表示ずるクイックセレクトををおが 
みの名前に変更ずることができまず。 

変更のしかたは、メニューの " Quick Select Name " (屈=63ペー 
ジ)をご覧 < ださい。 


习 


画因 

励陋画画 

國画励因 

画 画画画 


0 

窗 

画 













































メニューの 操作をおこなうときは、 本 機にテ 
レビを接続し、テレビ画面に メニ ューを表示 
させてから操作してください。 

メニューの操作のしかたは、ち記の参照ペー 
ジをご覧ください。 


MENU 


因 

■'Input Setup " メニューは、逞択している乂 
カソースによって、表示内容が異なりまず。 
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一度だけ設定すればよい項目 

お買い上げ商などに設定して< ださ 
い。 

一を設定していただくと、接続ずる 
スピーカー や スピーカーの 設置を変 
更しない限り、設定のあ要がありま 
せん。 


設定頂目 

巧号 

詳細 I 頁巨 

巧客 

参照ページ 

1 .Audio Adjust 

1-1 

Surround Parameter 

音場タカまを調節します。 

52 


1.Audio Adjust 、 


1-2 

Tone 

1 ンを調節しまず。 

54 


1.Surround Parameter 

2. Tone 

3. Audyssey Settings 


1-3 

Audyssey Settings 

Mul 拒 Q® Dynamic EQ® および Dynamic Volume® を設をします。 

55 



1-4 

Manual EQ 

グラフィックイコライザーを使ってをスピーカーの音色を調節します。 

56 


4. Manual EQ 

5. RESTORER 


1-5 

RESTORER 

圧縮音声を圧縮前の状態に復元し、ほ域の量感を補正して豊かに再生しまず。 

57 


6. Audio Delay 

[ENT] : Se 1 ec t [RTN] : Bac k - 


1-6 

Au 址〇 Delay 

峡像と音声の再を々イミングのずれを補正しまず。 

57 






2. Inform 百 tion 

2-1 

Status 

現在の設をが態を表示します。 

65 


2. Information 


2-2 

Audio Input Signal 

音声人力信号の情報を表示しまず。 

65 


1 . Status 


2-3 

HDMI Information 

HDMI の入化力信号やテレビの情報を表示します。 

65 


2. Audio Input Signal 

3. HDMI Information 


2-4 

Auto Surround Mode 

オートサラウンドモードに記憶している内容を表示します。 

65 


4. Auto Surround Mode 

5. Quick Select 

6. Preset Channel 

[ENT] : Se 1 ect [RTN] : Back 


2-5 

Quick Select 

クイックセレクト機能で記憶している内容を表示します。 

65 



2-6 

Preset Channel 

チューナーのプリセットチャンネル情報を表示します。 

65 






3. Auto Setup 

3-1 

Audyssey Auto Setup 

ご使巧になるスピーカーじ最適な設ををき動的におこないまず。 

9 


3.Auto Setup 

1. Audyssey Auto Setup 

2. Parameter Check 


3-2 

Parameter Check 

Audyssey Auto Setup の測走!結果を確認します。 

この項目は、 Audyssey Auto Setup をおこなった禮[こ表示しまず。 

13 


[ENT] : Se 1 ect 











4. Manual Setup 

4-1 

Speaker Setup 

スピーカーの大きさや距離、チャンネルレベルなどを設定しまず。 

58 


4.Manual Setup 


4-2 

HDMI Setup 

HDMI の映像/音声化力に関する設ををします。 

60 


1.Speaker Setup 


4-3 

Audio Setup 

音声の再生に関する設ををします。 

61 


2. HDM 1 Setup 

3. Audio Setup 


4-4 

ZONES Setup 

ソーン2で再生ずる音声の設定をします。 

62 


4. Z0NE2 Setup 

5.0 ption Setup 


4-5 

Option Setup 

その他の設ををします。 

63 


[ENT] : Se 1 ec t [RTN] : Bac k - 










5. Input Setup 


Auto Preset 

自動で FM 放送局をプリセットします。 

48 

〔例： TUNER ) 


Preset Skip 

選局ずるとき、スキップしたい放送局をあらかじめ設ちします。 

48 



Presst Nams 

プリセットした放送局の表示をを蛮要します。 

48 


f 5. Input Setup 




TUNER 



Input Assign 

入力端子の割り当てを変更しまず。 

49 


2. Preset Skip 

3. Preset Name 

4. Video 


- 

Video 

映像の設定をします。 

50 




Input Mode 

入カモードとデコードモードを設をします。 

51 


5. Rename 

6. Source Level 



Ren 百 me 

選択した入カソースの表示をを蛮要します。 

51 





Source Level 

音声人力の再生レベルを補正します。 

己1 


[ENT] : Se 1 ect [RTN] : Back - 



Playback Mode 

iPod や USB メモリーの再生に関ずる設ををします。 

51 




細設定のしかた 


d t-t s 6 

A a- 6 s 

m-s I 

o rj at 

i o- o u u 

d f 丫 n p 

u 口 u a n 

A IX Ml 

- . 

1 え 3 4 5 


N 















































































テレビ画面とディスプレイの表示について 


テレビ画面とディスプレイの表示について、代表的な例を説 S 月しまず。 


テレビ画面 


ディスプレイ 


説明 


トツプメニユー佩示 


f MENU 

0#願 


In T 0 rma t ion 
Auto Setup 
Manual Setu 
Input Setup J 


e 

し [ENT] : Se I ect_ 


O 




の 

(Hudi;::; R; 

jj US t) 



e 


o メニュー項目を表示しまず。 

©テレビ画面：違択中の行を示しまず。 

ディスプレイ：選択中の項目を表示しまず。 

•テレビ画面で、設定した項目に移動させるときは、 A ▽を押し 
まず。 

©違択中の設走メニューの番号を表示しまず。 


設定を巧更するとをの表示 


〇尼口 

De f au 


Jl nput Assign 

It laiBBII D i g i Comp 


巧 


01 

Cl 


1 


DVD 
TV 

SAT/CBL 
GAME 4 

V. AUX 

ム 

が JeNTI : Se I e c tj [RTN] : Back 


O 


超 


〇違択中の設走メニューの番号を表示しまず。 

0テレビ画面:違択中の行を示しまず。 

ディスプレイ：選択中の項目を表示しまず。 

•テレビ画面で、設定したい項目に移動させるときは、 AV <] > 
を押しまず。 

© ENTER を押して、設走したい項目を違びまず。 


V 


ENTER を押す。 


OJ 


V 


ENTER を押す。 


5-1.(Input Assign 
e f a u I t laiBBII Digi Comp 


巧 


01 

Cl 


1 


DVD 
TV 

SAT/CBL 
GAME 4 

V. AUX 

ム 

、 [ENT] : Se I ect _[RTN] : Back 



„^ 一弓’‘： 

i ゴ P Oi H L 巧 U 



O 設定を変更できる項目じは、項目をの両端に 
ず。< ^を押して、設定を変更しまず。 


を表示しま 


文字を入力するとをの表示 


il5-4l. Rename 

L 


〇つ 

DVD :g 

C 

Bv 

を 

3 去 

Default j 



[SFT] : a/A 

[SRCH] : KeyBD 

Uent] :OK 

[RTN] : Ca n c e ij 


轉 H @ 




IT 


〇 


〇づ0を押ずと、カーソルが左ちに移動しまず。 
©入力したい位置で A ▽を押ずと、文字の入力ができまず。 
© 逞択中の設定メニューの番号を表示しまず。 


因 


キーボード画面での文字入力や、リモコンの数字ボクンでの文字乂 
力方法は、46ページをご覧< ださい。 


お買し化ず時の設定に戻すときの表示 


了5 - 4]. Rename 

DVD : [DVD 


〇 


-0 硕 


〇 ▽を押して" Default " を違び、 ENTER を押して設定しまず。 
0違択中の設定メニューの番号を表示しまず。 


み 


[▲▼い Up/Down 

JENT] : Se I ec t _[RTN] : Back 


ENTER を押す。 

-0 風! 


fault? Si ii Ho 


>* 

3 

m 


咖 

m 


訝 

巧 

m 


施 

巧 
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文字入力について 


本機は、 W 下の画面表示ををお好みに合わせて変更ずることが 
できまず。 

• "preset Name " 〔原"48ぺージ） 

•" Rename " 〔惕 "51 ぺージ） 

• "Zone Rename " 〔傾64ぺージ） 

• "Quick Select Name " 〔屈"63ぺージ） 

文字の入力には、次の3通りのちまがありまず。 

义き入力方式の種類 


入力方式 1 操作の战要 

数字ボタンで入力する 
(ノーマル画面） 

• リモコンで操作します。 

• 一つのボタンに複数の文字が割り当て 
てあり、ボクンを押すたびじ文字が切 
り替わります。 

カーソルボタンで入力ずる 
(ノーマル画面） 

• リモコンまたは本体で操作しまず。 

•么 ▽< たと ENTER で文字を入力し 
ます。 

キーボード画面で 
入力する 

• リモコンで操作します。 

•テレビ画面に表示される文字を選んで、 
文字を入力します。 


ノーマル画面入力方巧 


。ノ ー7 ル入力画面の表巧 


f 5-4. 

Rename 

▲ 


DVD 

: ◄ 


► 1 

Default 

^ 1 


i 削;] 

: a/A 
: OK 

[SRCH] 

[RTN] 

KeyBD 

Cancel 




J 


数きボタンで入力する 


* f 文字の入力をおこなう画面を表示する (煩=44 ぺージ 
■ 「メニュ ー- 覧」 ）。 

〇 <> を押してを要したい文字に力ーソルを合わせ、 
—入力したい文字が表示されるまで、数字ボタンの- 
9) を押す。 

•入力できる文字の種類は、次のとおりでず。 

の1-./: の MNOmno 6 

山 ABCabc 2 の PQRSpq 「 s 7 
回 DEFdefS の TUVtuvS 
の GHI 呂 hi 4 の WXYZwxyz 9 

巧 J K L j k I 5 rr ) 0煙白）’ （）* + : く 

JKL -- 


>?[] 

•文字を入力中に SHIFT を押ずと、文字 
の種類を切り替えることができまず。 

•同じボタンに割り当てられている文字 
を続けて入力ずるときは、文字を入力 
した後に > を押してカーソルをちに移 
動させ、次の文字を入力してください。 

•別のボタンに割り当てられている文字 
を続けて人力ずるときは、続けて別の 
ボクンを押ずと、自動的じ カーソルを 
移動し、文字をおをしまず。 


a level] 

(230 

[SEABCHj^W t' ^ETURNl 


の回のの 

I ABC DEF GHI 

I 5 ) CiD GD 山 

JKL MNO PQRS TUV 

ISHIFT) の LiJ 「"口 1 

van 一 MEMORY 

x=KiJ^a a 

I POWER 曲 INPU リ PARTY 


3 


手順 2 をくり返して名前を変更し、 ENTER を巧し 
て入力したで字を確定する。 


①カーソル 
③文字入力部 
⑤操作ボタンガイド 

•[ SFT ] SHIFT 
•[ SRCH ] SEARCH 
•[ ENT ] ENTER 
•[ RTN ] RETURN 
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大女字/か文字の切り誓え 
キーボード画面入力方式への切り替え 
女字入力の確定 
立字入力の取り消し 


例：入カソース" DVD " を" DEMON " じ変更ずる場合 
①" V "じ力ーソルを合わせる。 ィ D 田 D 


② 留を2回押ず。 "自 D 

" V "が" E " じ変わりまず。 ▼ 

③ を2回押ず。 A 

自動的じ" E " をおをし、で"が" N " に変わり " eEI 
まず。 


④ i > を押ず。 

" N " を巧定しまず。 

▲ 

^ DEN | 

▼ 

► 

⑥を3回押ず。 

"0" を入力しまず。 

▲ 

ィ DEN 囚 

▼ 

► 

⑥!>を押ず。 

"0" を巧定しまず。 

▲ 

け EN 0| 

▼ 

► 

⑦需 を2回押ず。 

" N " を入力しまず。 

▲ 

ィ DEN 0 の 

▼ 

► 

⑧ ENTER を押して、入カソースををお走ずる。 



カーソルボタンで入力する 



■f 文字の入力をおこなう画面を表示する (煩=44 ぺ- 
■ 「メニユ ー- 覧」 ）。 

-ジ 


2 <1 >を押して、変更したい文 
字にカーソルを合わせる。 

3 AV を押して文字を変更し、 

ENTER を押す。 

•入力できる文字の種類は，次のとおりでず。 

【ま大义字】 

A 己 CDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
【まルタ字】 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 
【記号】’ （）* + -./:;< = >?[] 
【数字】 0123456789 (空白） 



切 W W 

邮 ; LT に [' ，に . Vi, ADSa — …;' 

□ □□□ 
SrA 、 W の D/ 口 _ SIVJLATID-. ■ — M 

□ □□H 


I 1 ]r 21 I 3 j 厂 4 1 

!_ ABC DEF GHI 

い j みかいつ 

I" MNO PORS ruv 

ISHIFT] m I 0 j 励 

W 巧 —， MEMORY 

ロロ 


•文字を入力中に SHIFT を押ずと、大文字と小文字を切り営 
えることができまず。 


A 手順2、3をくり返して名前を変更し、 ENTER を巧 
4して ENTER を押して入力した文字をお定する。 



























































5-4. Rename 

- n 

—►: [DVD ]" 1 

一 T - 

ょ凸 BCDEFGH I JKLMNOPQRSTI 
►lUVWXYZ’（）*+_./:;<=>? I 


(D- 

(D- 


[a/A]! 方;じリ I I [ こ].— [_ ゴ、! [0K] 卜 


[SFT] : a/A [SRCH] : No rma I 
[ENT] : Input' [RTNl : Can c e li 


①カーソル 

⑤ 文字人力部 

③ カーソル 

④ キーボード部 

⑥ 大文字/か文字の切り替えキー 

⑥ スペース入カキー 

⑦ 文字入力のお定キー 

⑧ 力ーソル移動キー 

⑨ 操作ボタンガイド 

•に円] SHIFT 大文字/か文字の切り替え 

• [ SRCH ] SEARCH ノ ーマル画面入力ちまへの切り替え 

•[ ENT ] ENTER 逞択文字の入力 

• [ RTN ] RETURN 文字入力の取り消し 


□キーポード入力画面の表示 


キーボード画面入力方な 


入力の設定 (Input Setup) 


現在逞択している入カソースに関ずる設定をしまず。 

• 設定を変更しなくてもご使用いただけまず。あ要に応じて設 
をしてください。 

メニュ ーC!^ 作のしかた 


ZONE SELECT を押して、ゾー 
ン操作モードを" main " じ切り 
替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の 
" MAIN " が点财しまず。 


ク AMP を巧して、リモコンをア 
た ンプ操作モードじする。 


3 MENU を押す。 

テレビ画面にメニューを表示します。 


4 A ▽を巧して、設定または操作したいメニューを 
選ぶ。 


に ENTER を押して、設定を確定する。 

•前の項目に戻るときは、 RETURN を押してください。 
•メニューを終了ずるときは、メニュー表示中に MENU を押 
してください。メニュー画面が消えまず。 


MAIN -. ， nNE2-Z0NE3 


应) 國 

I DVD〕〔BD I I tuner] (dOCK| 
I SAT TUI iUT 创 LI〔GAM う 〔 VAUX) 


11 —::r - 扣川 I 

(menu] A ~^^[i ： HLE«L] 

[mturh] 


文字の入力をおこなう画面を表示する (煩 =44ぺージ 
「メニュ ー- 覧」）。 


2 

3 


ノーマル入力画面表示中に、 SEARCH を押す。 

キーボード入力画面に切り替わりまず。 

変更したい文字を選ぶ。 

① AV <![> を押して[^]または[一]を選ぶ。 

② ENTER を押して、変更したい文字に力ーソルを 
合わせる。 

ENTER を押ずたびに、力ーソルが 1 文字ずつ移動します。 


4 


AV < |>を押して、入力した 
しぶ字を選び、 ENTER を押す。 

入力できる文字の種類は、次のとおりで 
す。 


【英大文字 / 記号】 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRST 
UVWXYZ ’ （い + -./::< = >? 
【英小文字 / 数字】 
abcdef 各 hijkimnopqrst 
uvwxyzC ]01 23456789 


5 


手順3、4をくり返して、名前を変更する。 


6 


AVd 0を押して" [ OK ]" を選び、 ENTER を押す。 


u モコンの操作ボタン 


カーソルを 移動ずる 
(上/下/左/ち） 


(enter) 


設定をお定ずる 


(RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 
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fwUTEl 


rr ] di 

CmENUI A ^^(CHLfVB.] 

(search] 【，の，！ i) 


白 I 1 画 

TUNINGT TUNINGA 

画田田凶 

ロロ ロロ 

STANDARD D/ST Si リ U ATI 化 ■ 山 !:— 

{ ~1 ( ~1 { ~1 nn 


文字入力について 















































































入力の設定 (Input Setup ) 


知つておいてほしいこと 

□本書内の入カソースの表示について 


本書では、を項目で設定できる入カソース名を次のようにあらわしていまず。 


BD 

DVD 

TV 

SAT/CBL 

GAME 

V.AUX 

DOCK 

USB/iPod 

TUNER 

CD 




メニューの " Source Delete 


〔吸63ぺージ)で、 " Delete " じ設定した入カソースは選べません 


"Input Setup " ででをること 


Auto Preset (原48ぺージ） Preset Skip (風 48ぺージ） Preset Name (辟48ペー 


5-1.Auto Preset 

Auto Tuning 
Preset Station Memory 
Storing Preset Memory 


[ENT] : Start [RTN] : Back 


5-2. Preset Skip 

■ 


A Block Presets 

ON 

A1 FM 76. OOMHz 

ON 

A2 FM 83. OOMHz 

ON 

A3 FM 89. OOMHz 

ON 

A4 FM 90. OOMHz 

ON 

A5 FM 90. OOMHz 

ON 

A6 FM 90. OOMHz 

ON 

A7 FM 90. OOMHz 

ON 

li A 8 FM 90.00 MHz 

ON J 


5-3. Preset Name 



A 1 FM 76. OOMHz : 

A2FM 83. OOMHz : 

A3FM 89. OOMHz : 

A4FM 90. OOMHz : 

A5FM 90. OOMHz : 

A6FM 90. OOMHz : 

A7FM 90. OOMHz : 

丄 A8FM 90. OOMHz : 

、 [ENT]_: Se I ect _ [RTN ]_： Back ^ 


Input Assign ( q ^49 ぺージ） Video 百 0 ぺージ） 


Input Mode (原 百1ぺージ） 


- 1 . I n P U 
D e f a U I 


n p u t As 

t BBICTI 


sign 

Digi Comp 


2 


DVD 
TV 

SAT/CBL 3 
GAME 4 
V. AUX 


01 

Cl 


TENT] : Se 1 ec t 

[RTN] 

: B a c k 

Rename (風 51 ぺ 

-ジ） 

. 5-4. Rename 



■: i BD 


► 

Default 



[▲▼] : Up/D 0 wn 

[ い ]: 

Rename 


[RTN] 

: B a c k J 


' 5-2. Video 



Video Mode 

Auto 

i/p Scaler 

An 1g/HDM1 

Resolution A 

Auto 

Resolution H 

Auto 

Progre.Mode 

Auto 

Aspect 

Full 


[RTN] : Back 


1-3. Input Mode 
Decode Mode Auto 

_[RTN] : Back 


)-5. Source Level 
Source Level (D): 


[RTN し ： Back 一 


5-6 

.Playback 

Mode 

KCT 


: ◄OFF ► 

Shu 

f f1e Mode 

: OFF 

V_ 


[RTN] : Back . 
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u モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


Auto Preset 


自動で FM 放送を選局し、プリセットしまず。 


設定 I 頁目 

設定内容 

Start 

FM 放送の選局をはじめま 
ず。 

@ "Auto Preset " でお好みの FM 放送を選局できない場合は、「手動でラ 
ジオ放送を選局しプリセツトずる（マこユアルプリセツト）」(囑=27ペー 
シ’) でお好みの放送を選局してください。 

TUNER 



Preset Skip お買い上げ時の設定は、下繳！)制いている垣目でず。 


選局するとき、スキップしたい放送局をあ6かじめ設定します。 


設定頃目 

設定内容 

A 〜 G 

プリセットしたプ□ックの中 
から、スキップしたいブ□、ソ 
ク ( A 〜 G ) を選びまず。 

1〜8: 選択したブ□ックの中で、スキップしたいチャンネルを設をします。 
•ON :選択したチャンネルを表示しまず。 

•Skip :選択したチャンネルを表示しません。 

選択したブ□ックを" Skip " じ設定ずると、プ□ック ( A 〜 G ) ごとにス 
キップずることができまず。 

TUNER 



Preset Name 


プリセットした放送局の表示をを変更します。 


設定 I 頁目 

設定内容 

A 1 〜 G 8 

選択したチヤンネルの表示を 
を変更します。 

•8 文字まで入力できます。 

• 女:字の入力ち法については、4目ページをご覧ください。 

TUNER 



Default 

変更されたプリセツトをを、 

お買し、上げ時の設定に戻しま 
す。 

Yes :お買い上げ時の設をに戻します。 

No :お買い上げ時の設をじ戻しません。 



設定を確定ずる 


( Return ) ひとつ前のメニューじ戻る 











































































Input Assign 

"Input Assign " メニユー画面の表示例 


DVD 

TV 

SAT/CBL 
GAME 
V. AUX 


[ - し② @ w 

[ENT] : Se I ect [RTN] : Back 


①- 


① 乂カ ソース 

② HDMI 入力 

③ デジタル音声入力 

"0" は光デジタル入力、" C " 
は同軸デジタル入力をあら 
わしまず。 

( D コンポーネントビデオ入力 


Input Assign " メニユーの操作のしかた 


2 


AV< >を押して、設定したい項目へ力ーソルを移動させ、 

ENTER を押す。 

< > を押して、入力端子を割り当てる。 


3 


ENTER を押して、設定を確定する。 


BAND MODE 

因こ。因 


Game ソースの" HDMI "、" D 喊ね 1" および" Component " の割り当てをずベて" None " じ設定- 
ると、 入カソースの切り誓えで Game ソースが選べなくなりまず。 


設定頂目 

HDMI 

入カ ソースに 割り当て6れて 
いる HDMI 入力端子を変更 
するとき[こ設をします。 


I BD I 

I 鬧 I 

I TV I 

I SAT/CBL I 

I GAME I 

I V.AUX I 

I DOCK I 



設定内容 

HDMI 1/ HDMI 呂 /HDMI 3 /HDMI 4 :選択した入カソースじ、い^ 
れかの HDMI 入力端子を割り当てます。 

None :選択した入カソースに HDMI 入力端子を割り当てません。 

• を入カソースのお買い上げ時の設定は、 W 下のとおりです。 


入カソース 

I BD I 

| dvd | 

1 TV 1 

SAT / 

CBL 

| GAME | 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 







お買い上げ 
時の設定 

HDMI 1 

HDMI 2 

None 

HDMI 

3 

HDMI 

4 

None 

None 


カーソルを 移動ずる 
(上/下/左/ち） 



u モコンの操作ボタン 


HDM 


m 

〇 

C 


g i 

L D 

ム II: 


D 


入力の設定り nput Setup ) 


設定頃目 


設定内容 


HDMI 

(つづき) 


• HDMI 入力端子の割り当てができない入カソースじは、を表示します。 
•" HDMI " で割り当てた映像信号と、メこューの" Input 八 ssi 呂 n " 嗦 
■■ Digital " で割り当てた音声信号を組み合わせて再生ずる場合は 、 "Input 
Mode " (屈=51ぺージ)を" Disitan こ設定してください。 

• アナ□グ端すおよびデジタル端子か6人力された音声信号は、テレビに 
化力しません。 


• 入カソースの" DOCK " じ HDMI 入力端子を割り当てていても、 iPod 用コ 
ント□-ルドックが接続されているときは、 " DOCK " が有効(こなりまず。 
•メこューの " HDMI Control " (厨60ぺージ)を" ON " に設定:している塌合 
_は、 " TV " に" HDMI " を割り当てることはできません。_ 

Digital Cl (同軸デジタル入力端す）/ 01 (光デジタル入力端す）：選択した人力 

入カソースに割り当て6れてソースに、いずれかのデジタル入力端子を割り当てます。 

いるデジタル入力端子を変更 None :選択した入カソースにデジかレ入力端子を割り当てません。 

.各入カ ソースの お買い上げ時の設思ま、 TF のとおりです。 


i BD i 

1 DVD II TV 1 

1 SAT/CBL II GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK II CD 1 


入カソース 











BD 


DVD 



TV 

SAT/CBL 

GAME 










お買い上げ時 
の設定 

None 

None 

OPTICAL 

COAXIAL 

None 

入カソース 








V.AUX 


DOCK 



CD 






お買い上げ時 
の設定 

None 

None 

None 


Component Comp ! (コンポーネントビデオ （ D ) 1入力端す）：選択した入カソースに 

入カソース(こ割り当て6れ コンポーネントビデオ （ D ) 入力端子を割り当てます。 

ているコンポーネントビデオ None :選択した入カソースにコンポーネントビデオ （ D ) 入力端子を割り 
( D ) 入力端子を変更ずるとき当てません。 

じ設定します。 • 各入カソースのお買い上げ時の設をは、 W 下のとおりです。 


入カソース 

1 BD 1 

| dvd | 

1 TV 1 


SAT / 

CBL 


| GAME | 

| V . AUX | 

1 DOCK 1 







お買い上げ 
時の設定 

None 

None 

None 

Component 

None 

None 

None 


i BD i 

1 鬧 1 

1 TV 1 

1 SAT/CBL 1 

1 GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 1 



西 

•コンポーネントビデオ （ D ) 入力端子の割り当てができない入カソースに 
は、を表示しまず。 

•入カソースの" DOCK " じコンポーネント （ D ) 入力端子を割り当てていて 
も、 iPod 巧コント□-ルドックが接続されているときは、 " DOCK " が有効 
になります。 


>- 

m 


咖 

諭 


訝 

巧 

m 


施 

巧 

諭 



設定をお定ずる 


画 TURN) ひとつ前のメニューじ戻る 
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入力の設定 (Input Setup) 


設定項目 

設定内容 

Default 

Input Assign " で設定した 
内容を、お買い上則きの設定 
し民しまず。 

Yes :お買い上圳きの設定に戻します。 

No :お買い上げ時の設をに戻しません。 

@ " Default " を選んで ENTER を押ずと "、 Default Settins ?" というメッ 
セージが表示されまずので、 " Yes " または" No " を選び、 ENTER を押し 
てください。 


Video _ _ お買い上げ時の設定は、下線び付いている頂目でず。 

峡像に関する設ををします。 

* " BD "、" TV " よび" GAME " は、を入カソースに" HDMI " (原49ぺージ)または" Component " (原49ぺージ) 
を割り当てているときじ設をできまず。 


_設定項目_設定内容_ 

Video Select Source :入カソースの映像と音声を再生しまず。 

令闇いている音声に、好きな BD / DVD / TV / SAT/CBL / GAME / V.AUX / DOCK :見たい 

峡像を組み含わせて再生しま映像の入カソースを運びます。今闇いている音声に、選択した入カソース 
ず。 の映像を組み合わせて再生しまず。入カソースごとに設定できまず。 

画" BD "、" TV " および" GAME " は、各入カソースに" Component " を割 
り当てているときのみ選べます。 

• HDMI 入力信号は選べません。 

• メこューの " Source Delete "(屈=63ぺージ)で、 " Delete " じ設をした入力 
ソースは選べません。 

Auto : HDMI のコンテンツ情報に基づく峡像処理を自動でおこないます。 
Movie :コンテンツじ関係なく峡像処理をおこないまず。 

Game :ゲームコンテンツに合わせて映像処理をおこないまず。 

画 

• "Video Mode " の設をが" A 山 0 " の場合は、入力されたコンテンツじ応じ 
てモードが切 U 替わ U まず。 

•同じ部屋でメインソーン(音声と映像）とソーン2(音声のみ）の両ちを使用 
して同じソースを再生すると、メインソーンの音声とソーン2の音声の化 
力のタイミングがずれて闇こえることがありますが、故障ではありません。 
このような場合は、 " Game " モードに設定すると、タイミングのずれを少 
な<巧えることができまず。 


Video Mode 

峡像処理の設定をします。 


[BD I* I DVD 11 TV I* 


1 SAT/CBL 

II GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 1 
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u モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


設定 I 頁目 


設定内容 


i/p scaler 

入カソースの解像度を、設定 
した解像度に変換しまず。 


I BD I* [DVD || TV I* 


1 SAT/CBL 1 

1 GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 1 



Resolution 

化力する解像度を設定しま 
ず。 

Resolution A :アナ□グ峡 
像の解像度 

Resolution H : HDMI 映像 
の解像度 


1 BD 1* 1 [)VD 1 

1 TV 1 

1 SAT/CBL II GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 1 



Progressive Mode 

峡像素材に最適なプ□グレ、ソ 
シブモードを選択します。 


1 BD 1* 1 [)VD 1 

1 TV 1 

1 SAT/CBL 1 

1 GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 1 



Aspect 

HDMI 端子へ化力する、映 
像信号のアスペクト比(織横 
比)を設定します。 


Analog :アナ□グ峡像人力信号に対して、 i / p スケーラー機能を使巧しま 
ず。 

Analo 宜 & HDMI :アナ□グ映像入力信号と HDMI 入力信号の両方に対 
して J / p スケーラー機能を使用しまず。 

HDMI : HDMI 映像入力信号に対してン P スケーラー機能を使巧します。 
OFF : i / p スケーラー機能を使用しません。 


画 


• "Analog & HDMI " は、 HDMI 入力端子を割り当てている入カソースに対 
して設をできます。 

•各入力端子が割り当て6れている入カソースによって、設を項目が異な 
U ます。 

• i / p スヶーラー機能は、入力された信号が x . v . Color 、 3 D 、 sYCC 601 
color、Adobe RGB color、Adobe YCC 601 color およびコンピュー女 
解像度のときは効果がありません。 

Auto : HDMI 出力端子じ接続しているテレビのパネル画素数を自動的に 

横化し、適切な解像度で化力します。 

480p/576p/ 1080 i/720p/ 1080 p :化力したい解1象度を選びます。 

画 

• Vp Scaler " の設をが" OFF " W 外のときに設をできます。 

• " i/p Scaler " の設定が " Analog & HDMI " のときは、アナ□グ峡像入力 
信号と HDMI 映像入力信号の解像度をそれぞれ設定できます。 


Auto :映像の素材を自動的に横化し、適切なモードを設をします。 
Video! :ビデオ素材の再生に適しています。 

Videos :ビデオ素材や30フレームのフイルム素材の再生に適していま 
ず。 

威" i/p Scaler " の設定:が" OFF "! ■が卜のときに設定できます。 


Full :16 : 9のアスペクト比で化力します。 

Normal : 4 : 3のアスぺクト比で出力しまず。 

( gi/p Scaler " の設定:が" OFF " W 外のときじ設走:できます。 


1 BD 1* 1 DVD 1 

1 TV 1 

1 SAT/CBL 1 

1 GAME 1 

1 V.AUX 1 

1 DOCK 1 




設定を確定ずる 


( Return ) ひとつ前の メニュー じ戻る 







































































Input Mode 


お買い上げ時の設定は、下おび巧いている頃目でず。 


各人カソースの音声入カモードとデコードモードを設定します。 
選択できる入カモードは、入カソースじよって異なりまず。 


設定頃目 


設定内容 


Input Mode 

各入カソースの音声入カモー 
ドを設ちしまず。 


Auto :本機に入力されている信号を自動的に模化して再生します。 
HDMI : HDMI 入力端子か6の入力信号のみを再生します。 
Digital :デジタル入力端子か6の入力信号のみを再生しまず。 
Analo 邑：アナ□グ入力端子か6の入力信号のみを再生します。 


画 

• " HDMI " は、メこューの " Input Assisn " (原49ぺージ)で" HDMr ■を割り 
当てた入カソースのときじ運択できます。 

• " D 间 tal " は、メニューの " Input Assign " (厨49ぺージ)で" Di 呂 ital " を割 
り当てた入カソースのときに還択できまず。 

•入カソースが" TV " および" Game " のときは、 '' Analog " じ設定できませ 


•デジタル信号を正しく人力ずると、ディスプレイの回国表示が点灯しま 
す。回司表示が点财しない場合は、デジクル入力端子の割り当て （"Input 
Assign " (極=49ぺージ )） や接続を確認してください。 

•メこューの " HDMI Control " の設定:が" ON " で 、 HDMI MOMTOR 端子に 
ARC 対応テレビを接統している場合、入カソース" TV " の入カモードは 
ARC 固定:になります。 


Decode Mode 

各人カソースのデコードモー 
ドを設定しまず。 


Auto ： デジタル入力信号の種類を識別し、自動的にデコードして再をしまず。 
PCM : PCM 信号が入力されたときだけデコードして再生します。 

DTS : DTS 信号が入力されたときだけデコードして再生します。 


I BD II DVD I 

I TV I 

I SAT/CBL I 

I DOCK I 

I GAME 11 V.AUX I 

I CD I 


画 

• メこューの" Inp 山 Assign " (屈=49ぺージ)で" HDMI " または" D 咕ほ 1" じ 
割り当てた入カソースのときに還択できます。 

•通常は、" Auto " じ設をしてください。 " PCM " や" DTS " は、それぞれの入 
力信号を再生ずるときじ設をしてください。 


Rename _ 

選択した入カソースの表示をを変更しまず。 


設定項目 

設定内容 

Rename 

還択した人カソースの表示を 
を変更します。 

•8 文:字まで入力できます。 

• 文字の入力ち法については、4目ページをご覧ください。 

Default 

変更した入カソースをを、お 
買い上げ時の設をに戻しま 
す。 

Yes :お買い上げ時の設定(こ戻します。 

No :お買い上げ時の設定に戻しません。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


入力の設定り nput Setup) 


Source Level _ お買い上げ時の設定は、下織！ ) 咐いている頂目でず。 

選択した入カソースの音声入力の再生レベルを補正します。 

ソースじよって再生レベルに差があるときなどに設定してください。 

設定内容 

-Igd 己〜 +12 祀 (0 犯） 

凤メこューの" Inp 山 Assisn " の設定:(囑=49ぺージ)で、 " HDMI " または" D 间ね 1" を割り当てた入カソース 
じ対しては、アナ□グ入カレベルとデジタル入カレベルを別々じ調節することができます。 


Playback Mode _ 

入カソースが" DOCK " または" us 己/ iPod " のときじ設定できます。 


設定 I 頁 目 

設定内容 

Repeat 

リピート再生モードを設をし 
ます。 

□ iPod 再を時 

All ；ずぺての曲をリピート再生しまず。 

One :再生中の曲をリピート再生しまず。 

OFF :リピート再生モードをキャンセルしまず。 

□ USB メモリー再を時 

All :すべての曲をリピート再生します。 

One :再生中の曲をリピート再生しまず。 

Folder :再生中のフォルダの中の曲をリピート再生します。 

Shuffle 

シャッフル再生モードを設定 
しまず。 

□ iPod 再を時 GPod 、 DEMON 製 iPod 巧コント□-ルドック ASD -1 R 
または ASD -11 R を接続しているとき） 

Son 邑 S :巧をシャッフル再生します。 

Albums :アルバムをシャッフル再生します。 

OFF :シャッフル再生モードをキャンセルしまず。 

□ iPod 再を時 ( DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック ASD -3 N または 
ASD -3 W を接続しているとき） 

ON :シャッフル再生モードを有効にしまず。 

OFF :シャッフル再生モードをキャンセルします。 

□ USB メモリー再を時 

ON :シャッフル再生モードを有効にします。 

OFF :シャッフル再生モードをキャンセルします。 



設定をお定ずる 


画 TURN ) ひとつ前のメニューじ戻る 
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音青を調整ずる (Au 灶〇 Adjust ) 


サラウンド音声の音場効果をお巧みじあわせて調節できます。 

調節できる頃目（パラメーター）は、再生している信号や選択しているサラウンドモードによ 
て異なります。 


調節できる各頃目については、「サラウンドモードとパラメーターー覧表」 な香 =76 ページ）をこ ' 1 
ください。 


メニユ ー< 3 !^ 作のしかた 


1 

2 

3 

4 

5 


ZONE SELECT を押して、ゾーン操作モードを" MAIN" に切 
リ督える。 

リモコンのソーン操作モード表示の" MAIN " が点なしまず。 


AMP を押して、リモコンをアンプ操作モードじする。 


MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューを表示しまず。 


AV を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。 


MAIN—Z0NE2-Z0NE3 
I 〇 〇 〇 ] 

向。 【ぉ 幣]禍 

IDVDI〔BD i I tuner] |dOCK| 


[sATTuj を-ュ I I GAME I 〔 VMIX) 



ENTER を押して、設定を確定する。 


•前の項目に戻るときは、 RETURN を押してください。 

• メニューを終了ずるときは、メニュー表示中に MENU を押してください。メニュー 
消えまず。 


"Au 出〇 Adjust " ででまること 


Surround Parameter (吸 52 ぺージ） 


Tone 0：^ 已 4 ぺージ） 


Audyssey Settings (吸 55 ぺージ） 


Manual EQ ( 〇 ^ 已已ぺージ） 


RESTORER ( 蚊 57 ぺージ） 


Audio Delay ( 煩 = 已 7 ぺージ） 
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U モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


Surround Parameter お買い上げ時の設定は、下結！び付いている i 頁目でず。 


音場効果を調節します。入力信号によっては、本設定ができない場合があります。 

調節できる各項目については、「サラウンドモードとパラメーターー覧表」〔屆=76ページ）をご覧くださし、。 


設定頃目 

設定内容 

Mode 

再生するソースに合わせて 
モードを選びまず。 

□ PLHx または PLH モードのとを 

Cinema :映画ソースじ適したモードでず。 

Music :音楽ソースに適したモードです。 

Game :ゲーム(こ適したモードでず。 

Pro Logic: ドルビープ□日ジック再生モードでず （ PLn モードのみ）。 

□ PLnz モードのとを 

Hei 邑 ht :ドルビー PLEz フ□ント八イトの再生モードでず。 

□ DTS NEO: 百モードのとを 

Cinema :峽画ソースじ適したモードでず。 

Music :音楽ソースに適したモードでず。 


田 

• メこュ ーのス urround Parameter " が ‘ Front Hei 貧 ht " の設定:(厮54ペー 
シ’) が" ON " のときは、 自動的じ" Hei 呂が’モードじなります。 

• " Music " モードは、ステレオ音楽成分ををく含む映画ソースにも効果的 
です。 

Cinema EQ 

峡画のせりふの高域成分をや 
わらげ、聴きやずくします。 

ON : "Cinema EQ " を使用します。 

OFF : "Cinema EQ " を使巧しません。 

DRC 

ダイナミックレンジ(静かな 
音と大きな音のレペル差)を 
圧縮します。 

Auto :再生ずるソースによってダイナミックレンジの圧綱を自動でオン/ 
オフしまず。ドルビー TrueHD ソースのときじ設定できまず。 
Low/Mid/Hi 邑 h :ダイナミックレンジの圧縮量を設をします。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

D.Comp 

ダイナミックレンジ(静かな 
音と大きな音のレペル差)を 
圧縮します。 

Low/Mid/Hi 邑 h :ダイナミックレンジの圧縮量を設をします。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

LFE 

低域信号 ( LFE ) レベルを調節 
しまず。 

-lOdB 〜 OdB 

(3 各ソースを正しく再生するために、次の值じ設をずることをおすすめ 
しまず。 

• ドルビーデジタルソース： " Od 巨" 

• DTS の映画ソース："〇犯" 

• DTS の音楽ソース： "-10 dB " 

Center Image 

セン女ーチヤンネルの音声を 
左ちに振り分け、前方の音場 
イメージを広げまず。 

0.0-1.0 (0.3) 



設定を確定ずる 


( Return ) ひとつ前のメニューじ戻る 





















































設定項目 

設定内容 

Panorama 

フ□ント左ちチャンネルの音 
場をサラウンドチャンネルま 
で拡大し、前方の音場イメー 
ジを広げます。 

ON :設ちします。 

OFF: 設定しません。 

Dimension 

音場イメージの中むを前方ま 
たは後方にシフトし、再生バ 
ランスを調節しまず。 

〇〜巨（さ） 

Center Width 

センターチャンネルの音声を 
左ちじ振 y 分け、前ちの音塌 
イメージを広げます。 

0-7 (3) 

Delay Time 

遅延時間を調節し、音場イ 
メージを広げまず。 

0ms 〜 300 ms (30ms) 

Effect Lev. 

エフェクトレベルを調節しま 
す。 

1 ~ 1 己 (10) 

(3 サラウンド信号のを位感や位相感が不自なじ感じる場合は，化いレべ 
ルに設をしてください。 

Room Size 

音場空間の大きさを設定しま 
す。 

Small :ルさな音場空間のイメージ 

Medium-S ；ややルさな音場空間のイメージ 

Medium :標準的な音塌空間のイメージ 

Medium-L :やや大きな音場空間のイメージ 

Large :大きな音場空間のイメージ 

SB 

"Room Size " は、再生ずる部屋の大きさを表すものではありません。 

AFDM 

(才ートフラグデイテクト 
モー ド） 

ソースのサラウンドバック 
チャンネル信号をお化して自 
動的に最適なサラウンドモー 
ドを設定します。 

ON :設ちします。 

OFF: 設定しません。 

【例 】 Dolby Digital ソフト （ EX フラグあり）の再生 

• " AFDM " を" ON " じ設定すると、サラウンドモードは自動的に " DOLBY 
D+PLnx C " モードになります。 

•Dolby Digital EX モードで再生する場合は、 " AFDM " を" OFF "、 
"Surround Parameter " が‘ S . Back " を " MTRX ON " に設定してくださ 
い。 

Dolby Digital EX ソースじは、 EX フラグが含まれていないものがあり 
まず。 " AFDM " を" ON " に設をしていても、再生モードが自動的に切 
り替わ6ない攝合は、メこユーの " Surround Parameter " が‘ S . Back " 
を " MTRX ON " または " PLnx CINEMA " じ設定してください。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


音青を調整ずる (Audio Adjust) 


設定 I 頁目 


設定内容 


S.Back □ 2 チヤンネルソースのとを 

サラウンドバックチヤンネル ON :サラウンドバックチヤンネルを使巧しまず。 

の生成ち法を設定しまず。 OFF :サラウンドバックチヤンネルを使用しません。 

□ マ J レチチヤンネルソースのとを 

サラウンドバックチヤンネルのデコードち法を設ちします。 

DSCRT ON : 7.1 チヤンネルソースに含まれるサラウンドバック信号 
を再生します。 

MTRX ON :サラウンドチヤンネル信号からサラウンドバック信号を 
生成して再生しまず。 

ES MTRX*1 : DTS ソースのサラウンドチヤンネル信号か6サラウ 
ンドバック信号を生成して再生します。 

ES DSCRT*2 :目.1チヤンネルの DTS ソースに含まれているサラウ 
ンドパック信号を再生しまず。 

PLnx CINEMA *3 ; Dolby Pro Logic Hx Cinema モードでデコー 
卜‘し、 サラウンドパック信号を生成して再生します。 

PLnx MUSIC : Dolby Pro Logic Hx Music モードでデコードし、 
サラウンドバック信号を生成して再生します。 

OFF :サラウンドバックチヤンネルを再生しません。 


*1 DTS ソースを再生中に選べます。 

ディスクリート目.1チャンネル信号の識別信号が含まれている DTS 
ソースを 再生中に選べまず。 

*3 メこューの‘‘ Speaker Confis ." が‘ S . Back " の設定（屈=58ぺージ）が 
" 2 s| 3 " のときに選べます。 


画 

• STANDARD を押して設ちずることもできます。 
•再生しているソースにサラウンドバック信号が含 
まれている場合は、 AFDM 機能じよりデコーダー 
の種類をき動的に選択します。お好みのデコード 
じ切り替えるじは、 " AFDM " を" OFF " じ設定して 
ください。 


i/iiiTfo DAEltUL A-DSX 。…。"口 

CJCDCJCJ 

STANDARD D/ST SIVU は TI0>; £91199 

□ □□田 

のののの 

_ . ABC DEF ChI 

ぃ1 I 6 J 片 J 广8 ) 

JUL MW PQRS 1 し V 

ISHIFTJ のの い 10J 

LINK MEW' _■ MEMORY 


SB 

メこューの "Speaker Confi 夏."が‘ S . Back " の設定: (0^58 ぺージ）が 
" None " のとき、で.日 ack " は表示しません。 



設定をお定ずる 


画 TURN ) ひとつ前のメニューじ戻る 
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音青を詢産ずる (Au 出 □ Adjust) 


設定項目 i 設定内容 

Front Height ^ ON :フ□ント八イトチャンネルを使用します。 

フ□ント八イトチャンネルを I OFF :フ□ント八イトチャンネルを使用しません。 

設疋しまず。 • 山打 -> 

I • "Front Height " は、じ(下の設定のときに表示しまず。 

I • メこユーの" Amp Assi 呂 n " 設定:(囑 "58 ぺージ)が- Front Hei 呂 ht " のとき 
I • メこユーのス peaker Confi 呂."が‘ Front Hei 另 ht " 設定(厮58ぺージ)が 
I " None " 切外のとき 

I •再生ずる HD オーディオソースに、フ□ント八イトチャンネルが含まれて 
；し''る場合も、 "Front Height " を表示しません。このような場合は、 PLEz 
；モードでデコードせずに、入力信号のままフ□ント八イトチヤンネルを再 


I _生します。_ 

Height Gain I Low :フ□ント八イトチヤンネルの音量をルさくします。 

フ□ント八イトチヤンネルの | Mi 弓：フ□ントハイトチヤンネルを標準音量で出力します。 
音量をコント□-ルしまず。 [High: フ□ント八イトチャンネルの音量を大きくします。 



" Hei 呂 ht Gain " は> liTF の設をのときじ表示します。 
j • メこユーの " Amp Assi 呂 n " 設定: (0^58 ぺージ)が " Front Height " のとき 
I • メこユーの " Speaker Confi 呂."皆 " Front Height " の設定(隨 "58 ぺージ)が 
I " NoneU が卜のとき 

I •サラウンドモードが" PLnz " または PLEz のデコーダーを使巧していると 

_ ^ _ 

Subwoofer i ON :化力します。 

サブウー八一化力のオン/才！ OFF :化力しません。 

フを設をします。 ： 

:サラウンドモードが" D 旧 ECT " モード（屈=32ぺージ）または " PURE 
, D 旧 ECT " モード（原32ぺージ)で、メこユーのス ubwoofer Mode " 設定: 
(頓=日9ぺージ)が" LFE + Main " のときじ設定できまず。 

Default >es :お買い上げ時の設定に戻します。 

"Surround Parameter " で|啦：お買い上げ時の設思こ戻しません。 

設をされた内容を、お買い上1 
げ時の設定に戻します。 i 
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U モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


Tone 


お貢い上げ時の設定は、下綜び付いている I 頁目でず。 


トーンを調節します。 


設定頃目 

設定内容 

Tone Control 

トーンコント□ール機能の才 
ン/オフを設ちします。 

ON :低;音や高音の!-ーンを調節できます。 

OFF :トーンを調節せずに再生しまず。 

@ メこユーの " Dynamic EQ " 設を(囑=55ぺージ)が" OFF " のときじ設をで 
きます。 

• "Tone Control " の設迅ま、ソーン2じは反映しません。 

• サラウンドモードが" D 旧 ECT " モードのとき、卜ーンの調節はできませ 
ん。 

Bass 

低;音を調節しまず。 

-6dB~+6dB (OdB) 

gl メニユーの " Tone Control " の設をが" ON " のときじ設をできます。 

Treble 

高音を調節します。 

-6dB~+6dB (OdB) 

(2 メニユーの " Tone Control " の設をが" ON " のときじ設をできます。 


( enter ) 設定をお定ずる 

( RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 



























Audyssey Settings _ お買い上げ時の設定は、下綜占 ‘ ホル、ている頂目です。 

Mul 记 Q ®' Dynamic EQ ® および Dynamic Volume ® の設定をします。 

これ6の設定は, Audyssey ® Auto Setup をおこなった後に設をできます。 

Audyssey 技術に関する詳細な情報じついては, 80ページをご覧ください。 

Audyssey Auto Setup をおこなっていない攝合、または Audyssey Auto Setup をおこなった禮【こスピーカー 
の設定を変えると、 Dynamic EQ/Dynamic Volume を選択できず 、 "Run Audyssey " を表示します。 

このような場合は、再度 Audyssey Auto Setup をおこなうか、 " Restore " (屈=13ぺージ）をおこなって 
Audyssey Auto Setup 実巧後の設をに戻してください。 


設定頂目 設定内容 

MultEQ Audyssey :すべてのスピーカーの周波数特性を最適に補正しまず。 

MultEQ は 、 Audyssey Audyssey Byp.L/R :フ□ントスピーカーじ(外のスピーカーの周波数 
Auto Setup の測を結果に基特性を最適(こ補正します。 

づき、リスこング環境におけ Audyssey Flat :すべてのスピーカーの周汲数特性が均一じなるように 
る時間特性と周波数特性の補正しまず。 


両方を補正します。 Manual: メこューの " Manual EQ " (屈=56ぺージ)で調節された周波数特 

3種類の補正カープから選択性を適巧します。 

します。 " Audyssey " じ設定 OFF: " Mul 记 Q " を使巧しません。 

することをおすすめしまず。 

MultEQ の鼓をは 、 Dynamic •Audyssey Auto Setup をおこなうと、 " Audyssey"、"Audyssey Byp . 
EQ や Dynamic Volume を L / R " および " Audyssey Flat " が選択できまず。 

動作させるためし/必要でず 。 •Audyssey Auto Setup 後は自動的じ" Audyssey "じなります。 

•" Audyssey"、"Audyssey Byp . L / R " または " Audyssey 円 at " が選ばれ 
たときは、デイスプレイの表示が点灯します。 


•Audyssey Auto Setup をおこなった後、測 
定したスピーカーの本数を増やさずに、スピー 
カーの構成、距離、チャンネルレベルおよびク 
□スオーバー周波数などの設定を変更した場台 
は、ディスプレイの表示が点なします。 
•リモコンや本体の MULTEQ を押しても、 
MultEQ の設定ができます。 


凶 Qu 山均 


MULTEQ '.'• に ’—■ こ L A-DSX 



SB 


• メこューの " EQ Customize "(極=62ぺージ)で、 " N 如 UsecR こ設走:したイ 
コライザーは選択できません。 


•へ、ソドホン使用時、 " MultEQ " の設定は自動的じ" OFF " じなります。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


音青を調整ずる (Audio Adjust) 


設定 I 頁目 


設定内容 


Dynamic EQ^ 

人間の聴覚皆部屋の音響特 
性を考慮し、音量レベルを下 
げた際に発生する音質の低下 
を防ぎます。 

Dynamic EQ は MulEQ と 
速動して動作しまず。 


ON : "Dynamic EQ " を使巧しまず。 
OFF : "Dynamic EQ " を使用しません。 

留 

•" ON " に設をすると，ディスプレイの 
示が点巧しまず。 


AUDYSSEY 
MULTgO 
OYN EQ 


表 


の I , I の 

TUNING, _ _ TUNING ‘ 

回田田固 


田田 

— DVNEaWL .,5X な T ご训 

□ 口 □□ 

W 化 0 占 W D/ii olWULATIONBana 

□ む an 


CjJ llj CjJ lu 


リモコンや本体のボクンでも 、 Dynamic EQ の設 
定:ができまず。 

【リモコンで操作する場合】 

DYN EQ/V0L を押す。 

DYN EQ/V0L を押すたびに、 W 下の順唐で設定が切り替わります。 

Dynamic EQ : ON / Dynamic EQ : ON / 

Dynamic Volume : Midnight Dynarmc Volume : Evening 
Dynamic EQ : OFF/ Dynamic EQ: ON / Dynamic EQ: ON / 

Dynamic Volume : OFF Dynamic Volume : OFF Dynamic Volume : Day 

【本体で操作する場含】 

DYNAMIC EQ を押ず。 

DYNAMIC EQ を押ずたびに、け下 
のように設定:が切り替わりまず。 

Dynamic EQ : ON 一 *^ Dynamic EQ: OFF 


DC 


Reference Level 
Offset 

Audyssey Dynamic EQ は、 
一般的なフィルム（唤画など) 
のミキシングレベルをリファ 
レンスとしています。音量 
レベルが日 d 目から下げ6れ 
た際にミキシング特性•サ 
ラウンド効果を常にコンテン 
!ツが作成された本来の特性 
i じ自動的に維持しまず。し 
i かし、フイルムのリファレ 
ンスはミュージックやテレビ 
番組などフィルム切う卜のコ 
ンテンツの作成には使用さ 
れてし ''ない場合もあります。 
Dynamic EQ は、フイルム 
作成時に使巧される標準のリ 
ファレンスレベルを使用せず 
[こ作成されたコンテンツじ対 
してオフセットレベルの設定 
巧 dB /10 dB /15 dB ) が可能 
です。ち記が推奨の設をレべ 
ルになりまず。 


口 dB (フイルムリファレンス):お買い上げ時の設をです。映画などのコン 
テン、ソに最適です。 

呂 dB :クラ、ソシック音楽のような非常に広いダイナミックレンジを持った 
コンテンツじ適していまず。 

lOdB :ジャズなどの広めのダイナミックレンジを持ったミュージックコ 
ンテン、ソやテレビ番組に適しています。 

This setting should also be selected for TV content as that is 
usually mixed at 10 dB below film reference . 

1 呂 dB : ポップや□ックなどの非常に高い音量レベルでリスニングしたり、 
圧綱されたダイナミックレンジを持つコンテンツに適していまず。 

@ メこューの " Dynamic EQ " 設を(頓=日5ぺージ)が" ON " のときに設定：で 
きます。 
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設定をお定ずる 


画 TURN ) ひとつ前のメニューじ戻る 
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音青を詢産ずる (Au 出 □ Adjust) 


設定項目 

設定内容 

Dynamic VolumeW 

テレビや巧画などで再をする 
コンテンツ巧における音量レ 
ベルの変化(静かな音のシー 
ンと大きな音のシーンの闇な 
ど)をお好みの音量設を値に 
自動的に調整しまず。 

Midni 邑 ht :音量レベルを最大に設定します。すべての音を一をの大きさ 
にしまず。 

Evening :音量レペルを中間に設をします。平均的な音より大きな音と 
ルさな音を調節しまず。 

Day :音量レベルを最ルに設をします。非常(こ大きな音と非割こ小さな音 
を調節しまず。 

OFF : "Dynamic Volume " を使巧しません。 


AUDYSSEY 


表 


国 

• "Dynamic Volume " を" ON " じ設をすると、ディスプレイの 
示が点のします。 

• Audyssey Auto Setup (原12ぺージ)で " Dynamic Volume — を" Yes " (こ 
設定した攝合は、自動的じ" Evenins "になりまず。 

• リモコンや本体のボ女ンでも 、 Dynamic Volume の設定ができます。 

【リモコンで操作する場合】 

DYN EQ/V0L を押す。 

DYN EQ/V0L を押ずたびに、仪下の順序で設を 
が切り替わります。 


TuNih。, _ _，。リ|1化* 

因因田回 

: DVNEaWL ..'X 

□ □□□ 
STA\QASD …. SIMULATION ■ 加 ; ■■ 

□ □□H 

f 11 f 21 \ 31 \ 41 


Dynamic EQ: ON / Dynamic EQ: ON / 

Dynamic Volume : Midnight Dynamic Volume : Evening 
Dynamic EQ : OFF/ Dynamic EQ: ON / Dynamic EQ: ON / 

Dynamic Volume : OFF Dynamic Volume : OFF Dynamic Volume : Day 


【本体で操作する場合】 

DYNAMIC VOLUME を押す。 
DYNAMIC VOLUME を押すた饼こ、 

1：:/下の順唐で設定:が切り替わりまず。 




Dynamic Volume : OFF —► Dynamic Volume : Midnight 
Dynamic Volume : Day Dynamic Volume : Evening 
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u モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


Manual EQ 


お買い上げ時の設定は、下綜び付いている I 頁目でず。 


グラフィックイコライザーを使巧して、各スピーカーの音色を調節します。 

"Manual EQ " 比 " Mul 拒 Q ®" の設を(屈=55ぺージ)が" Manual " のときじ設をできます。 


設定 I 頁目 

設定内容 

Adjust CH 

各スピーカーの音色を調節し 
ます。 

①スピーカーの音色の調節ち法を選択する。 

All CH :すべてのスピーカーの音色を一縄に調節します。 

L/R CH :左ちのスピーカーの音色を一縄じ調節します。 

Each CH :スピーカーごとに音色を調節します。 

@スピーカーを選択ず る。 

⑤調節する周波数帯を選択ずる。 

63HZ/1 25HZ/250HZ/500HZ/1 kHz/2kHz/4kHz/8kHz/ 
16kHz 

• " L/R CH " や " Each CH " を選んだときは、調節ずるスピーカーを選ん 
でください。 

® レベルを調節ずる。 

-20.0d 己 〜+ 巨 .OdB (O.OdB) 

B 百 se Curve Copy 

" MultEQ " の "Audyssey 

Flat " の補正力ープをコピー 
します。 

Yes :コピーしまず。 

No :コピーしません。 

@ "Base Curve Copy " は、 Audyssey ® Auto Setup をおこなった後に 
表示しまず。 

Default 

"Manual EQ " で設定した巧 
容を、お買い上げ時の設赶こ 
戻します。 

Yes :お買い上げ時の設定(こ戻します。 

No :お買い上げ時の設定に戻しません。 


( enter ) 設定をお定ずる 

( RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 














































さ再を調整ずる (Audio Adjust) 


RESTORER 


MP 3 、 WMA (Windows Media Audio ) 皆 MPEG -4 AAC などの圧縮才ーディオフォーマットは、人間の 
耳には聞こえじくい部分の信号を省いてデータ量を減6していまず。 RESTORER は、圧縮処理をするとき 
に省かれた信号を生成し、圧縮する前の音(こおい状態に復元ずる機能です。同時に低音域の量感の補正もお 
こないますので、圧縮オーディオ信号をより豊かに再生することができます。 


設定巧客 


OFF : RESTORER を使巧しません。 

Mode 1 (RESTORER 64) :高域が極端に少ない圧縮音声ソースに対して、最適なモードです。 
Mode 2( REST 0 RER 96) :圧縮音声全般に対して、低域と高域を適切に補正します。 

Mode 3( REST 0 RER HQ ) :高域が十分にある圧綱音声ソースに対して、最適なモードでず。 


画 

• アナ□グ信号や PCM 信号 (fs = 44.1/48 kHz ) が入力されたときじ、設定:することができます。 
•サラウンドモードが" DIRECT " および " PURE D 旧 ECT " モードのときは設をできません。 


•入カソース " iPod " および" USB / iPod " のお買い上げ時の設思ま 、 "Mode 3" で 
す。その他のお買い上げ時の設をは、すべて" OFF " です。 

• " OFF " じ(外に設ちずると、ディスプレイの表示が点灯します。 

• リモコンや本体の RESTORER を押しても、 RESTORER の設定:ができます。 
RESTORER を押すたびじ、 W 下の順唐でモードが切り替わります。 



TUNING, _ _ … リ ING 声 

因因因回 

MULTEQ LitN ： aV0L A - こシ RESTORER 


□ □□口 

STAN3ABD D,ST SlMlLiT' ^ ^ 

□ □□CD 


* OFF - ► Mode 1 - ► Mode 2 — 

(RESTORER 64) (RESTORER 96) 

- Mode 3 - 

(RESTORER HQ) 



Audio Delay _ お買い上げ時の設定は、下線び付いている頂目でず。 

映像を見なが6、音声の化力を遅6せる時間を調節します。 

設定内容 


0ms 〜 200ms 


留 

•メこユーの " Auto Lip Sync " の設定:が" ON " のとき、および Auto Lip Sync 対応のテレビを接続してい 
るときは、〇〜 looms の範囲で設定:できまず。 

• "Audio Delay " の設思ま、入カソースごとに記'憶させることができます。 

• メこユーの " Video Mode " (煙=50ぺージ)が" Auto " または" Game " モードのときは、ゲームモード巧の 
オーディオディレイ値を設をすることができます。 


詳細な設定をする (Manual Setup ) 


Audyssey Auto Setup ①設定内容を変更する場合や、音声、映像、表示などの設定を変更 
するときじ設定します。 

• 設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設をしてください。 

• Audyssey Auto Setup をおこなったあとじスピーカーの設定を変えると、 MultEQ 、 
Dynamic EQ ® および Dynamic Volume ①選おができなくなります(屈=55、 56 ぺージ)。 


メニューの操作のしかた 


■f ZONE SELECT を巧して、ゾーン操作モードを" MAIN" に切 
' り替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の" MAIN " が点なしまず。 

MAIN -.' DNE 2- Z 0 NE 3 

1 〇 〇 〇 1 

He ? ぉ 1 回 fcl 

idvd] 〔BD I 1 tuner] (dock I 

UATTUi ISATitBLi 〔GAM ジ 〔 VAUX ) 

P AMP を押して、リモコンをアンプ操作モードじする。 

〇 MENU を押す。 

^ テレビ画面にメニューを表示しまず。 

II 1 — 1 — _~, — ' 

(menu] A level ] 

( return ] 

4 A ▽を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。 

ENTER を巧して、設定を確定する。 

•前の項目に戻るときは、 RETURN を押してください。 

•メニューを終了ずるときは、メニュー表示中に MENU を押してください。メニュー表示が 
消えまず。 


"Manual Setup " ででまること 


Speaker Setup 呂 8 ベージ ） HDMI Setup (i^60 ぺージ ） Audio Setup ぺージ） 


■ 4-2. 

HDMI 

Setup 


Auto 

Lips 

y n c 

ON 

HDMI 

Audi 

0 Out 

Amp 

HDMI 

C 0 n t 

r 0 I 

OFF 



[RTN] 

: B a c k 


4 - 

1.Sp 

e a k 

e r 

Setup ' 

1. 

Amp 

Ass 

i 吕 

n 

2. 

S p e a 

k e r 

C 

0 n f i g. 

3. 

Bass 

Se 

t t 

i n g 

4. 

D i s t 

a n c 

e 


5. 

Chan 

net 

L 

e V e 1 

6. 

C r 0 s 

S 0 V 

e r 

F r e q . 

.[ENT] : S 

e 1 e 

c t 

[RTN] : Back . 


4—3.Audio Setup 

1 . 2 c h Dir e ct/St e r e o 

2. Auto Surround Mode 

3. EQ Customize 

4. Bilingual Mode 


、 [ENT] : Se I ect [RTN] : Back パ 


ZONES Setup (t3=62 ぺージ ） Option Setup (i3=63 ぺージ） 


. 4-4. Z0NE2 Se 

tup ' 

Level 

L c h 

OdB 

Level 

R c h 

OdB 

Vo 1 . 1 

i m i t 

: OFF 

P owe r 

On Lev 

Last 

Mute 

Lev. 

: Full 



[RTN] : Back 


4 — 5. Opt ion Setup 

1. V 0 Iume Control 

2. Source Delete 

3.On-Screen Display 

4. Remote Preset Codes 

5. Quick Select Name 

6. ZONE Rename 

7. Display 
丄 

jENT] : Se I ec t [RTN] : Back J 
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詳細な設定をずる (Manual Setup) 


Speaker Setup _ お買い上げ時の設定は、下綜占 ‘ 仰いている頂目です。 

スピーカーを手動で設ちずる場合や Audyssey ® Auto Setup で測をした内容を変更:するときにおこなっ 
て < ださい。 

• Audyssey Auto Setup をおこなったあとにスピーカーの設をを変えると、 MultEQ ® Dynamic £0@お 
よび Dynamic Volume © の選択ができなくなります（屈=己日、56ぺージ)。 

•設をを変更しなくてもお使いいただけまず。必要に応じて設定してください。 


設定項目 

設定内容 

Amp Assign 

本機に接続したスピーカーの 
設ををしまず。 

Normal : 7.1 チヤンネル（フ□ント/センター/サラウンド/サラウンド 
バック/サブウー八一）スピーカーを接続して使用ずるときじ設をします。 
ZONES : SURR . 日 ACK/AMP ASSIGN 端すじソーン2用スピーカーを 
接続して使用するときに設をしまず。 

Front Height : SURR , 巨 ACK/AMP ASSIGN 端子(こフ□ントハイトス 
ピーカーを接続して使用ずるときに設ちしまず。 

Front Bi-Amp : SURR . BACK/AMP ASSIGN 端すじフ□ントスピー 
力一のツィ 一夕一部を接続し、 FRONT 端子にフ□ントスピーカーのウー 
八一部を接続して使用ずるときに設ちします。 

Front B : SURR . 巨 ACK/AMP ASSIGN 端子に2組目のフ□ントスピー 
力一を接続して使用するときに設をしまず。 この設をを選んだ場合 、 "Front 
Speaker Setup " の設をもおこなってください(囑=60ぺージ)。 

Speaker Config. 

スピーカーの有り-無しや低 
音域再生能力じよるスピー 
カーの大きさの分類を選びま 
ず。 

混 M 

" Large " と" Small " の選 
択は、スピーカーの外形で 
判断せずに、メこューの 
"Crossover Frequency 
(屈=6日ぺージ)で設をした周 
波数を基準とした低域再生 
能力で判断してください。 

Front :フ□ントスピーカーの大きさを設定しまず。 

• Large :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用しまず。 
•Small :低音域の再生能力が十分でないか型スピーカーを使巧しまず。 

画 

• " Subwoofer " の設定:が‘‘ No " の場合、 " Fmnt " の設君ま自動的に" Larse " 
になります。 

• " Front " の設定が" Small " の攝合"、 Center " "、 Surround " **. Surround 
目 ack " および " Front Heisht " を" Lar 呂 e " じ設をずることはできません。 

Center :センクースピーカーの有無咕大きさを設定します。 

•Lar 邑 e :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用しまず。 
•Small :低音域の再生能力が十分でないか型スピーカーを使巧します。 

• None :センタースピーカーを使用しません。 

@ " Front " の設をが" Small " の場合， " Large " は表示しません。 

Subwoofer :サブウー八一の有無を設走:しまず。 

•Yes :サブウー八一を使巧します。 

•No :サブウー八一を使巧しません。 

@ " Front " の設をが" Small " の場合、 Subwoofer " の設定:は自動的に 
" Yes " じな y ます。 
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U モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


_設定 I 頁 目 _設定内容_ 

Speaker Confi 邑. Surround :サラウンドスピーカーの有無や大きさを設定します。 

(つづき） • Large :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用しまず。 

• Small :低音域の再生能力が十分でないか型スピーカーを使用しまず。 

• None :サラウンドスピーカーを使巧しません。 

田 

• " Surround " の設定が" Lar 另 e " のとき"、 "Surround Back " および" Front 
Hei 呂 ht " を " Large " じ設走:できます。 

• " Surround " の設走:が" None " のとき"、 "Surround 巨 ack " および" Front 

^ Height " の設思ま自動的じ" None " (こなりまず。_ 

S.Back: サラウンドパックスピーカーの有無や大きさ、本数を設定:します。 

• Large :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。 
• Small :低音域の再生能力が十分でないル型スピーカーを使用します。 

• None :サラウンドバックスピーカーを使巧しません。 

•写弓巨：サラウンドパックスピーカーを2本使用します。 

•Isp :サラウンドパックスピーカーを1本のみ使巧しまず。この設定を 
選んだときは、サラウンドバックスピーカーを左 (L) チャンネルじ接続し 
てください。 

"Surround Back " を" None " 外に設定:しても、再生ずるソースじ 
よっては、サラウンドバックスピーカーから音声が化力されない場合 
があります。このような場含は、メこユーの" Surround Parameter " 
が‘ Surround 巨 ack " 〔〇^巧ぺージ)を " OFF"W 外に設定してください。 



メこユーの " Amp Assign " 設定(頓==日8ぺージ）が" Normal " 材外のとき、 
" S . 巨 ack " の設走:はできません。 

Front Height :フ□ントハイトスピーカーの有無や大きさを設ちします。 

• Large :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用しまず。 
• Small :低音域の再生能力が十分でないか型スピーカーを使用します。 

• None :フ□ント八イトスピーカーを使巧しません。 



メこューの" Amp 八 ssi 另 n " 設定:(原58ぺージ)がて「〇が Heishf ’ W 外のと 
き 、 "Front Hei 呂 ht " の設思まできません。 



設定を確定ずる 


画 TURN ) ひとつ前のメニューじ戻る 
































_ 設定項目 _ 設定内容 _ 

Bass Setting Subwoofer Mode :サブウー八一で再生ずる低音域信号を設定しまず。 

サブウー八一や LFE 信号の •げ E : サブウー八一巧の信号に、スピーカーの大きさを" Small " じ設定 
低音域再生に関する設定をししているチャンネルの低音域信号を加えて化力します。 

まず。 •LFE+Main :サプウーハー巧の信号に、ずべてのチャンネルの低音域信 

号を力□えて化力しまず。 

国 

• "Subwoofer Mode " は 、 Speaker Confi 呂."が‘ Subwoofer " (極"日8ペー 
シ’) の設をが" Yes " のときじ設をできまず。 

• 音楽ソースや峽画ソースを再生して、量感のある低音域が得られるモー 
ドを選んでください。 

•常にサブウー八一から低音域を化力したい場合は、 " LFE + Main " じ設定し 
て < ださい。 



メこュ ーのス peaker Confi を’’の" Front "、" Center " の設定:が" Lar が’’で、 
なおかつ " Subwoofer Mode " の設をが" LFE " の場合は、人力信号やサラウ 
ンドモードによってサブウー八一から音声が化力されない攝合がありまず。 
LPF for LFE : LFE 信号の再生帯域を設定します。 

• 80HZ/90HZ/1 OOHz/1 1 OHz/lgQHz/ 1 50Hz/ 200 Hz/250Hz 
Unit :距離の単位を設ちします。 

• Meters / Feet 

Step :距離の最ル巧変幅を設定します。 

• 0.1m / 0.01 m 
•1ft/ 0.1ft 

FL/FR/C/SW/SL/SR/SBL*/SBR*/FHL/FHR :距離を設定ずる 

スピーカーを選びます。 

• メこューのス peaker Confi 呂."が‘ S . Back " 設を(原58ぺージ)が" Isp " 
のときは、 " S . 日 ack " を表示しまず。 


Dist 百 nee 

リスニングポイントからス 
ピーカーまでの距離を設をし 
まず。 

あらかじめ リスこ ングポイン 
卜からを スピーカーまでの距 
離を測をしておいてくださ 
い。 


•0.00 m 〜18.0日 m / 0.0 ft -60.0 ft :距離を設定します。 

田 

•メこユーの " Amp Assign " (原己8ぺージ）および " Speaker Config ." 

(0:^58 ページ)の設定:じより、選択できるスピーカーが異なります。 

• お買い上げ時の設を： 

FL / FR / C / SW / FHL/FHR : 3.6 m (12.0 ft ) 

SL / SR / S 巨 L / S 目 R : 3.0 m (10.0 ft ) 

•をスピーカーに設をした距離の差は、目 . Om (20 ft )1： U 下になるようじ設を 
してください。 

SB 

メこユーの " Speaker Confis ." (辟58ぺージ)で、 " None " に設定したスピー 
力一は表示しません。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


託細な設定をする (Manual Setup) 


_設定 I 頁目_設定内容_ 

Distance Default ； " Distance " で設定した内容を、お買い上げ時の設逊こ戻します。 

(つづき） • Yes :お買い上げ時の設迅こ戻しまず。 

• No :お買い上げ時の設をに戻しません。 

肉 " Default " を選んで ENTER を巧ずと、 "Default Se 門 in が"というメッ 
セージが表示されまずので、 " Yes " または" No " を選び、 ENTER を押し 
_てください。_ 

Channel Level Test Tone Start :テストトーンを出力します。 

各スピーカーか6化力される • FL / C / FR / SR / SBR */ S 己 L */ SL / FHL / FHR/SW :テストトーン 
テストトーンの音量が同じに を化力ずるスピーカーを攫びます。 

なるようじ設定します。 * メこューのス peaker Confi を"が‘ S . Back " 設定(原巳8ぺージ)が" Isp " 

のときは、 " S . Back " を表示しまず。 

•-12.0 d 己〜 + 12.0 dB ( O . OdB ) :音量を調節します。 

画 

• サブウー八一の音量が" -12 dB " のときにく!を押ずと、 " Subwoofer " の 
設定:は" OFF " じなります。 

•"Channel Level " を調節ずると、調節した値をすべてのサラウンドモー 
ドに対して設をします。 サラウンドモードごとにチヤンネルレベルを調節 
したい場台は、4日ページをご覧ください。 



• メこユーの " Speaker Confis ." 設定:(屈=日8ぺージ)で、 " None " じ設定:した 
スピーカーは 表示し ません。 

.本体の PHONES 端すじへッドホンが挿入されている場合は 、 "Channel 
Level " を表示しません。 

Default : "Channel Level " で設定した内容を、お買い上圳きの設赶こ戻 
します。 

•Yes :お買い上げ時の設をに戻しまず。 

• No :お買い上げ時の設をに戻しません。 



設定を確定ずる 


( Return ) ひとつ前のメニューじ戻る 
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詳細な設定をずる (Manual Setup) 


設定 I 頁目 


設定内容 


Crossover Frequency 

各チヤンネルからサプウー 
八一に化力する低音域信号の 
上限の周波数を設定します。 
ク□スオーバー周波数は、ス 
ピーカーの低音域の再生能 
力に合わせて設をしてくださ 
い。 


Crossover :すべてのスピーカーじ対して、ク□スオーパー周波数を設 
定しまず。 

• 40Hz/ 百 0Hz/ 80Hz /g0Hz/ 100 Hz/ 11 OHz/120Hz/l 呂 OHz 
/200HZ/250HZ 

Advanced :スピーカーごとじク□スオーパー周波数を設をしまず。 

• Front/Center/Surround/S.Back/Front Height :ク□スオー 
バー周波数を設をするスピーカーを選びます。 

• 40Hz/60Hz/80Hz/90Hz/ 100 Hz/ 11 OHz/ 1 20Hz/l 呂 OHz 


/200HZ/250HZ :ク□スオーバー周波数を設定します。 


国 

• "Crossover Frequency " は、メこューの " Subwoofer Mode " 設定:(風59 
ページ）が" LFE + Main " のとき、または" Small " (こ設をしているスピー 
力一があるときじ設走: できまず。 

•ク□スオーバー周波数は、通常" 80 Hz " じ設定してください。ただし、ル 
型スピーカーをご使用(こなる場合は、より高い周波数に設定ずることを 
おずずめします。 

• " Smain こ設定しているスピーカーからは、ク□スオーバー周波数じ(下の 
音声をカットして化力しまず。カットした低音域は、サプウー八一また 
はフ□ントスピーカーから化力しまず。 

• メこューの "Subwoofer Mode " (屈=59ぺージ）の設定により、 
" Advanced " で設定:できるスピーカーが異なりまず。 

• " LFE " の場合は "、 "Speaker Confis ." で" Smain こ設定しているスピー 
力一の設定ができまず。 - Large " じ設定しているスピーカーのときは、 
"Full Band " が表示され、設定できません。 

• " LFE + Main " の墻含は、スピーカーの大きさに関係なく設定:ができます。 
Front Speaker Setup DIRECT/STEREO :ダイレクト再生、ステレオ再生およびピュアダイ 
再生モードごとに使用ずるフレクト再生 (2 チャンネル）時に使巧するフ□ントスピーカーをあらかじめ 
□ントスピーカーを設定しま設をします。 


す。 

脚 M 

メこユーの‘‘ Amp Assign " 
設定（頓=58ぺージ)が " Front 
B " のときじ設定できます。 


•A: フ□ントスピーカー A を使巧しまず。 

• B :フ□ントスピーカー巨を使用します。 

• A+B :フ□ントスピーカ ー A と日の両方を使用しまず。 

MULTI CH :ダイレクト再生、ステレオ再生およびピュアダイレクト再 
生 (2 チャンネル）1：：^外の再生モード時に使巧ずるフ□ントスピーカーをあ 
らかじめ設定しまず。 


•A: フ□ントスピーカー A を使巧します。 

• B :フ□ントスピーカー巨を使用します。 

• A+B :フ□ントスピーカ ー A と日の両方を使用します。 
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U モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


HDMI Setup 


お貢い上げ時の設定は、下おび付いている I 頁目でず。 


HDMI の峡像出力や音声出力に関する設定をします。 


設定 I 頁 目 

設定内容 

Auto Lip Sync 

出力する音声と映像の時間の 
ずれを自動的に補正します。 

ON :補正しまず。 

OFF :補正しません。 

HDMI Audio Out 

HDMI の音声の出力先を設を 

Amp :本機に接続したスピーカーで再生しまず。 

TV :本機に接続したテレビで再をします。 

しまず。 

( gHDMI コント□ール機能がはた6いているときは、本機に接続した 
テレビの音声設定を優先します(屈=39ぺージ 「 HDMI コント□-ル機 
能」)。 

HDMI Control 

HDMI 接綱した HDMI コン 
卜□ール対応機器と速動して 
操作できます。 

ON : HDMI コント□-ル機能を使巧します。 

OFF : HDMI コント□-ル機能を使用しません。 

留 

• HDMI コント□-ル機能に対応していない機器と接続した場合は 、 "HDMI 
Control " を" OFF " じ設定:してください。 

• 接続した機器の設定方法は、各機器の取扱説明書をご覧ください。 

• HDMI コント□-ル機能につい口ま、便39ぺージ 「 HDMI コント日ール機 
自目」をご覧ください。 


•"HDMI Control " を" ON " に設定している場含は、スタンバイ時の待機 

電力をるく消費し ます。 長期闇本機を使用しない場合は、電源コードを 
コンセントか6抜くことをおずずめしまず。 

• HDMI コント□ール機能は、電源をオンにずるか、スタンパイ状態のと 
きじ動作しまず。 

• HDMI コント□-ル機觸ま、 HDMI コント□-ル機能対応のテレビが動作 
の制御をおこないます。 HDMI コント□ール機能を使用するときは、'必 
ずテレビを接続してください。 

•"HDMI Control " の設定を変更した場合は、変更後必ず接続機器の電源 
を切り、電源を入れ直してください。 

Standby Source 

電源がスタンバイのときじ、 
HDMI 信号を入力ずる HDMI 
端子を設ちします。 

Last :電源を入れたとき> 前回使用していた入カソースでスクンバイし 
ます。 

HDMI1/HDMI2/HDMI3/HDMI4 ；電源を入れたとき、それぞれの入 
力端子を割り当てた入カソースでスタンバイします。 


''Standby Source " は " HDMI Control " の設定が" ON " のときに設定 
できまず。 



設定を確定ずる 


( Return ) ひとつ前の メニュー じ戻る 


























設定項目 

設定内容 

Power Off Control 

本機と外部機器の電源オフを 
連動します。 

All :入カソースに関わ6ず、テレビの電源をオフにすると、自動的に本 
機の電源がスクンバイになります。 

Video: 入カソースが巨 D / DVD / TV / SAT/CBL / GAME / V.AUX / 
DOCK のときじ、テレビの電源をオフじすると、自動的に本機の電源がス 
タンパイになりまず。 

OFF :本機はテレビの電源(こ速動しません。 

"Power 〇け Control " は、 "HDMI Control " の設定が" ON " のときに設 
走:できます。 

Audio Setup お買い上げ時の設ちは、下結び付いている頂目です。 

音声の再生に関ずる設ををします。 

設定項目 設定内容 

呂 ch DIRECT/STEREO 

2チヤンネルのダイレクト再 
生およびステレオ再生時に使 
用するスピーカーの設定をし 
まず。 

Settin 邑： 2チャンネルのダイレクト再生またはステレオ再生時に使用ず 
るスピーカーの設定ち法を運びます。 

• Basic : rSoeaker SetuoJ (囑"日8ぺージ）の設定:内容を適巧します。 

• Custom : 2チャンネル用の設ををします。この設をを選択した場合は、 

じ(下の設定をおこなってください。 

Front :フ□ントスピーカーの大きさを設定します。 

• Large :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。 
•Small :低音域の再生能力が十分でないル型スピーカーを使巧しまず。 

メこューの" Speaker Confi 呂."が‘ Subwoofer " 設を(原58ぺージ)が 
" No " のときは、自動的に" Larse "になります。 

Subwoofer :サブウー八一の有無を設定しまず。 

•Yes :サブウー八一を使巧します。 

•No :サブウー八一を使巧しません。 

メこューの" Speaker Confi 呂."が‘ Subwoofer " 設を(原日8ぺージ)が 
" No " のときは、自動的に" No " じなります。また、 " Front " の設走:が 
" Small " のときは、自動的に" Yes " じなりまず。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


託細な設定をする (Manual Setup) 


設定項目 

設定内容 

I 2巳 h DIRECT/STEREO 

(つづき） 

Subwoofer Mode :サブウー八一で再生する低音域信号を設をしまず。 

• LFE : "2 ch DIRECT / STEREO " が‘ Front " の設定:を" Large " じ設定し 
た場合は、サブウー八一か6 LFE 信号のみを化力しまず。また、 "2 ch 

D 旧 ECT / STEREO " が‘ Front " の設をを " Small " じ設定した攝合は、 LFE 
信号にフ□ントチャンネルの低音域信号を加えて 、サブウー八一から化 
力します。 

• LFE+Main : LFE 信哥こ、フ□ントチャンネルの低音域信号をがえて、 
サプウー八一か6化力しまず。 


0 "2 ch D 旧 ECT / STEREO "^" Subwoofer " の設定が" Yes " のときじ設 
をできます。 


Crossover :各チャンネルか6サブウー八一じ化力ずる、低音域信号の 
上限の周波数を設ちします。 

• 40 Hz /60 Hz /80 Hz /90 Hz / 100 Hz / 11 OHz /120 Hz / l 呂 OHz 
/200 HZ /2 呂 OHz 


画 

• "2 ch DIRECT / STEREO " が‘ Subwoofer " の設定が" Yes " のときに設定： 
できます。 

• つか DIRECT / STEREO " が‘ Front " の設定:が" Lar 呂 e " で"、 "Subwoofer 
Mode " の設定:が" LFE " のときは、 "Full Band " が表示され、設定できま 
せん。 


Distance FL / Distance FR ； 距離を設走:するスピーカーを選びまず。 

•0.00 m -18.00 m (3.60 m ) / 0.0 ft -60.0 ft (12.0 ft ) : メイ 

ンリスこングポイントか 6 スピーカーまでの距離を設をしまず。 


@フ□ントスピーカー ( L ) とフ□ントスピーカー ( R ) の距離の差は、 
6.00 m (20.0 ft ) じ(下になるように設定:してください。 


Level FL/Level FR :レベルを調節ずるスピーカーを選びます。 

•-12.0 dB ~ + 12.0 dB ( O . OdB ) :各チャンネルのレベルを調節しま 

す。 

Auto Surround Mode 

入力信号の種類ごとにサラウ 
ンドモードの設定を記'憶しま 
す。 

ON : 記憶します。入力信号の種類に対して、最後に設をしたサラウンド 
モードで、自動再生します。 

OFF :記憶しません。入力信号が変化してもサラウンドモードは切り替わ 
りません。 


国 

•オートサラウンドモードは，ホの4種類の入力信号じ巧して、最後に設 
定したサラウンドモードを記憶しまず。 

①アナ□グや PCM の2チャンネル信号 
③ Dolby Disi ね1や DTS などの2チャンネル信号 
⑤ Dolby Disi ね1や DTS などのマルチチャンネル信号 
®PCM のマルチチヤンネル信号 

• ピュアダイレクト再生中は、入力信号が変化してもサラウンドモードは 
切り替わりません。 



設定をお定ずる 


画 TURN ) ひとつ前のメニューじ戻る 
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詳細な設定をずる (Manual Setup) 


E 日 Customize 
リモコンの MULTEQ を押し 
たときじ、使巧しないイコラ 
イザーを表示しないよう(こ設 
走しまず。 



国 

"Not Used " に設定したイコ 
ライザーは、 QUICK SELECT 

じ記憶させることができませ 
ん。また、呼び化ずこともで 
きません。 


Audyssey Byp. L/R : Audyssey Byp L/R イコライサーを使用し 
ないときに設ちします。 

• Used :使用します。 

• Not Used :使巧しません。 

画 "Audyssey® Auto Setup " をおこなった後(こ、 "Audyssey Byp . L / 
_ R " の設定ができます。_ 

Audyssey Flat : "Audyssey Flat " イコライザーを使巧しないときに 
設をしまず。 

• Used :使用します。 

• Not Used :使巧しません。 

@ "Audyssey Auto Setup " をおこなった徵こ、 "Audyssey Flat " の設 
走:ができまず。 

Manual : " Manual " イコライザーを使巧しないときじ設定:しまず。 

• Used :使用しまず。 

• Not Used :使巧しません。 


Bilingual Mode 

AAC ソースやドルビーデジ 
タルの二重音声の出力内容 
を設をします。 


Main :主音声のみ化力しまず。 

Sub :副音声のみ化力しまず。 

Main+Sub ；主音声と副音声をミックスして化力しまず。 

Main/Sub :主音声は左チャンネルか6、副音声はちチャンネルか6化力 
します。 

@このモードは> 二重音声のソースを再生中に設をできます。 


U モコンの操作ボタン 


カーソルを 移動ずる 
(上/下/左/ち） 


設定頃目 


設定内容 


^^|口鬥署 I 

因 d □留盈 

因01□留恩 I 

因 i □己可，卓 


ZONE 2 Setup お買い上げ時の設定は、下括が付いている垣目でず。 


ソーン2(別の部屋)で再生ずる音声を設ちします。 

" Z 0 NE 2 Setup " は 、 "Amp Assi 即"の設走:(廣=日8ぺージ)が" Z 0 NE 2" のときじ表示します。 


設定頃目 

設定内容 

Level し ch 

左チヤンネルの出カレベルを 
調節しまず。 

-12dB~ + 12dB (OdB) 

Level Rch 

ちチヤンネルの化カレべルを 
調節します。 

-12dB~ + 12dB (OdB) 

Volume Limit 

音量の上限を設ちします。 

OFF: 設定:しません。 

-20d 己（巨 1)/-1OdB (71)/OdB (81) 

@ メニューの " Volume Display " 設定:(嚴63ぺージ)が" Absolute " のと 
きは、日〜99の範囲で表示しまず。 

Power On Level 

ゾーン2の電源を入れたと 
きの音量を設をしまず。 

Last :記憶している音量じなります。 

---(0) :常に電源を入れたときは消音状態じなりまず。 

-80d 己〜 18d 己 （ 1-99) :設定:した音量じなります。 

メこューの " Volume Display "設定(原63ぺージ)が" Absolute " のと 
きは、日〜99の範囲で表示しまず。 

Mute Level 

ミューティング時の音量の減 
衰量を設をしまず。 

Full :消音状態になります。 

-40d 己： 現在の音量か6 40 d 巨下げて再生します。 

-20d 己： 現在の音量から 20 dB 下げて再生しまず。 


( enter ) 設定をお定ずる 

( RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 












































Option Setup 


お買い上げ時の設定は、下獄 !) ホ t いている頃目でず。 


その他の設定をしまず。 


設定頃 目 

設定内容 

Volume Control 

音量に関ずる設定をします。 

Volume Display :音量の表示方法を設をしまず。 

•Relative : - -犯(最ル)、-80.5服〜18服の節囲で表示します。 

• Absolute : 0(最ル)〜99の範囲で表示します。 

国 

• "Volume Display " を設定すると 、 "Volume Limit " が ‘ Power On Level " 
の表示方法も切り替わります。 

• "Volume Display " の設思ま、すべてのソ~ンに対して適用します。 

Volume Limit :音量の上限を設走:しまず。 

•OFF: 音量の上限を設定しません。 

•-20dB (61)/-10dB (71)/0dB (81) 

Power On Level ； 電源をオンにしたときの音量を設をします。 

•Last :前◎使用したときの音量になります。 

• - - - (0) ：常に消音状態になります。 

•-80dB 〜 18d 己り -99) :設定した音量じなります。 

Mute Level :ミューティング時の音量の減衰量を設定します。 

•Full :消音状態になります。 

• -40d 己： 現在の音量か6 40 dB 下げて再生します。 

• -20dB :現在の音量か6 20 d 日下げて再生します。 

Source Delete 

使用しない人カソースを表示 
しないようじ設ちしまず。 

BD / DVD / TV / SAT/CBL / V.AUX / GAME / DOCK / 
USB/iPod / TUNER / CD :使用しない入カソースを選びます。 

•ON :使巧します。 

• Delete :使用しません。 

• をソーンで使用中の人カソースの設定はできません。 

• " Delete " じ設定:した入カソースは、 SOURCE SELECT を操作しても選択 
できません。 

On-Screen Display 

テレビ画面の表示に関する設 
走:をします。 

Screensaver :スクリーンセーバーの表示を設定:します。 

•ON : メこューの表示中、および iPod 、 US 巨/ iPod 、 TUNER 画面を表示 
中に何も操作をしない状態が3分 W 上続くとスクリーンセーバー画面(こ 
切り替わりまず。 AV <] |>を押ずと、スクリーンセーパーを解除し、 
スクリーンセーバー表示前の画面を表示します。 

•OFF :使用しません。 


y モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


託細な設定をする (Manual Setup) 


設定 I 頁 目 

設定内容 

On-Screen Display 

(つづき） 

Text: サラウンドモードや入カモード切り替えなどの操作時に、各状態 
を表示しまず。 

•ON :表示しまず。 

•OFF :表示しません。 

Master Volume :主音量調節時に主音量レベルを表示します。 

•Bottom :画面下[こ表示します。 

•Top :画面上じ表示します。 

•OFF :表示しません。 

@主音量表示が峡画の字幕に重なって見づらい場合は、 " Top " じ設をして 
ください。 

USB :入カソースが" US 巨/ iPod " のときじ、 US 巨画面の表示時間を設定： 
します。 

•Always :常じ表示しまず。 

• 30sec : 30秒間表示しまず。 

• 1 0sec :10秒間表示しまず。 

•OFF :表示しません。 

iPod :入カソースが" DOCK " または" US 巨/ iPod " のときじ、 iPod 画面の 
表示時間を設をします。 

•Always :常じ表示しまず。 

• 30sec : 30秒間表示しまず。 

• 1 0sec : TO 秒間表示します。 

•OFF :表示しません。 

TUNER :入カソースが" TUNER " のときに、チューナー画面の表示時間 
を設定しまず。 

•Always :常じ表示しまず。 

• 30sec : 30秒間表示します。 

• 1 0sec : TO 秒間表示しまず。 

•OFF :表示しません。 

Remote Preset Codes 

リモコンのプリセツトコード 
を登録するときじ、あ6かじ 
めプリセツトコードを横索し 
まず。 

「プリセットコードを登録する」（囑=66ページ）をご覧ください。 

Quick Select N 曰 me 

画面に表示される "Quick 
Select Name " をお好みの名 
前に変更しまず。 

Rename Label :を前を変更します。 

•16文字まで入力できます。 

• 文:字の入力ち法については、4目ページをご覧ください。 


( enter ) 設定を？ t 定ずる [ Eii ] ひとつ前のメニューじ戻る 
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詳細な設定をずる (Manual Setup) 


設定項目 

設定内容 

Quick Select Name 

(つづき） 

Template ： あらかじめ設定しているテンプレートの中から、 " Operation " 
と" Template " を選択して表示をを変更することができます。 

1. AV を押して変更したいクイックセレクトをを選び、 ENTER を押す。 

2. A ▽を押して " Template " を選び、 ENTER を押す。 

3. A ▽を押して " Operation " を選び、 ENTER を押す。 

• Watch/Listen to / Play/For 

4. AV < ll > を押して "Device Name " を選び、 ENTER を押ず。 

• 己 D / DVD / TV/Cable TV / Satellite / DVR / VCR / iPod / 

V . AUX / LD/Movie 

("Operation" を" Watch" じ設定しているとき） 

• CD / TUNER / iPod / MD / TAPE/Music 
("Operation" を" Listen to" に設定しているとき） 

• PC/Game ("Operation" を" Play" じ設定しているとき） 

• Father / Mother / Son/Dau 邑 hter / Brother / Sister / 

Gr 曰 ndf 曰 ther / Grandmother/Me 
("Operation" を" For" じ設定しているとき） 

Default : "Quick Select Name " を、お買い上げ時の設逊こ戻します。 
•Yes :お買い上げ時の設定に戻します。 

•No :お買い上げ時の設思こ戻しません。 

Zone Rename 

画面に表示されるソーン 2 
の表示をを、お好みの名前に 
変更しまず。 

•10 文:字まで入力できます。 

• 女:字の入力方法については、4目ページをご覧ください。 

Default :ソーン2の表示ををお買い上げ時の設逊こ戻します。 

•Yes :お買い上げ時の設逊こ戻しまず。 

•No :お買い上げ時の設定:じ戻しません。 

Display 

本体のディスプレイの明るさ 
を調節します。 

Bright :通常の明るさです。 

Dim :薄腊くします。 

Dark :腊くします。 

OFF :ディスプレイを消なします。 

@本体の DIMMER を押してち.ディスプ 

レイの明るさを調をできます。 '。匿 

DIMMER を押すたびに， W 下の順序で!^こっ〇 
明るさが切り替わります。 ^ 

1- ► Rrinhf - ► Dim -1 

- OFF - Dark - 
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u モコンの操作ボタン 


固茵 S 泣 


設定 I 頁目 

設定内容 

Setup Lock 

設定した内容を変更できない 
ようじ□ックしまず。 

ON :設定した内容を□ックします。 

OFF :設定した内容を□ックしません。 

@設定:を解除ずるときは、 "Setup Lock " を" OFF " じ設定してください。 

SB 

"Setup Lock " を" ON " [こ設定ずると、 L ソ下の設定が変更できなくなりま 
ず。また、材下の設をに関速するボタンを操作すると、ディスプレイじ 
"SETUP LOCKED !" を表示しまず。 

-メニュー操作 - Dynamic EQ @ 

- RESTORER - Dynamic Volume ® 

- MultEQ © - Channel Level 


( e ^ 設定をお定ずる 

( RETuil ひとつ前のメニューじ戻る 






































情報 （ Information) 


本機の設を状態や入力信号などの情報を表示しまず。 


項目 

設定内容 

Status 

□ MAIN ZONE 


メインソーンの設定が態を表示します。 

Select Source (入カソース選択） 

Name (ネーム） 

Surround Mode (サラウンドモード） 

Input Mode (入カモ ー K ) 

Decode Mode (デつート‘モー K ) 

Video Select (ビデオセレクト機能） 

Video Mode (ビデオモード） 

Content Type (コンテンツタイプ） 
i/p Scaler(i/p スケーラー） 

Resolution (解像度） 

Progressive Mode 〔プ□グレ、ソシプモード） 

Aspect (アスぺクト比)など 

□ Z0NE2 

ソーン2の設定:状態を表示しまず。 

Power (電源） 

Select Source (人カソース選択） 

Volume Level (音量レベル） 

@ゾーン2の" S ほ tus " は、メニューの " Amp Assi 即"を" Z 0 ME 2" に設 
走しているときじ表示します。 

Surround Mode :設をしているサラウンドモード 

Signal ；入力信号の種類 

fs :入力信号のサンプリング周液数 

Format :人力信号のチャンネル数（フ□ント/サラウンド / LFE の有無） 
Offset :ダイア□グノーマライゼーシヨンの補正値 
円 a 邑：サラウンドバックチャンネルを含む信号を入力しているときに 
表示します。入力信号が Dolby Digital EX . DTS-ES Matrix のときは 
" MATRIX "、 DTS-ES Discrete 信号などのときは" D に CRETE " を表示し 
まず。 


Audio Input Signal 

音声入力信号の情報を表示 
しまず。 


現在の設定が態を表示しま 
す。 

SB 

表示ずる内容は、人カソース 
によって異なりまず。 


ダイア□グノーマライゼーシヨン機能について 

Dolby Disi ほ I ソースの再生中、自動的に動 
作しまず。 

この機能は、プ□グラムソースごとに異なる 
標準信号レベルを自動的に補正します。 

補正値は、本体の STATUS でち確認できま 
ず。 


数字は補正値です。変更で 
きません。 


斗 , db 



y モコンの操作ボタン 



カーソルを 移動ずる 
( 上 / 下 / 左 / ち） 


I 頁目 

設定内容 

r 

3 

HDMI Information 

HDMI Signal InformationCHDMI 信号情報） 

HDMI 入化力信号や HDMI 

• Resolution (解像度） 

難 

モこ クーの情報を表示しま 

Color Space ( 色空間ち式） 


ず。 

Pixel Depth (ビット数） 

— 


HDMI Monitor InformationCHDMI モこ夕一情報） 



• Interface (インターフェース） 



Suport Resolution ( 対応解像度） 

咖 

Auto Surround Mode 

Analo 邑 /PCM (アナ □グ / PCM ) 


オートサラウンドモードに記 

Digital 2ch (デジタル2チヤンネル） 


憶している内容を表示しま 

Di 邑 ital 百 .Ich (デジタル 5.1 チヤンネル） 

m 

ず。 

Multi Ch (マルチチヤンネル） 


Quick Select 

Quick Select 1(クイックセレクトり 

— 

「クイックセレクト機能」 

Quick Select 2(クイ ックセレクト 2 ) 


(屈=41ページ）に記憶してい 

Quick Select 3(クイックセレクト 3) 


る内容を表示しまず。 

ZONE2 Quick Select 1 ( ソーン2クイックセレクト 1) 



ZONE2 Quick Select 2(ソーン2クイックセレクト 2) 



ZONE2 Quick Select 3(ソーン2クイックセレクト 3) 



• Name (ネーム） 

詞 


Input Source (入カソース） 

巧 


Video Select (ビデオセレクト機能） 



Volume Level (音量レベル） 

諭 


MultEQ® 



Dynamic EQ® 



Dynamic Volume® 



Analog/PCM (アナ □グ / PCM ) 



Digital 2 巳 h (デジ々ル 2 チヤンネル） 



Digital 已 .Ich (デジクル 5.1 チヤンネル） 

— 


Multi Ch (マルチチヤンネル） 



@ "Z0NE2 Quick Select ” は，メニユーの " Amp Assign — を" Z0NE2— 



に設をしているときじ表示します。 


Preset 加曰 nnel 

A/ 己/ C/D/E/F/G 


!プリセットチャンネルの情報 

A1 〜 A8/ 己1〜己 S/C1 〜 CS/D1 〜 D8/E1 〜 ES/F1 〜 F8/ 

iPi 

を表示します。 

G1 〜 G8 

巧 

1 TUNER 1 


が 



設定をお定ずる 


画 TURN ) ひとつ前のメニューじ戻る 
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リモコンで機器を操作ずる 


付属のリモコンじプリセットコードを登録ずると、各社の機器 
の操作ができるようになりまず。 


AV 機器を操作ずる 


■f ZONE SELECT を押して、操作 
' するゾーンを選ぶ。 

選択したソーン操作モード表示が点 
なしまず。 

•ZONE SELECT を押ずたびに、モード 
が切り替わりまず。 

main メインソーンの操作をずる 

ときに選びまず。 



ZONE/DEVICE 阳 WER 

OFF ON m ON 

[B B ] ロ ロ 

MAIN — ZONE 2- ZONF 1 
10 O 0] 

[^MP] ( 画 B) frpod^ 

I DVD I I BD I (TUNER I 〔 DOCK) 
ISATTUI (siTitBl] IGAMEI [v.AUX) 

I PHONO I 〔 CD)〔DVR I i TV i 


ZONE 2 ソーン 2 の操作をずるとき 
じ選びまず。 

Z0NE3 使用しません。 

•「リモコンで使用ずるソーンを指定ず 
る」（蚊朗ぺージ）で" 2" に設定ずると、 
メインソーンとソーン2のみ操作でき 
まず。 



ク入カソース選択ボタンを巧して、入カソースを選ぶ 
た (囑=23ぺ—ジ)。 


•手順1で選択したソーンの入カソースを切り替えまず。 
• リモコンの操作モードを次の表のようじ切り替えまず。 


入カ ソース 
選択ボタン 

本機の 
入カ ソース 

リモコンで操作できる機器 
(操作モード） 

IampI 

- 

本機(アンプ操作） 

田* 

巨 D 

BD ボ女ンじ登録している機器 

「 dvdI * 

DVD 

DVD ボタンに登録している機器 

が 

TV 

TV ボタンに登歸している機器 

|»[) * 

SAT/C 己 L 

SAT/CBL ボタンに登録している機器 

fGAMEj * 

GAME 

GAME ボ々ンじ登録している機器 


V.AUX 

V.AUX ボタンに登録している機器 

回* 

CD 

CD ボタンに登録している機器 

ItunerI 

TUNER 

本磯(チューナー操作） 

Inet / usbI 

USB/iPod 

USB 端子に接続した iPod 、 または 
USB メモリー 

liPodI 

USB/iPod 

または 

DOCK 

US 巳（こ接続した iPod 、 または iPod 
用コント□ールドック 

(dock) 

DOCK 

iPod 用コント□ールドック 


味このボタンにプリセットコードを登録ずると、本機のリモコンで 
お手持ちの機器の操作がおこなえまず。 



リモコンがアンプ操作モード W 外のときじ、下記の動作をお 
こなう場合は、 AMP を押してリモコンをアンプ操作モードに 
切り替えてください。 

•MENU を押して、本機のメニュー操作をおこなうとき 
•CH LEVEL を押して、本機のチャンネルレベルを設定ずると 
さ 

•ZONE/DEVICE ON または ZONE/DEVICE OFF をホ甲して、各 
ソーンの電源オン/オフを切り替えるとき 


3 本機または入カソースを切り替えた機器の操作をお 
こなう。 

•詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧ください。また、 
iPod 、 チューナー 、 USB メモリーの操作じついては、切下 
のページをご覧ください。 

• iPod (極つ5ページ， 26) 

•チューナー(囑=27ページ） 

• USB メモリー0^29ページ） 


プ IJ セツトコードを登録ずる 


付属のリモコンにプリセツトコードを登録ずると、お手持ちの 
DVD プレーヤーやテレビなど各社の機器の操作ができるよう 
になります。 

プリセツトコードのき録[こは、メニューの " Remote Preset 
Codes " (屈=63ぺージ)を使用してください。このメニューでは、 
付属のリモコンに登録可能なプリセツトコードを検索して、表 
示させることができまず。 

□機器の操作にほ用でをるまなボタン 

の ZONE/DEVICE ON' ZONE/DEVICE OFF 

を機器の電源オン/オフを切り替えまず。 

② AV<] >. ENTER、RETURN 

を機器のメニュー操作をしまず。 

③ MENU'SETUP、TOP MENU 

を機器のメニューを表示しまず。 

④ ►、■、化◄◄、►►、■◄◄、 

⑥ 数字ボタン (0-9. +10) 

@CH+ 、 CH- 

⑦ TV POWER、TV INPUT 

テレビの操作をおこないまず。 

このボタンは、どのモードのときでも有タカでず。 


翔^©1」モコン揺愤詳細については, 25〜29,放、69ぺージを蟲< だ 
さい。 
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プ u セツトコードを 登録ず る 


ess and 
h [Power 
put Cod 
ess any 
vice [e . 
CK 1] : OK 


r 

t 

n 

r 

e 

I 


up Remote 

ress [Source] button. 


□お買い上げ時に設定されているプリセツトコード 

お買い上げ時の設をでは、を入カソース切り替えボタンに 
次の機器を登録していまず。ご使用になる機器に合わせて 
変更できまず。 


4 AV を巧して、 "Manual 
Setup" ヴ ‘Option Setup " 嗦 
"Remote Preset Codes" を選 
び、 ENTER を巧す。 


4—5.Option Setup 

1 . V 0 Iume Control 

2. Source Delete 
3.On-Screen Display 


5. Quick Select Name 

6. Zone Rename 

7. Display 
丄 

し [ENT]_:Select_[RTN]_:BackJ 


5 


AV を押して、プリセット登 
録したい機器のカテゴリーを選 
び、 ENTER を巧す。 


tegory : DVD 
and : DEMON 

de [1/3] : BligliMil 


* iPod 巧コント□-ルドックを使巧しない場合は、 DOCK じ他の機器 
のプリセットコードを登録できます。 

SB 

•TUNER および NET/USB じはプリセットコードを登録できま 
せん。 

•iPod にはプリセットコードを登録しないでください。 

このボクンは、 iPod のプレイボクンも兼ねていまず。 


4-5-4. RC Preset Codes 
Category Search 


CD 

CD Recorder 
CABLE 
CABLE/PVR 
DVD 
丄 

、 [ENT] : Se t ect [RTN] : Back 


3 二 MS MODE 

凶 r > 10 

TUNINGT TUNINGA 

回因因回 

MUUEa D 化 Eil.VSl 凸 -DSX ]EST ： i;:n 

ロロ ロロ 

STANDARD D/ST Si 州 LATIO 、 

□ □□n 

のの回の 

•" TV "、" TV / DVD "、" TV / VCR " カテゴリーは、 TV ボタンの 
みプリセツトコードの登録ができまず。 

6 A ▽を押して、ブランド名の頭文字を選び、 

ENTER を巧す。 


T お turnI 


Ca 

Br 

Co 

Set 

1. P 

2. P 
bo 

3. I 

4. P 
d 

l[QU 



•頭文字は、1、 A 〜 Z で表示しまず。（各カテゴリーで、ブラ 
ンドがを在ずる頭文字のみ表示しまず。） 

数字で始まるブランドをは、 "1" を選んで<ださい。 


8 リモコンコードとリモコンのフリセツト登録の操作 
手順を表示します。 


>* 

顏 


脚 

誰 


ii 

巧 

m 


Q プリセツト登録したい機器の入カソース切り替えボ 

ヴタン （ DVD 、 BD 、 SAT / CBL 、 DOCK 、 V . AUX 、 GAME 、 
CD または TV ) を押す。 

•TV ボクンには、 " TV "、" TV / DVD "、" TV / VCR " カテゴリー 
のプリセツトコードのみ登録できまず。 


POWER ON と ZONE/DEVICE ON を 3 砂 U 上同 

* U 時に押す。 

ソーン操作モード表示が2回点滅しまず。 


7 A ▽を押して、フランドちを選び、 ENTER を押す。 


.Brand [ 1/1 ] 

T 

- DVD - 


D a n t a X 

D e n 0 n 

D i s n e y 

DSE 

Durabrand 


[ENT] : Se 1 ec t 

[RTN] : Back 


• ブランド名が複数ページある場合は、 CH +または CH - を押 
ずと、ページを切り替えることができまず。 

混就 

リストじご希望のブランドをが表示されない場合は、本機に 
付属のリモコンで、ご使用の機器を操作ずることはできませ 
ん。このような場合は、ご使用の機器に付属のリモコンを使 
用して操作してください。 


ZONE SELECT を巧して、ゾーン操作モードを 
"MAIN" じ切り替える。 

リモコンのソーン操作モード表示の" MAIN " が点好しま 
ず。 


AMP を押して、リモコンをアンプ操作モードじす 
る。 


3 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニユーを表示します。 


入カ ソース 
選択ボタン 

カテゴリー 

ブランド 

プリセット 

コード 

间 

プルーレイディスクプレー 
ヤー 

DEMON 

32258 

[ dvdI 

DVD プレーヤー 

DEMON 

32134 

因 

テレビ 

SONY 

10810 

fSAT / CBL ] 

衛星チューナー 
(セットトップボックス） 

DirecTV 

01377 

Imme ) 

ケープルテレビ 
(セットトップボックス） 

Motorola 

01376 

fvAUX ) 

DVD プレーヤー 

DEMON 

32134 

间 

CD プレー中一 

DEMON 

42867 

fDOcicl * 

iPod 用コント□ールド、ソク 

DEMON 

42517 


訝 

a 

m 


I -- k. 

N] c C. 
• 09 e ] M 
c e - h N • 


u D + 

T 


占 

I も 

hii 


因®®回 u 

@ 画画励 

II 画画回 

四画画画 
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プ u セツトコードを登録する 


機器を操作ずる 


t e g 0 r y 
and 

d e [1/3] : 
up Remo t 
r e s s [So 
r e s s and 
t h [Power 
n p u t Cod 
r e s s any 
e V i c e [e. 

I CK 1] : OK 


Ca 

Br 

Co 

Set 

1. P 

2. P 
bo 

3. I 

4. P 
d 

L[QU 


•正しく登録できたとき 
ーソーン操作モード表示が2回点滅し 
まず。 

• 正しく登録できなかったとき 
ーソーン操作モード表示が1回ゆっく 
りと点滅しまず。手順9から操作を 
やり直してください。 

•番号を聞違えて入力した場合 
一 POWER ON を1回押し、手順9か 
ら操作をやり直してください。 


1クご使用の機器の操作をおこない、 
操作できるか確認する。 

•機器を操作できた場合は、 QUICK 
SELECT 1 を押ず。 

一手順13へ進んでください。 
•機器を操作できない場合は、 QUICK 
SELECT 2 を押ず。 

^手順14へ進んでください。 


DfF 的 

国- 日） 


POWER。" 

尸 


MAIN -Z0NE2-Z0NI 
10 〇 0 ] 

[ sELtal 励 に:3 

I DVD I 〔 BD i 如 ER) [dock] 

I SAT hi] (["柳 I IGAM 弓り .A 刖 I 
I phono] 〔CD I ID 州 ） 〔TV I 



岛 1►1 

TUNINGT _ _ TUMNGA 

回因因因 

mJJEO GV :, こむ A.DSX M ： r ； n：n 

□ ロロ ロ 

STANDARD 0/S7 SIMULATION ■aililM 

□ □□n 

のののの 
のののの 
ISHIFT ) 厂3 ) I 0 J 阿 0) 

|| 、《リ;叫 __ . MEMORY 

■ 竺 ； .J SLEEP PAflTv 

DEMON 


□ブルーレイデイスクプレーヤ ー/ 

HD DVD プレーヤ ー/DVD プレーヤ ー / 
DVD レコーダー 


が属のリ モコンは、本機 W クトのコンポーネント製品も操作でき 
まず。 


0~ 9を押して、5巧①コードを入力する。 

'' ボタンの入力は、10秒 W 上の圍隔を空けずにおこなって 
ください。 



DEMON 


メーカーじよってはプリセツトコードを数種類持っていまず。 
動作しない場合は別のコードを入力してください。 

お手持ちの機器のお式や年まによつて、操作できないボタンが 
ありまず。 


* 機器によっては、電源オン/スクンパイの動作じなる場合があります。 


*# 入カソースを切り替える （屈 =23 
I ぺージ)。 


2 機器を操作する。 

•詳し < は、を機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 


操作ボタン 

機能 

ZONE/DEVICE ON 

電源オン* 

ZONE/DEVICE OFF 

電源スタンパイ* 

CH +•- 

チャンネルの切り替え 
(アップ/ダウン） 

MENU 

(ポップアッスメこユー 

TOP MENU 

トツプメこユー 

AV< > 

カーソル操作 

ENTER 

船 

SETUP 

セットアップ 

RETURN 

リターン 

◄◄ ►► 

マこユアルサーチ 
〔早戻し/早送り） 

► 

再生 


オートサーチ（頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

0-9, +10 

タイトルまたはチャプターの選択/ 
チャンネルの選択 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンバイ 
〔お買い上げ時の設定： SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 
〔お買い上げ時の設定： SONY ) 


13 


次の画面を表示し、プリセットコードの登録を完 
了します。 


Press [AMP] button. 

And Press [Enterj button 
to return MENU. 

[ENT] : OK J 


• メニユー画面に戻りまずので、 AMP を押した後、 ENTER を 
押してください。 

次のいずれかの画面を表示します。 

① ② 



•上記の画面をお3秒闇表示 
後、自動的に次のプリセ、ソ 
卜登録画面に進みまず。 

【①の画面が表示された場合】 

次に表示されるプリセットコードで動作ずる可能性がありま 
ず。プリセット登録画面に進みまずので、手順9〜12をく 
りおしおこなってください。 

陪の画面が表示された場合】 

本機に付属のリモコンで、ご使用の機器を操作できませ 
ん。ご使用の機器に付属のリモコンを使用してください。メ 
ニュー画面に戻りまずので、 AMP を押してから ENTER を押 
してください。 
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POWER ON と ZONE/DEVICE 

ON を 3 砂じ Lb 長押しする。 

ソーン操作モード表示が2回点滅 
しまず。 


I 圃扣吁巧 こ' 

I a 回 [ 


9、8、1の順に押す。 

ディスプレイの" MAIN " 表示が 4 回 
点滅しまず。 

ずべての設走がお買い上げ時の設走 
じ戻りまず。 


口 [ 

.1 AIN - Z 0 NE 2- Z 0 NE 3 


CTfSiM に:3 

、 [PVPj I BO 1_ | " 刷 I fpOCKI 


の cm CED の 

_ 43C D[r —nil 

LC LLJ をの 

JKI M\n OQFIS ... 

I 洲の LLJ の い 10J 

U い MEISJ .... —. MEMORY 

r&aa CD 

Lpow 印四 inputJ sleep party 


* 機器じよっては.電源オン/スクンバイの動作じなる場合があります。 

□衛星チユーナー(セットトップボックス） 
(SAT)/ ケーブルテレビに BL)/IP テレビ 


リモコンをお買い上げ時の設定に戻しまず。 


•f POWER ON と ZONE/DEVICE 

* ON を3砂じ Lb 長巧しする。 

ソーン操作モード表示が2回点滅し 
まず。 


2 ZONE SELECT を巧す。 

ソーン操作モード表示が2回点滅し 
まず。 


〇1- 3を押して、使用するゾ ー 
W ンを設定する。 

ソーン操作モード表示が2回点滅し 
まず。 

【設定できる項目】 

1"メインソーン"のみ使庙するとき 

2 "メインソーン"/"ソーン 2" を使用ずるとき 

3 "メインソーン"/"ソーン 2"/" ソーン 3" を使庙するとき 
(お買い上げ時の設を） 



□DVD レコータ ー(PVR)/ ビデオデッキ 



□テレビ 


OFF 6^ _ 口 P . _ 化 _ 

因 B1 ロ ロ 

MAIN—ZONE2-ZONE3 


ZONE SELECT を押したときに、 
で操作できるようじなりまず。 


設定したソーンのみリモコン 


□CD プレーヤ ー/CD レコーター 


>* 

顏 


脚 

瞧 


痛 

巧 

m 


操作ボタン 

機能 

ZONE/DEVICE ON 

電源オン* 

ZONE/DEVICE OFF 

電源スタンバイ* 

AV < > 

カーソル操作 

ENTER 

巧定 

イイ ►► 

マこユアルサーチ 
(早戻し/早送り） 

► 

再生 


オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

0-9. +10 

巧の選択 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンパイ 
(お買い上げ時の設定:： SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設走:： SONY ) 


* 機器じよっては、電源オン/スクンバイの動作にな 


る場合がありまず。 


な器を操作ずる 


操作ボタン 

機能 

ZONE/DEVICE ON 

電源オン* 

ZONE/DEVICE OFF 

電源スタンバイ* 

CH+,- 

チャンネルの切り替え 
(アップ/ダウン） 

MENU 

メこユー表示 

AVd > 

カーソル操作 

SETUP 

セットアップ 

ENTER 

巧定 

RETURN 

リターン 

◄◄ ►► 

7こユアルサーチ 
(早戻し/早送り） 

► 

再生 

\« 

オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

0-9. +10 

チャンネルの選択 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンバイ 
(お買い上げ時の設を： SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設走:： SONY ) 


操作ボタン 

機能 

ZONE/DEVICE ON 

電源オン* 

ZONE/DEVICE OFF 

電源スタンパイ* 

CH +,- 

チャンネルの切り替え 
(アップ/ダウン） 

MENU 

メこユー表示 

AVO > 

カーソル操作 

ENTER 

確定 

SETUP 

ガイド 

RETURN 

リターン 

◄◄ ►► 

7こユアルサーチ 
(早戻し/早送り） 

► 

再生 

\« 

オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

0-9. +10 

チャンネルの選択 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンパイ 
(お買い上げ時の設走:： SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切 y 替え 

(お買い上げ睛の設走:： SONY ) 


操作ボタン 

機能 

ZONE/DEVICE ON 

電源オン* 

ZONE/DEVICE OFF 

電源スタンバイ* 

CH+,- 

チャンネルの切り替え 
(アップ/ダウン） 

MENU 

メこユー表示 

AV < > 

カーソル操作 

ENTER 

巧を 

SETUP 

セットアップ 

RETURN 

リターン 

イイ ►► 

7こユアルサーチ 
(早戻し/早送り） 

► 

再生 

1 知 

オートサーチ(頭化し） 

II 

一時停止 

■ 

停止 

0-9, +10 

タイトルまたはチャプターの選択/ 

チャンネルの選択 

TV POWER 

テレビの電源オン/スタンパイ 
(お買い上げ時の設定:： SONY ) 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

(お買い上げ時の設定:： SONY ) 


訝 

巧 

m 


ち 


II 山 (SHriUll IMOH 

〇 a a 


リモコンを初期化ずる 










IJ モコンで使用ずるゾーンを指定ずる 


固画画因 

画函图画 

國田画面 

因画画画 



I 国！！一已〔毎蓋0 

因 C | □宙畳豆 i 

囚晋む毎畳温 i 

I 国習覃毎黒 


0画因因 

画画图画 

國置因 

因画画画 


J 晒1 - 

间日！^11育 


因 I 因 Cd 巧福 ®！ s 

の一 QI □毎恩鸟忌 
因啤客留留恩 1 — 
固〇□早卓 m 



3 


[ 


@画阿田题 

画画@画 I 

國画画回 

因画！一画 



i 国 I 因 nl 一回面恐百 

因一品□巧 e 鸟0 i 

因 Is 回を坦〔 

国窗3|吕を|!^^ 


* 機器じよっては、電源オン/スタンバイの動作になる場合があります。 


* 機器(こよっては、電源オン/スタンバイの動作じなる場合があります。 
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各部の名前 


フロント A ネル 


を部のはたらきなど詳しい説嘿こついては、 （） 巧のページをご覧ください。 



〇電源ボタン (ON/STANDBY) '…… の、 14) 

本機の電源をオン/スタンバイに切り替え 
まず。 

0電源表示 . (14) 

©へッドホン端子 (PHONES) 

ヘッドホンのプラグを差し込むと、スピー 
カーおよびプリアウト端子から音が化なく 
なりまず。 

ヘッドホンをご使用じなるときは、音量を 
上げずぎないようじご注意ください。 


〇クイックセレクトボタン 

(QUICK SELECT). (41、 43) 

@ メ ニューボタン （MENU). (47) 

包力ーソルボタン （ AV <1 !>). (45 〜4の 

0エンターボタン （ENTER). (45 〜4の 

包リターンボタン （RETURN) …… （45 〜4の 
©サラウンドモード 

切り替えボタン . （30,84) 


⑩セットアップマイク端子 

(SETUP MIC). り0、38) 

の USB/iPod 端子 . (21) 

の 主音 量 調節つまみ 

(MASTER VOLUME). (23) 

®V.AUX 入力端子 (V.AUX INPUT) …… (20) 
瓜主音 量 表 TIT 

瓜ディスブレイ . （71) 

⑩リモコン受光部 . （74) 

の チユーニングプリセットボタン 

(TUNING PRESET). (28) 

⑩入カソース切り替えつまみ 

(SOURCE SELECT). (23、 42) 

巧) ゾーン2選巧ボタン 

(ZONE2 SELECT). (42) 

⑩ゾーン2用電源ボタン 

(ZONE2 ON/OFF). (42) 

の iPod PLAY ボタン . (27) 


@ピュアダイレクトボタン 

(PURE DIRECT). (32) 

@ RESTORER ボタン .(57) 

©DYNAM に EQ 贷ボタン . (己己) 

©DYNAMIC VOLUME® ボタン . 巧 6) 


饭 MULTEQ® ボタン . 巧5、 62) 

③ディマーボタン （DIMMER).(64) 

⑩ステータスボタン （STATUS).(65) 



〇デコーダー 表示 

各デコーダーが動作しているときじ点好し 
まず。 

0入力信号表示 

@インフォメーシヨンディスプレイ 

入カソースを、サラウンドモード、設定値 
などを表示しまず。 

〇フロントスピーカー表示 

フ□ントス ピーカーから 音声を 化 力してい 
るときじ点なしまず。 

包クイックセレクト表示 

Quick Select 機能を設走している表示が 
点巧しまず（屈=41ぺージ「クイックセレク 
卜機能」)。 

@ZONE2 表示 

ソーン2 (別の部屋）の電源が入って入ると 
きじ点なしまず (13=42 ページ)。 

©主音量表示 

音量レペルを表示します。 

設定操作中は、メニュー番号を表示します。 


包スリーブタイマー表の 

スリープクイマーを設走しているときじ点 
归しまず ( itS =40 ぺージ)。 

包ミュート表示 

ミューティング中に点なしまず0^23ペー 
ジ)。 

⑩ AUDYSSEY 表示 

"Dynamic EQ " (屈=55ぺージ)と " Dynamic 
Volume " (屈=56ぺージ)の設定により、次 
のように点巧しまず。 

■'Dynamic EQ " および 
■'Dynamic Volume " の設定が 
" ON " のとき 

■'Dynamic EQ " の設定が 
" ON"、"Dynamic Volume " の 
設定が" OFF " のとき 
■'Dynamic EQ " および 
■'Dynamic Volume " の設定が 
" OFF " のとき 


AUDYSSEY 
MULTEQ 
DYN VOL 


AUDYSSEY 
MULTEQ 
DYN EQ 


AUDYSSEY 

MULTEQ 
























































































































































































ディスプレイ 


リアパネル 


のサラウンドバック表示 

サラウンドバックス ピーカーから 音声を 
化力しているときじ点なしまず〇13=朗ぺ一 
ジ)。 


の入カモード表示 

を人カソースの音声入カモードの設をによ 
り点なしまず(屈=51ページ)。 

巧) RESTORER 表示 

RESTORER モードが違ばれているときじ 
点なしまず(屈=57ぺージ)。 


の HDM 康示 

HDMI 接続で再生しているときに点なしま 
ず。 

(©チューナー受信モード表示 

入カソースが" TUNER " のとき、放送局の 
受信状態により点なしまず。 

STEREO: FM モードで、ステレオ放送を 
受信したときに点なしまず。 

TUNED: 放をを受信したときに点なしま 
ず。 

AUTO: オートチューニングモードのとき 
に点なしまず (03=27 ページ)。 


詳しい説明じついては、 （） 内のページをご覧ください。 



OFM/AM アンテナ端子 

(TUNER ANTENNA).(22) 

0アナログ音声端子 . （19 〜 22) 

包プリアウト端子 

(PRE OUT). (8、35〜3の 

OS ビデオ端子 (S-VIDEO).(21) 

〇ビデオ端子 (VIDEO).(19,20) 

包コンポーネントビデオ /D5 端子 

(COMPONENT VIDEO).(20) 


0スピーカー端子 

(SPEAKERS). (8、35〜3の 

包 AC インレット (AC IN). 做 

包 HDMI 端子 .(18) 

のデジタル音声端子 

(OPTICAL/COAXIAL). り9、 20) 

の ドックコント ロール 端子 

(DOCK CONTROL).(21) 


端す内部のピンには絶巧に触れないで < だち 
い。静電気を引き起こし、巧障の原因になる 
ことがありまず。 
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リモコン 


を部のはたらきなど詳しい説明については、 （） 巧のページをご覧ください。 




0- 


か 


か 


©- 




ム UlML/ULViOL rUVVLIl 

__ 日 E し —— 0_N_' . 口口 ", 

■ i 國巧 ;□ 口] 


MAIN—Z0NE2-ZONES 
〇 0ミ01 


!>—— © 


国 fill [nET ； IISB| I iPod 

〔 DVD〕〔BD I I TUNER I 〔 DOCK ]； 
[sATTujilSAT/CBlI (gAME| IV'AUX 〕： 



本機はソーン 3 の巧生じ対応してい 
ません。（リモコンのソーン操作モー 
ドを" Z 0 NE 3" じ設定したまま本機 
を操作ずることはできません。） 
操作は、 " MAIN ( ZONE )" または 
" Z 0 NE 2" を違んでおこなってくだ 
さし、 


TUNINGT _ _ TUNINGA 

.心加—出—尚. 

T^OLTEC'BfNWSr'A-DSX RESTORER 


r'A-DSX RESTORER 

の a —— ^ 

■SfivfurgnCTt — 化 — 

LO . iLJ —— ^ 


口 - 1 

で mTOR 口 " 

、口 J . _、 

11 j 厂 2 ) 1 3 J ro 

. / ABC DEF GHI 

I O I 6 J をを 

. MNO . PQRS TUV 

H SHIFT] :〔 9 I I 0 」〔+10 ) 

Lp 護 、■仰で - こ V- ■ 师 1 师 M' 

iLJ 

PARTY 







inn 12 ] 「 3 つ 山 i 

! . I ABC DEF GHI ； 

狂ののの r ® 

i JKL MNO PQRS し .M", 

、 い i )—© 

I WXYZ 一 *; MEMORY 




O ゾーン / デバイス用電源ボタン…(42、日 6) 

0ゾーン操作モード表示 . （42、日 6) 

0入カソース選択ボタン . （23,42) 

〇クイックセレクトボタン 

(QUICK SELECT ). 〔41、 43) 

©ミューティングボタン （ MUTE )'''(23、42) 

包チャンネルボタン （ CH ).(2 ス 68) 

0 ソース 選巧ボタン 

(SOURCE SELECT ). (23、 42) 

包メニューボタン （ MENU ).(47) 

包力ーソルボタン （ AV<l >).(45—47) 

⑩サーチボタン （ SEARCH ). (24、4の 

の システムボタン . （25、26、29、日 8) 

•スキップボクン（ l ◄◄、►►1) 

•プレイボクン(►〇 
•サーチボクン(◄◄、 ►►) 

•ポーズボクン (II) 

•ストップボクン （■) 

チューナーシステムボタン .（2 の 

• FM / AM バンド切り替えボタン （ BAND ) 
•チューニングモード切り替えボタン 
( MODE ) 

•選局ボタン (TUNING ▲▼) 


の Audyssey ボタン . （55、56、日の 

• MULTEQ ® ボタン 

•Dynamic EQ®/Dynamic Volume ® ボ 
クンの YN EQ / VOL ) 

のサラウンドモードボタン .（30 〜 32) 


•スクンダードボクン ( STANDARD ) 
•ダイレクト/ステレオボタンの / ST ) 
• DSP シミュレーションボタン 
( SIMULATION ) 

の SHIFT ボタン .（2 ス 46) 


瓜テレビ操作ボタン 

(TV POWER / INPUT ). (68、 69) 

のリモコン信号送信窓 .(74) 

の 電源操作ボタン 

(POWER ON / OFF ). (9、 14) 

⑩主音量調節ボタン ( VOL ).(23) 

巧) チャンネルレベル謂節ボタン 

(州 LEVEL ).(40) 

⑩リターンボタン （ RETURN ) ……（化〜4の 

@エンターボタン （ ENTER ).(45 〜4の 

©RESTORER ボタン . 巧の 

@ピュアダイレクトボタン （ PURE ) …… (32) 

还)数字ボタン .（2 ス68、日 9) 

@文字入カボタン .(46) 

饭メモリーボタン （ MEMORY ).(2 の 


@ス IJ - ブタイマーボタン ( SLEEP ) … (40) 

因 

NET/USB は、本磯の USB 端子に接続してい 
る iPod または USB メモリーのソースに切り 
替えるボタンです。 

また、別売りの DEMON 製 iPod 用コント □- 
ルドック ASD -3 N / ASD -3 W を本磯に接続 
ずると、 iPod 用コント□ールド、ソクのネット 
ワーク機能を使用して、ネットワークに接続 
ずることもできまず。操作のしかたは 、 iPod 
用コント□ールドックじが属の取扱説明書を 
ご覽ください。 



本磯では、 SATTU 、 PHONO 、 DVR、MONITOR 
SELECT 、 A - DSX および PARTY ボタンは使用 
しません。 































































































































U モ 3 ン 


度電おの入れかた 


①裏ぶたを矢印のちまへスラ②乾電池 (2 本)を乾電池収納 
イドさせて取り外ず。 部の表示に合わせて正しく 


入れる。 

単3お乾電池 




③裏ぶたを元通りにずる。 


脚 M 

•リモコンには単3お乾電池をご使用ください。 

•リモコンを本機の近くで操作しても本機が動作しないときは、 
おしい乾電池と交換して<ださい。（付属の乾電池は動作お 
認用でず。早めに新しい乾電池と交換してください。） 
•乾電池は、リモコンの乾電池収納部の表示通りに®側-© 
側を合わせて正しく入れてください。 

•破損-巧漏れの恐れがありまずので、 

•新しい乾電池と使用済みの乾電池を混ぜて使用しないで< 
ださい。 

• 違う種類の乾電池を混ぜて使用しないで< ださい。 
•乾電池は充電しないで<ださい。 

•乾電池をショートさせたり、分解や加熱または义にお入さ 
せたりしないでください。 

•電池を直射日光のあたるところや暖房器具の近くなど高温 
じなるところに置かないでください。 

•万一、乾電池のあ漏れがおこったときは、乾電池収納部内に 
ついたあをよ<拭き取ってからま斤しい乾電池を入れて<ださ 
い。 

• リモコンを長期聞使用しないときは、乾電池を取り出してく 
ださい。 

• 不要じなった乾電池を廃棄ずるときは、お住まいの巧域のを 
例にしたがつて処理をしてください。 
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リモコンの使いかた 

リモコンはリモコン受光部に向けてご使用ください。 



リモコン受光部に、直射日光やインバーター式堕光好の強い化 
またはホ外綜が当たると、誤動作をしたり、リモコンが操作で 
きなくなったりずる場合がありまず。 












その他の厦巧 


□ 登録商標について（煩=75ぺージ） 
□ ヴラウンド（煩=76ぺージ） 

□ 用語の解説（惕=80ぺージ） 


登録商標について 


本製品は、次の巧術を操用していまず。（順不同) 


田 DOLBY 

trueTTV I 

PRO LOGIC llz 1 

ドルビーラボラトリーズからの実施権 
じ基づき製造されています。 Dolby 、 

ドルビー 、 Pro Logic およびダブル D 
記号は、ドルビーラボラトリーズの商 
標です。 

Octts-HD 

Master Audio 

本機は DTS . Inc . か6のライセンス 
契糸がこ基づき製造されています。米 
国特許第5.451,942号、 5.956.674 
号、己.974.380号、日,978.762号、 

6,22目.61目号目，487.535号、 
7.212.872 号、 7.333,929 号、 

7,392,19己号、7,272,567号その 
他、米国内および国外特許もしくは 
特許化願物。 DTS の□ゴ、シンポ 
ル 、 DTSHD および DTS-HDMaster 
Audio は、 DTS , Inc . の商標です。 

DTS . Inc .©1996-2008 DTS . Inc . 版 
権所有。 

HESmi 

HDMLHDMI □ゴおよび Hi 呂 h - 
Definition Multimedia Interface は、 
HDMI Licensing , LCC の商標または 
登録商標です。 

DYNAMIC VOLUME 

本徽ま 、 Audyssey Laboratories '^*^ 

か6のライセンス契約に基づき製造 
されています。米国共同で外国特 
許審議中 。 Audyssey MultEQ © 
Dynamic EQ @ および Audyssey 
Dynamic Volume ® は 、 Audyssey 
Laboratories の商標です。 


Made for 

圖 iPod P iPhone 


Made Tor iPod , and Made for 
iPhone ," mean that an electronic 
accessory has been desi 呂 ned to 
connect specifically to iPod , or 
iPhone , respectively , and has been 
certified by the developer to meet 
Apple performance standards . 
Apple is not responsible for 
the operation of this device or 
its compliance with safety and 
regulatory standards . 
iPhone . iPod . iPod classic , iPod 
nano . iPod shuffle , and iPod touch 
are trademarks of Apple Inc ., 
registered in the U . S . and other 
countries . 

• iPhone 、 iPod、iPod classic、iPod 
nano、iPod shuffle および iPod 
touch は、著作権のないコンテンツ 
または法的に複製、再生を許詰され 
たコンテンツを個人が私的に複製、 
再生ずるためじ使用許諾されるもの 
です。著作権の侵害は法律上禁止さ 
れていまず。 
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サラウンド 


本機に内蔵のデジタル信号処理回路のはたらきにより、プ□グラムソースを映画館と同じ廊場感でサラウンド再生をお楽しみいただけまず。 

サラウンドモードとパラメータ ー— 覽表 

この表は、各サラウンドモードのときに再生できるスピーカーと、各サラウンドモードのときじ調節できるサラウンドパラメーターを示したものでず。 

表の中の iB 号について 

〇音声を化力ずるチャンネル、または設定できるサラウンドパラメーターを示しまず。 

◎音声を化力ずるチヤンネルを示しまず。ただし、 "Speaker Confi 夏." （煙ページ)の設定じより化力ずるチヤンネルが異なりまず。 


サラウンドモード 

陆 3 日ぺージ） 

チャンネル出力 

Surround Parameter(ii^52 ぺージ） 

フロント 
左/ち 

センター 

サラウンド 

左/ち 

サラウンド 

バック 

左/ち 

フ□ントハイト 
左/ち 

サブウーハー 

Mode 

像班ぺージ ) 

Cinema EQ. 

ホ 己 

お度ぺ一巧 

DRC 

*9 

(風醒ぺ一巧 

D. Comp 

本 10 

( 囑 = 醒ぺージ ) 

LFE 

*11 

( 極 = 醒ぺージ ) 

Delay l ime 
(屈 =53 ぺージ ) 

Effect Lev. 

(犀 =53 ぺージ ) 

Room Sue 

妃 53 ぺージ ) 

PURE D 旧 E 灯 

〇 





程)*ゴ 



〇 

〇 

〇 




DIRECT (2 チャンネル） 

〇 





◎ *3 



〇 

〇 





DIRE 灯 （ 7 ルチチャンネル） 

〇 

◎ 

◎ 

©*1 

◎ *1 

◎ 



〇 

〇 

〇 




STEREO 

〇 





◎ 



〇 

〇 

〇 




MULTI CH IN 

〇 

〇 

◎ 

© 

◎ *2 

◎ 


〇 



〇 




DOLBY PRO LOGIC Hz 

〇 

〇 

◎ 


◎ 

◎ 

0*4 

〇 

〇 

〇 





DOLBY PRO LOGIC Ex 

〇 

〇 

◎ 

© 


◎ 

〇 

が 6 

〇 

〇 





DOLBY PRO LOGIC n 

〇 

〇 

◎ 



◎ 

〇 

0*7 

〇 

〇 





DTS NEO : 目 

〇 

〇 

◎ 

© 


◎ 

〇 

0*6 

〇 

〇 





DOLBY DIGITAL 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 


◎ 


0*8 


〇 

〇 




MPEG-2 AAC 

〇 

© 

◎ 

© 

◎ *2 

◎ 


0*8 



〇 




DOLBY DIGITAL Plus 

〇 

© 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 


0*8 


〇 

〇 




DOLBY TrueHD 

〇 

© 

◎ 

© 

◎ *2 

◎ 


0*8 

〇 


〇 




DTSSURROUND 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 


0*8 


〇 

〇 




DTS 96/24 

〇 

◎ 

◎ 

© 

◎ *2 

◎ 


0*8 


〇 

〇 




DTS-HD 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 


0*8 


〇 

〇 




DTS Express 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 


0*8 


〇 

〇 




MULTI CH STEREO 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 




〇 

〇 




ROCK ARENA 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 




〇 

〇 


〇 

〇 

扣口 CliJB 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 




〇 

〇 


〇 

〇 

MONO MOVIE 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 




〇 

〇 


〇 

〇 

VIDEO GAME 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ *2 

◎ 




〇 

〇 


〇 

〇 

MATRIX 

〇 

© 

© 

© 

◎ *2 

◎ 




〇 

〇 

〇 



VIRTUAL 

〇 





◎ *3 




〇 

〇 





* 1 各チャンネルの入力信号が含まれる場合に音声を出力しまず。 

*2 メニユーのス urround Parameter" 嗦 "Front Hei 呂 ht" 設定(極 =54 ぺージ)が" ON" のときに、フ□ント八イトスピーカーか 6 音声を出力しまず。 
*3 メニユーのス ubwoofer Mode" 設定(厨日 9 ぺージ)が" LFE+Main" のときのみ、サブウーハーか 6 音声を出力します。 

*4 このサラウンドモードを選択したときは、メニユーのス urround Parameter" が ‘ Mode" 設定(風 52 ぺージ)が" Height" モードで固定じなります。 
* 己入力信号のサンプリング周波数が 96kHz を超過する HD AucHo の塌合、このサラウンドパラメーターを設定できません。 

去目この項目は、メニユーの" Surround Parameter" が‘ Mode" 設定(原日 2 ぺージ)が‘‘ Cmema" のときに設をできまず。 

*7 この項目は、メニユーが‘ Surround Parameter" が ‘ Mode" 設定(風日 2 ぺージ)び" Cinema" または" Pro Logic" のとき【こ設定て‘きまず。 

*8 この項目は、メニユーが‘ Surround Parameter" が ‘ S.Back" 設定(囑"日 3 ぺージ)が" PLIIx Music" のときは設定できません。 

*9 この項目は、 Dolby TrueHD 信号を再生時に選択できまず。 

*1 日この項目は、 Dolby Digital および DTS 信号を再生時に選ができます。 

*11 この項目は、 Dolby Digi おし DTS および DVD 才ーディオを再生時に選択できます。 
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サラウンドモード 
(頓=3日ぺージ） 

Surround Parameter ( ii ^ 已 2 ぺージ ） 

Tone 

本1己 

(厮54ぺ一巧 

Audyssey Settings * ^〇([1^55ぺージ ） 

RESTORER 

*19 

c 保巳7ぺージ) 

AFDM 

串 12 

(頓 =53 ぺージ) 

S.Back 

艇53ぺージ) 

Front Height 

*13 

(煙=54ぺージ) 

Height Gain 
(贷54ぺ一处 

Subwoofer 

(贷54ぺ一巧 

PRO LOGIC n/Hx Music モードのみ 

NEO : 日 Music 

モードのみ 

Panorama 

(徑=53ぺージ) 

Dimension 

插53ぺ一巧 

Center Width 

(煙=53ぺージ) 

Center Image 
妳醒ぺ一巧 

MultEQ ® 

(煙=55ぺージ) 

Dynamic E 日® 
*17 

(極""55ぺージ ) 

Dynamic 
Volume 愈 
*18 

(慢^56ぺージ) 

PURE DIRECT 





がゴ 










DIRECT 巧チャンネル） 





0*3 










DIRE 打 （7 ルチチャンネル） 















STEREO 










〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MULTI CH IN 

〇 

〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DOLBY PRO LOGIC Hz 



〇 

〇 






〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY PRO LOG に nx 


〇 




〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY PRO LOGIC E 


〇 

〇 



〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS NEO : 目 


〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY DIGITAL 

〇 

〇 

〇 

Q* 14 






〇 

〇 

〇 

〇 


MPEG -2 AAC 


〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DOLBY DIGITAL Plus 

〇 

〇 

〇 

が14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DOLBY TrueHD 

〇 

〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DTSSURROUND 

〇 

〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DTS 96/24 

〇 

〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


DTS Express 

〇 

〇 

〇 

0*14 






〇 

〇 

〇 

〇 


MULTI CH STEREO 


〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ROCK ARENA 


〇 

〇 







0* 16 

〇 

〇 

〇 

〇 

JAZZ CLUB 


〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MONO M 附 IE 


〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

VIDEO GAME 


〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MATRIX 


〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

VIRTUAL 










〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


*3 メニユーのス ubwoofer Mode" 設定(極=日 9 ぺージ)が" LFE+Main" のときのみ、サブウーハーか 6 音声を出力します。 
*12 この項目は. Dolby Digital, DTS および DVD 才ーディオを再生時に選択できます。 

*13 メニユーが‘ Speaker Config." が ‘ Front Height" 設定(贷日 8 ぺージ)が" None" のとき、この項目を選ができません。 
*14 この項目は、メニユーの" Surround Parameter" が ‘ Front Hei 呂が’設定(原己 4 ぺージ)が" ON" のときに選す尺できまず。 
*1 日メニユーの" Dynamic EQ" 設定(囑=己日ぺージ)が" ON" のとき、この項目を設定:できません。 

*1 目このモードのときは、低音が+目 d 巨、高音が +4cl 巨じなりまず。（お買い上げ時の設定） 

*17 メニユーの" MultEQ" 設定:(頓 =5 日ぺージ)が" OFF" または" Manual" のとき、この項目を設定できません。 

*18 メニユーの" Dynamic EQ" 設定(幅=日日ぺージ)が" OFF" のとき、この項目を設定できません。 

*19 この項目は.人力信号がアナ□グ .PCM 48kHz または 44.1 kHz のときじ設定できまず。 

*2 日人力信号のサンプリング周波数が 9 目 kHz を超過ずる HD Audio の場合、このサラウンドパラメーターを設定できません。 































サラウンド 


□入力信号の種類と对応するサラウンドモード 

この表は、をサラウンドモードのときに再生できる入力信号を示したものでず。入力ずるソースの音声信号をご確認のうえ、サラウンドモードを選んでください。 

表の中の記号について 

♦お買い上げ時に設定されているサラウンドモードを示しまず。 

◎ メニューの " Surround Parameter " が‘ AFDM " 設定(屈=53ぺージ)が" ON " のときじ、固定ずるサラウンドモードを示しまず。 

〇選択できるサラウンドモードを示しまず。 


サラウンドモード 
(頓 =3 日ぺージ） 

ミま 

人力信号の種類とフォーマット 

ANALOG 

PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 

LINEAR PCM 

(7 ルチ 
チヤンネル） 

LINEAR 

PCM 

(2ch) 

DTS-HD 

Master 

Audio 

DTS- 
HD High 
Resolution 

Audio 

DTS 

EXPRESS 

DTSES 

DSCRT 

(フラグ 

有り） 

DTSES 

MTRX 

(フラグ 

有り） 

DTS 

( 己 '1 ホ） 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DIGITAL 

Plus 

DOLBY 

DIGITAL EX 

(フラグ 

有り） 

DOLBY 

DIGITAL EX 

(フラグ 

無し） 

DOLBY 

DIGITAL 
( 日 '1/ 日 / 4ch) 

DOLBY 

DIGITAL 

(4/3ch) 

DOLBY 

DIGITAL 

りか） 

AAC 

(7 ルチ 
チヤンネル） 

AAC 
(2 か） 

DTSSURROUND 






















DTS-HD MSTR 





♦ 

















DTS-HD HI RES 






♦ 
















DTS ES DSCRT 日 . 1 

ホ 1 ホ 3 







• © 














DTS ES MTRX6.1 

ホ 1 ホ 3 








• © 













DTSSURROUND 








〇 

〇 

♦ 












DTS 96/24 











♦ 











DTS (-HDl + PLEx CINEMA 

ホ 2 ホ 3 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 











DTS (-HDl + PLEx MUSIC 

ホ 1 ホ 3 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 











DTS (-HDl + PLEz 

ホ 4 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 











DTS EXPRESS 







♦ 















DTS (-HD> + NE0: 已 

ホ 1 ホ 3 




〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 











DTS NE0;6 CINEMA 


〇 


〇 














〇 


〇 


DTS NE 日 : 目 MUSIC 


〇 


〇 














〇 


〇 

DOLBY SURROUND 






















DOLBY TrueHD 












♦ 










DOLBY DIG1TAL+ 













♦ 









D 日 LBYD 旧 ITALEX 

ホ 1 ホ 3 













〇 

〇 

〇 

〇 





DOLBY (D+) (HD)+EX 

ホ 1 ホ 3 











〇 

〇 









DOLBY DIGITAL 














〇 

♦ 

• 

♦ 





DOLBY (D)(D+1 (HD) +PLnx CINEMA 

ホ 2 ホ 3 











〇 

〇 

• © 

〇 

〇 

〇 





DOLBY (D)(D+) (HD)+PLnx MUSIC 

本 1 ホ 3 











〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





DOLBY (D)(D+MHD)+PLnz 

*4 











〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





DOLBY PRO LOGIC Ex CINEMA 

ホ 1 ホ 3 

〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LOGIC Ex MUSIC 

串 1 ホ 3 

〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LO 团 Cnx GAME 

ホ 1 ホ 3 

〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LOGIC Ez 

ホ 4 

〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LOGIC n CINEMA 


〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LOGIC n MUSIC 


〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LOGIC n GAME 


〇 


〇 














〇 


〇 


DOLBY PRO LOGIC 


〇 


〇 














〇 


〇 


*1 メニユーの" Speaker Config."^~S.Back" 設定(屈 =58 ぺージ)が'' None" のとき、このサラウンドモードを還択できません。 

*2 メニユーのス peaker Config."^~S.Back" 設定(屈 =58 ぺージ)が''じピまたは- None" のとき.このサラウンドモードを選巧できません。 
*3 このサラウンドモードは，メニユーの'‘ Amp Assign" 設を(巧妨ぺージ)が'‘ Normal" のときじ選巧できます。 

*4 メニューので peakerConfig/’^Tront Height" 設を(げ 58 ぺージ)が" None" のとき，このサラウンドモードを還す尺できません。 
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人力信号の種類とフォーマット 





PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 


サラウンドモード 

ミま 





DTS- 


DTS ES 

日 TSES 





DOLBY 

DOLBY 







(幅 =3 日ぺージ） 

ANALOG 

LINEAR PCM 

(マルチ 

LINEAR 

PCM 

DTS-HD 

Master 

HDHigh 

DTS 

DSCRT 

MTRX 

DTS 

DTS 

DOLBY 

DOLBY 

DIGITAL 

DIGITAL EX 

DIGITAL EX 

DOLBY 

DIGITAL 

DOLBY 

DIGITAL 

DOLBY 

DIGITAL 

AAC 

(7 ルチ 

AAC 






Resolution 

EXPRESS 

(フフ グ 

(フフ グ 

(己. Ich) 

96/24 

TrueHD 

(フフ グ 

(フフ グ 

(2ch) 





チヤンネル） 

(2ch) 

Audio 

Audio 

有り） 

有り） 


Plus 

有り） 

無し） 

(已 .V 日/ 4ch) 

(4/3ch) 

(2ch) 

チャンネルが 

MULTI 州 IN 






















MULTI CH IN 



• 



















MULTI CH IN+ PLnx CINEMA 

ホ 2 ホ 3 


〇 



















MULTI CH IN+ PLnx MUSIC 

ホ 1 中 3 


〇 



















MULTI CHIN + PLEz 

ホ 4 


〇 



















MULTI CH IN + Dolby EX 

ホ 1 ホ 3 


〇 



















MULTI CHIN 7.1 

*3 


• © (7.1) 


















DIRECT 






















DIRECT 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PURE DIRECT 






















PURE DIRECT 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSP SIMULATION 






















MULTI CH STEREO 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ROCK ARENA 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


化口 CUJB 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


MONO MOVIE 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


VIDEO GAME 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


MATRIX 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


VIRTUAL 


〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

STEREO 






















STEREO 


♦ 

〇 

♦ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MPEG-2 AAC 






















MPEG-2 AAC 



















〇 



AAC + Dolby EX 

ホ 1 ホ 3 


















〇 



AAC+ PLnx CINEMA 

ホ 2 ホ 3 


















〇 



AAC+ PLnx MUSK 

ホ 1 ホ 3 


















〇 



*1 メニユーの" Speaker Config." が ‘ S. 巨 ack" 設定(你日 8 ぺージ)が" None" のとき、このサラウンドモードを選択できません。 

*2 メニユーの" Speaker Config." が ‘ S.Back" 設定(你日 8 ぺージ)が" Isp" または" None" のとき、このサラウンドモードを選択できません。 
*3 このサラウンドモードは、メニユーの" Amp Assi 呂 n" 設定(原日 8 ぺージ)が" Normal" のときじ選択できます。 

*4 メニユーの" Speaker Confi 呂."が’ Front Height" 設定:(幅 =58 ぺージ)が" None" のとき、このサラウンドモードを選ができません。 


















































用語の解説 


广 A つ 

Adobe RGB color / Adobe YCC601 color 

x . v . Color と同様、これらのカラースぺースは 
従来の RGB よりも広い色空圍を定義しまず。 
Audyssey Dynamic EQ® 

Audyssey Dynamic EQ は、人聞の聴覚や 
部屋の音響特性を考慮し、音量レベルを下げ 
た際に発生ずる音質の低下を防ぐ 巧術でず。 
Dynamic EQ は 、 Audyssey MultEQ ® 巧術 
と連動ずることじよりずベての音量レベルに 
巧して最適なバランスの音質をずべてのリス 
ナーに提供しまず。 

Audyssey Dynamic Volume® 

Audyssey Dynamic Volume は、テレビや 
巧画など再生されるコンテンツ内における音 
量レベルの変化(静かな音のシーンと大きな音 
のシーンの園など）をユーザーの巧みの音量設 
定值じ自動的に調整ずる技術でず。 

また 、 Dynamic Volume は 、 Audyssey 
Dynamic EQ の巧術をアルゴリズムの中に取 
り込むことにより音量レベルの調を時やテレ 
ビチヤンネルの切り替え時、ステレオコンテ 
ンツからサラウンドコンテンツなどの切り営 
え時でもほ域特性や音質バランス、サラウン 
ドタカ果、ダイア□グの明瞭さを保っていまず。 
Audyssey MultEQ© 

Audyssey MultEQ は、広いリスニングエリ 
ア巧のどのリスナーにも最適なリスニング環 
境を提供ずるネ甫正巧術でず。 

Mul 拒 Q は、複数位置での測定に基づいて、 
時園特性と周波数特性の双ちをネ甫正ずると共 
じ、全自動でサラウンドシステムセットアッ 
プを実行しまず。 

Auto Lip Sync 

Auto Lip Sync 機能対応のテレビと接続ずる 
と、巧像と音声のずれを自動的に補正しまず。 


广 D つ 

Deep Color 

従来の8ビットの色数を超える色調表現が巧 
能な技術で、を搞のない、より自然に近いを 
を再現ずることができまず。 


Dolby Digital 

Dolby Di 呂 i ね I は、ドルビーラボラトリーズじ 
より開発されたマルチチャンネルデジクル信 
号フォーマットでず。 

再生チャンネルは、フ□ント3チャンネル 
( FL 、 FR 、 C ) とサラウンド2チャンネル巧し 
SR )、 ほ音域き用の LFE チャンネルの合計 
5.1 チャンネルで構成されていまず。 

このため、チャンネル圍のク□ストークちな 
く、音の遠近感、移動感、定位感など立体感 
のある音場をリアルに再現ずることができま 
ず。 AV ルームでの巧画ソフト再生において 
も、リアルで圧倒的な臨場感を生み化しまず。 
Dolby Digital EX 

Dolby Di 呂 i ね I EX は、ドルビー研究所とルー 
カスフ ィ ルム社が共同で開発した音響フォー 
7' ソト "DOLBY DIGITAL SURROUND EX " 
を、家庭で楽しむためにドルビー研究所が提 
ました 6.1 チャンネルのサラウンドフォーマッ 
卜でず。 

サラウンドバックチャンネルを含めた 6.1 チャ 
ンネルでの音場再生じより、空聞表現力、を 
位感が向上しまず。 

Dolby Digital Plus 

Dolby Digital 円 us は 、 Dolby Digital を改良 
した信号フォーマットで、最大 7.1 チャンネ 
ルのデジタルディスクリート音声対応ととも 
じ、デークビットレートに余裕を持たせるこ 
とにより音質の向上が図られていまず。従来 
の Dolby Digital に対して上位互換であるた 
め、ソース信号や再生機器の状ミ兄に応じて、 
より柔軟性の高い運用が可能となっていまず。 
Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD は、ドルビーラボラトリーズ 
の高精細音声巧術で、 □ スレス待号化技術を 
用いることじよりマスクー音黄のお実な再現 
を可能としていまず。 

このフォーマットはサンプリング周波数 
96 kHz /24 bit では最大8チャンネル、サンプ 
リング周汲数 192 kHz /24 bit では最大6チャ 
ンネルの音声に対応しており、特に音質を重視 
したアプリケーションに探用されていまず。 


Dolby Pro Logic n 

Dolby Pro Lo 呂 ic n は、ドルビーラボラト 
リーズじより開発されたマトリクスデコード 
巧術でず。 

CD のよクな通常の音楽は5チャンネルの信 
号にエンコードし、優れた立体音域》力まを発 
揮しまず。 

サラウンドチヤンネルはステレオ化、フルバ 
ンド化(周波数特性 20 Hz 〜 20 kHz W 上）し、 
あらゆるステレオ音源を臨場感豊かな立体音 
像でお楽しみいただけまず。 

Dolby Pro Logic Ex 

Dolby Pro Lo 呂 ic nx は 、 Dolby Pro Lo 呂 ic n を 
さ 6 に改良したマトリクスデコード技術でず。 

2チャンネルで記録された音声をデコードし、自 
がな最大 7.1 チャンネルの音声を再生できます。 
音楽再をじ適した" Music " モードと巧画再生に 
適したで inema " モード、ゲームをお楽しみじ 
なるときに最適な " Game " モードがあります。 
Dolby Pro Logic Hz 

Dolby Pro Lo 呂 ic nz は、ソース[こ収録され 
ている高いところで鳴っている「空聞的な手が 
かり」を持った音響成分から、フ□ント.八イ 
トチャンネル信号を生成し化力ずるデコード 
技術でず。2チヤンネルソースや 7.1 /5.1マ 
ルチチヤンネルソースなどのあらゆるソース 
に対応しまず。 

リスニング空聞の前方上の左ちじ八イトス 
ピーカーを加えることで、巧画/音楽/ゲー 
ムなどの再生じよリー層の空圍の広がり感や 
奥行き感をお楽しみいただけまず。 

フ□ント八イトスピーカーは本棚などに設置 
できまずので、サラウンドバックスピーカー 
のようにフ□アスペースを使わずじ、より簡 
単に理想的なサラウンド環境をつくることが 
できまず。 

DTS 

Digital Theater System の略で 、 DTS 社が開 
発した、デジクル音声システムでず。 DTS 巧 
応アンプなどと接続して再生ずると、巧画館 
のような正おな音場走位と臨場感のある音響 
劾まぜ得られまず。 


DTS 96/24 

DTS 96/24は、 DVD - Video 上でサンプリン 
グ周波数 96 kHz / 量子化ビット数 24 bit の 
高音質再生を可能としたデジタル音声フォー 
マットでず。チャンネル数は 5.1 チャンネル 
となりまず。 

DTS Digital Surround 

DTS ™ Digital Surround は 、 DTS 社の標準 
デジクルサラウンドフォーマットで、サンプ 
リング周波数が 44.1 kHz または 48 kHz 、 再 
生チャンネル数が最大 5.1 チャンネルのデ 
ジタルディスクリートサラウンド音声フォー 
マットでず。 

DTS-ES™ Discrete 6.1 

DTS - ES ™ Discrete 6.1 は 、 DTS デジタルサ 
ラウンド音声に加えて SB チャンネルを追加 
した 6.1 チャンネルのデジタルディスクリー 
卜音声フォーマットでず。デコーダーに応じ 
て従来の 5.1 チャンネル音声としてデコード 
ずることも可能でず。 

DTS-ES™ Matrix 6.1 
DTS - ES ™ Matrix 6.1 は 、 DTS デジクルサ 
ラウンド音声に SB チャンネルをマトリクス 
エンコードにて挿入した日.1チャンネル音声 
フォーマットでず。デコーダーに応じて従来 
の己.1チャンネル音声としてデコードずるこ 
とも可能でず。 

DTS Express 

DTS Express は、最大 5.1 チャンネルの 
24 kbps 〜 256 kbps までの□—ビットレー 
卜をサポートずる音声フォーマットでず。 

DTS-HD 

ブルーレイディスクのオプシヨン音声として 
な用された、従来の DTS をさらに高音質- 
高機能化したデジタル音声巧術でず。をチャ 
ンネル、高データ転をまを、高サンプリング 
周波数や、□スレス■オーディオ再生をサポー 
卜していまず。ブルーレイディスクでは、最 
大 7.1 チヤンネルまで対応していまず。 
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DTS-HD High Resolution Audio 

DTS-HD High Resolution Audio は、従来 
の DTS 、 DTS - ES 、 DTS 96/24 フォーマット 
を改良した信号フォーマットで、サンプリン 
グ周波数の 96 kHz /48 kHz 対応に加えて最大 
7.1 チヤンネルのデジクルディスクリート音声 
に対応していまず。余裕あるデータビットレー 
卜によって高音質化を図るとともに、従来の 
DTS デジタルサラウンド 5.1 チヤンネルの 
データわ含むため従来製品との完全な互換性 
を有していまず。 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD Master Audio は 、 DTS 社の□ス 
レス 音声フォーマットで、サンプリング周汲 
数 96 kHz /24 bit では最大8チヤンネル、サ 
ンプリング周玻数 192 kHz /24 bit では最大 
6チヤンネルに対応していまず。また、従来 
の DTS デジクルサラウンド 5.1 チヤンネルの 
デークち含むため従来製品との完全な互換性 
を有していまず。 

DTS NE0:6™ Surround 
DTS NE 0:6™ は、 2 チヤンネルソースを 
6.1 チヤンネルのサラウンド再生ずるマトリ 
クスデコード巧術でず。巧画再生に適した 
" DTSNE 0:6 Cinema " と、音楽再生に適した 
"DTS NE 0:6 Music " がありまず。 

( H ) 

HDCP 

機器圍でデジタル信号をを受信ずる際に、信 
号を暗号化し、コンテンツが不正にコピーさ 
れるのを防止ずるき作権保護巧術の一つでず。 

HDMI 

High-Definition Multimedia Interface の略 
で、テレビやアンプなどと接続できる AV 用 
のデジタルインクーフェースでず。巧像信号 
と音声信号を1本のケーブルで接続できまず。 


广 L 1 

LFE 

Low Frequency Effect の略で、低音部の劾 
果音を強調ずるための化カチヤンネルです。 
20 Hz 〜 120 Hz の重低音を化力ずることで、サ 
ラウンド音声に迫力を力□えることができます。 


C M 3 

MP3 (MPEG Audio Layer-3) 

音声データ圧縮方式のひとつで、国際的な標 
準規格でず。映像圧縮方式の 「 MPEG -1」 に操 
用されています。音楽 CD 並の音質を保った 
ままデータ量を約1/11に圧縮できまず。 
MPEG (Moving Picture Experts 
Group). MPEG-2. MPEG-4 
デジタル圧縮形式として映像や音声を符号化 
ずるために使用される規格群の名前です。動 
画の規格じは、 「 MPEG -1 Video 」、 [MPEG- 
2 Video 」、 rMPEG-4 Visual 」、 [MPEG- 
4 AVC 」 などがありまず。音声の規格には、 
「 MPEG -1 Audio 」、 rMPEG-2 Audio 」、 
rMPEG-4 AAC 」 などがありまず。 

MPEG-2 AAC 

MPEG -2 AAC (Advanced Audio Coding ) 
は 、 MPEG (Moving Picture Experts 
Group ) じより開発されたマルチチャンネル音 
声フォーマットです。 

高音質 • 高圧縮率を確保できることが特長です。 
MPEG -2 AAC により地上デジタル放送や 
BS デジタル放送などで配信される高音質音 
楽番組やマルチチャンネル音声の映画など、 
廊場感あふれるサラウンド再生か讓しめまず。 


【米国におけるパテントナンパー】 
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用語の解説 


>* 


( S ) 

SYCC601 color 

x . v . Color と同様、このカラースぺースは従来 
の RGB よりも広いを空園を定義しまず。 

( W ) 

WMA (Windows Media Audio) 

米国 Microsoft Corporation [こよって開発 
された音声圧縮技術でず。 

WMA データは 、 Windows Media © Player 
Ver .7、7.1 、Windows Media ® Player for 
Windows ® XP 、 または Windows Media ® 
Player 9 Series を使用してエンコード（待号 
化)ずることができまず。 

WMA ファイルは、米国 Microsoft 
Corporation より認証を受けたアプリケー 
ションを巧巧してエンコードしてください。ち 
し、認証されていないアプリケーションを巧巧 
すると、正常に動作しないことがあります。 


( X ) 

x.v.Color 

をの表現がより正おになり、自然で生き生き 
とした巧像を表現ずることが可能じなりまず。 
" x . v . Color " はソ ニーの 登録商標でず。 


( さ巧 ) 

サンプリング周波数 

サンプリングとは、音の波（アナ□グ信号）を 
一走:時園の園隔で刻み、刻まれた波の高さを 
数値化(デジタル信号化)ずることでず。 

1秒圍じ刻む回数をサンプリング周波数とい 
い、この数値が大きいほど原音に近い音を再 
現できまず。 

スピーカーインピータンス 

交流あ巧値のことで CK オーム）という単位で 
あらわしまず。この値がかさいほど大きな電 
力が得られまず。 

ゾーン2 

本機は、本機が設置されている部屋(メインソー 
ン） W かのひとつの部屋でも本機の再生をおこ 
なうことができまず（ソーン2再を)。ソーン2 
再生をおこなう部屋をソーン2と呼びます。 


( た巧 ) 

ダイナミックレンジ 

機器が化ずノイズに埋もれてしまわない最小 
音と、音割れしない最大音との音量差のこと 
でず。 

ダウンミックス 

サラウンド音黄のチャンネル数を、より少な 
いチャンネル数に変換して再生ずる機能でず。 


广 はち つ 
プログレッシブ(順次走査） 

巧像の1フレームを1っの画像として表示ず 
る巧像信号の走査ちまでず。インターレース 
ちまに比べ画像のちらっきやじじみが少ない 
巧像を再生できまず。 

保護回路 

何らかの原因で過負荷や過電圧などの異常が 
起きたときに、電源内部の部品が破損ずるの 
を防止ずる機能でず。 

本機では、異常発生商には電源表示が点滅し、 
スクンバイ状態になりまず。 


( ま巧 ) 

メインソーン 

本機が設置されている部屋をメインソーンと 
呼びまず。 
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抑奪かな？と思った s 


□ さ接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じ従って正し<操作していますか 
□ スピーカーやプレーヤーは正しく動作していますか 

本磯が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表のを項にも該当しない場合は本機の故障とも考えられまずので、お買い上げの販 
売店じご准談ください。もし、お買い上げの販売店でお分かりじならない場合は、当社のお客 
様ち談センターまたはお近くの修理ち談窓□にご連絡ください。 


【共通】 


連ページ 


電源が入らない。 

• コンセントへの電源プラグの差し込みを点検してください。 

8 

または、入れてちす 

•保護回路が働いています。このような場合、一度電源プラグをコ 

8.81 

ぐに切れる。 

ンセントか6抜き、5〜10秒後に再びコンセントじ差し込んでくだ 
さい。 


ディスプレイの表示 
が消える。 

• メこユーの" Display " 設走:を " OFF " 外の設思こしてください。 

64 

本機を使巧中に实然 

•機器内部の温度上昇じより、保護回路がはた6いていまず。一度 

- 

電源が切れ、電源表 

電源を切って、本体の温度が十分下がってか6、電源を入れ直し 


示か游2砂間隔で、 

て < ださい。 


ホをじ点滅している。 

•本機を風通しの良い攝所に設置し直してください。 

- 

本機を使巧中に突が 

•指をされたインピーダンスのスピーカーを使巧してください。 

7 

電源が切れ、電源表 

• スピーカーケープルのお線どうしが接触したり、お線が端すか6外 

7 

示か游 0.5 砂間隔で、 

れたりして、お髓が本機のリアパネルに接触したため、保護回路 


赤色に点滅している。 

がはたらいています。電源コードを抜き、お髓をしっかりとよじ 
り直ずか、端末処理をずるなどした後で、接続し直してください。 


電源を入れても、電 

•本機のアンプ回路が故障しています。電源を切り、当社の修理相 

- 

源表示か带]日.5抄間 
隔で、赤色(こ点滅し 
ている。 

談窓□までご速給 < ださい。 


本機が正常に動作し 
ない。 

• マイコンを初期化してください。 

84 


【映像】 

映像が峡らない。 


•本機の映像出力端子とテレビの入力端子の接続を確認して<ださ 8 

い。 

•本機に接続したテレビの入力端子と入力設をを合わせてください。 9 


82 


【音声】 


原因/巧策 I 関連ページ 


音が化ない。 

• ずべての機器の接続を確認してください。 

8、18〜22 


• スピーカーの接続を確認してください。 

8,35-37 


•音声の接続をしている機器の電源が入っているか確認してくださ 
い。 

•主音量を適切な大きさに調節してください。 

- 


23.42 


•ミューティング(消音)モードを觸除してください。 

23、42 


• 再生機器との接続を確認し、適切な入カソースを選んで<ださい。 

23、42 


•デジタル入力端子を割り当てた端子と入カモードを合わせて<だ 

51 


さい。 

•本機の PHONES 端子からへッドホンのプラグを取り外してくださ 

71 


し、ヘッドホンのプラグを挿入していると、スピーカーやプリアウ 
卜端子か6音が化なくなります。 


サラウンドスピー 

• SURROUND 端子(こサラウンドスピーカーを接続しているか確認 

- 

カーか6音が出ない。 

してください。 


サラウンドバックス 

• メこューの"八 mp Assi 即"設定が" Normal " になっているか確認し 

58 

ピーカーから音が化 

てください。 


ない。 

• メニューの " Speaker Config ." 与 >" S . Back " 設定:が" None " lU 外に 

58 


なっているか確認してください。 

• メこユーの " Surround Parameter " 吟 " S . 日 ack " 設定:が‘‘ OFF " 虹 

53 


外になっているか確認してください。 

• サラウンドモードが" STEREO " 外になっているか確認してくだ 

30 


さい。 


フ□ント八イトス 

•メニユーの "Surround Parameter " 嗦 "Front Height " 設定:が 

54 

ピーカーか6音が化 

" ON " じなっているか確認してください。 


ない。 

•メニューの " Amp Assi 呂 n " 設定が " Front Height " (こなっているか 

58 


確認してください。 

• メニューの " Speaker Confi 呂."が‘ Surround " 設定:が" None "1： U 外 

58 


になっているか確認してください。 


サブウー八一から音 

• サブウー八一の接続を確認してください。 

8,35-37 

が化ない。 

•サブウー八一の電源を入れてください。 

9 


• メニューの " Speaker Confi 呂."が‘ Subwoofer " を" Yes " (こ設定:し 

58 


てください。 

•メこューの " Speaker Config ." の" Front ."、" Center " の設走が 

58.59 


" Large " で、なおかつ " Subwoofer Mode " の設定:が" LFE " の場台 
は、人力信号やサラウンドモードじよってサプウー八一か6音声 
が化力されない場合がありまず。 


DTS 音声が化力され 

• メこューの " Decode Mode " を" Auto " または" DTS " じしてくださ 

51 

ない。 

い。 


































原因/对 


Dolby TrueHD 、 
DTS - HD , Dolby 
Digital Plus の音声 
が止!力されない。 


• HDMI で接続してください。 


連ページ 


18 


原因 / 


連ぺージ 


【 HDMI 】 


連ページ 


HDMI で接続したと 
きじ、音声が出力さ 
れない。 

• HDMI 端子の接続を確認してください。 

• HDMI の音声信号をスピーカーか6化力するときは 、にューの 
"HDMI Audio Out " の設走:を" Amp " じ設定してください。 

• HDMI の音声信号をテレビか6化力するときは、メニューの 
"HDMI Audio Out " の設走:を" TV " じ設をしてください。 

18 

60 

60 

HDMI で接続したと 

• HDMI 端子の接続を確認してください。 

18 

きじ、映像が峡6な 

•接続した HDMI 端子に合わせて、入カソースを設をしてください。 

18,23 

し、。 

•テレビが著作権保護 （ HDCP ) に対応しているか確認してくださし、。 
HDCP じ対応していない機器を接続した場合、映像が正しく化力 
されません。 

17 

HDMI つント□ール 
対応機器に W 下の操 
作をずると、本機も 
同じ動作をする。 
•電源のオン/オフ 
• 音声を化力する機器 
の切り替え 
• 音量の調節 
•入カソースの切り替え 

•メこューの " HDMI Control " を" OFF " じ設定:してください。各機 
器の電源のオン/オフのみ操作したい場合は、メこューの " Power 
Off Control " を " OFF " じ設定してください。 

39、目日 


【 FM/AM チューナ ー 】 


受信できない。また 
は、雑音や歪みが多 
し）。 


[iPod] 


iPod が再生できな 
い。 


>アンテナの向きや位置を蛮えてください。 

•本機から AM ループアンテナを離してください。 
> FM 屋うトアンテナを使巧してください。 

>アンテナと化の接続ケーブルを離してください。 


原因/巧 


> iPod の接続を確認してください。 

> iPod 用コント□-ルドックの AC アダプターをコンセントに挿入 
してください。 

•入カソースを" DOCK " じ切り誓えてください。 

• USB 端子に iPod を直接接統して使用する場合、対応していない 
iPod がありまず。 


連ページ 


22 

22 

22 

22 


連ページ 



ディスプレイに 
"Connection Error 
が表示される。 

•正常に通信できません。本機の電源を切ってから iPod を外し、再 
度接続してください。 

• iPod か6の応答がありません。本機の電源を切ってから iPod を 
外し、再度接続してください。 

- 

ディスプレイに " Not 

•本機が対応していない iPod を接統していまず。対応している 

26 

Suppo け"が表示され 

iPod か確認してください。 


る。 

•パージョンが古い iPod を接続しています。最新のパージョンに 

- 


アップデートして<ださい。 



【USB メモリー】 


原因 / 


>* 

節 


連ぺージ 


US 巨メモリーを接続 

•接統不良などで、本機が USB メモリーを認識できない場合があり 

21 


したとき、メこュー 

まず。接続を確認して<ださい。 



画面じ" USB " が表示 

•本機は，マスストレージクラス対応の USB メモリーに対応してい 

- 


されない。 

まず。それ]外の US 巨メモリーは認識できません。 




• USB 八ブを經由した接続はできません。 

21 


US 目メモリーのファ 

• USB メモリーのフォーマットを FAT 1 目または FAT 32 に設定し 

- 


イルを再生できない。 

てください。詳しくは 、 USB メモリーの取扱説明書をご覧ください。 




• USB デバイス内が複数のパーティションに別れている場合は、第 

- 



1パーティションじ(外は再生できません。 




• ファイルが対応しているフォーマットじ(ホで記録されています。巧 

- 



応しているフォーマットで記歸してくださし、。 




•本機では、著作権保護のかかったファイルを再生することはでき 

- 



ません。 



ファイルをが"..."な 

•本機で表示できない文字は、".（ピリオド)"じ置き換えて表示しま 

24、2目 


ど、正しく表示され 

ず。 



ない。 




音質が良くない。 

•再をしているファイルのビットレートが低いでず。 

- 


または再生中にノイ 




ズが入る。 




ディスプレイに 

•正常に通信できません。本機の電源を切ってから USB メモリーを 

- 


‘.Connection Error 

外し、再度接続してください。 



が表示される。 

•USB メモリーか6の応答がありません。本機の電源を切ってから 




US 臣メモリーを外し、再度接続してください。 

- 


ディスプレイに 

•USB メモリーの消費電力が大きずぎます。 AC アダプクーを接続 

- 


‘. Overcurrent " が表 

して電源を供給できる USB ポータブル八ードディスクを使巧する 



示される。 

塌台は、 AC アダプターを接続してください。 




咖 

m 


司 

巧 

m 
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【リモコン】 


症状 

原因/巧策 

関連ページ 

リモコンを操作して 

•乾電池が消耗しています。新しい乾電池と交換してください。 

74 

わ、正しく動作しな 

•リモコンは，本機か6約 7 m および30°じ(巧の範囲で揉ホして< 

74 

い。 

ださい。 



• 本機とリモコンの間の障害物を取り除いてください。 

74 


•乾電池の©と©を正しくセットしてください。 

74 


•本機のリモコン受光部に強い光(直射日光、インバーター式単光财 
の光など）が当たっていまず。受光部に強い光が当たらない場所に 
設置してください。 

74 


• リモコンのソーン操作モードが" ZONE 3" になっているときは操 
作できません。操作をおこなうソーン （" MAIN ( ZONE )" または 
ス ONE 2") [こ切り替えてください。 

73 


マイコンの初期化 


表示が正しくない場合や操作ができない場合などじおこないまず。 

マイコンを初期化ずると、を種ボタンの設定内容がずベてお買い上げ時の設定になりまず。 


ON/STANDBY SURROUND MODE ► 



SURROUND MODE イ 


ON/STANDBY を押して、電源を切る。 


p SURROUND MODE < t SURROUND MODE ► を同時に押しながら、 ON/ 
么 STANDBY を押す。 


つ ディスプレイの表示が約1砂間隔で点滅したら、2つのボタンから指を離す。 

因 

手順3でディスプレイの表示が約1砂圍隔で点滅しない場合は、手順1からやり直してくださ 
い。 
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ほ障と修理について 


□巧証書にごいて 

この製品には保証書が添がされておりまず。 
保証書は、必ず「販売店を-購入日」などの 
記入をおかめて販売店から受け取っていた 
だき、内容をよ<お読みの上、大切じ保管 
してください。 


保1正巧間はご購入曰か51年間です。 


巧証巧間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 

だきまず。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

脚説 

保証書が添付されない場合は、有料修理じな 

りまずので、ご注意ください。 

偏正巧囲経遇をの修理 

修理じよつて機能が維持できる場合は、お客 

様のご要望により、有料修理致しまず。 

有料修理の料金については、「製品のご相談と 

修理.サービス窓□のご案内」じ記載の、お近 

くの修理柜談窓□へお問い合わせください。 

□修理を依巧されるとを 
修理を巧巧をれる前に 

• 取扱説明書の「故障かな？とおつたら」の項 
目をご確認ください。 

•正しい操作をしていただけずに修理を依頼さ 
れる場合がありまずので、この取扱説明書を 
お読みいただき、お調べください。 

修理ち依巧をれるとき 

•添付の「製品のご柜談と修理-サービス窓 □ 
のご案内」に記載の、お近<の修理柜談窓 □ 
へご相談ください。 

•修理を依頼されるときのために、捆包がは保 
存しておくことをおずずめしまず。 


依巧の際に 

連緒していただをたい内容 

•お名前、ご住所、お電話番号 
•製品名……' 取扱説明書の表紙に表示して 
いまず。 

•製造番号…保証書と製品背面に表示して 
いまず。 

• できるだけ詳しい巧障または異常の内容 

補修部品の巧ち期巧 

本機の補修用性能部品の保有期聞は、製造 
打ち切り後8年でず。 

□ お客様の個人情報の巧護にごし、て 

•お客様にご記入いただいた保証書の控え 
は、保証期圍巧のサービス活動およびその 
後の安全点検活動のために記載内容を利用 
させていただく場合がございまずので、あ 
らかじめご了承<ださい。 

•この商品に添付されている保証書によっ 
て、保証書を発行している者(保証責任者） 
およびそれ(外の事業者に対ずるお客様の 
法律上の権利を制限ずるものではありませ 






































をな仕樣 


□ 才ーデイオ部 

• パヮーアンプ部 
定巧出力： 


実用最大出力： 


出力端子： 

• アナ□グ部 

入力感度/入カインピーダンス： 
周波数特性： 

S/N は： 

。ビデオ部 

• 煩準ビデオ端す 
入出カレペル/インピーダンス： 
周液数特性： 


フ □ ント： 

9 日 W+90W 诣荷 8 Q 、 2 日 Hz 〜 20kHz T.H.D 0.08%) 
センター： 

9 日 W 诣荷 8 Q 、 2 日 Hz 〜 20kHz T.H.D 0.08%) 

サラウンド： 

目 0W+90W ( 負荷 8 Q 、 20Hz 〜 20kHz T.H.D 0.089 6) 

サラウンドパック： 

9 日 W+90W 诣荷 8 Q 、 2 日 Hz 〜 20kHz T.H.D 0.08%) 

フ □ ント： 

1 40W+1 4 日 W ( 負荷目 0、1 kHz T.H.D 1096, JEfTA) 
センター： 

1 40W (負荷目 Q、 1 kHz T.H.D 1096 、 JEITA) 

サラウンド： 

140W+14 日 W ( 負荷目 0、1 kHz T.H.D 10%, JEfTA) 

サラウンドバック 

1 40W+140W ( 負荷目 0 1 1 kHz T.H.D 1 日 96 、 」 EITA) 
目 〜16 0 


200mV/47k 0 

1 0Hz 〜 1 0OkHz — り、 -3 服 (DIRECT モード時 ) 
lOOdB (DIRECT モード時） 


1Vp-p 、 7 日 0 

日 Hz 〜 10MHz — +1 ， -3 〇 1 巨 


□ チユーナー部 

• FM 部 

受信周波数豁固： 
アンテナ端す： 

実用感度 
S/N 比： 

ひずみ率 

• AM 部 
受信周波数豁固 
アンテナ 
実用感度 

□総合 

電源： 

消費電力： 


最大かおづ法： 

質量： 

□ リモコン ( RC -1 14巨) 

乾電池： 

最大かおづ法： 

質量： 


76.0MHz 〜 9 日.日 MHz 
75 0 

1.2 U V/7 己 0 (12.8d 巨 f) 

ステレオ：目 7cl 巨 
モ ノこ 72d 目 
ステレオ：日 .7% (90% 蛮調時） 
モ ノ：日 .3% (100% 変調時 ) 

日の kHz 〜 1629kHz 
ループアンテナ（が属） 

18 U V 


AC 100V 、日 0/60HZ 

46 日 W ( 電気巧品安全まじよる） 

0.1W ( スタンパイ時） 

3 WCCEC スタンバイ） 

434( 幅） X171( 高さ ）X %1( 奥行き ) mm 

10.2 k 旨 


R 目 ( 単 3 お ) 乾電池 2 本使用 
日 3 ( 幅 ）X 224 ( 高さ ）X 28( 奧巧き ) mm 
16 日 S 馈電池を含む） 


* JEITA :〔な)電子情報技術産業協会(略称： JEITA ) が制定した規格です。 


•仕様および外観は改良のため、予告なく変更す 
ることがありまず。 

•本機を使巧できるのは日本国内のみで、外国で 
は使巧できません。 


•本機は国内仕様です。 

必ず AC 100 V のコンセントじ電 
源プラグを差し込んでご使用くださ|\) 
し、。 AC 10 0 V 切外の電源には絶対 
じ接続しないでください。 
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囑""番号 

2.1 チヤンネル . 37 

2 ch DIRECT/STEREO . 目1 

3 D . 17 

5.1 チヤンネル . 34、36 

6.1 チヤンネル . 34、35 

7.1 チヤンネル . 7、34、35 


D ：^ 欧字 


陣 A 


Adjust CH . 

Adobe RGB color / Adobe YCC 601 color - 

AFDM . 

Amp Assign . 

AM ループアンテナ . 


56 
80 
…己 3 
…己8 
…22 
…18 
…50 
…己2 
… 己 7 
…目1 
•9,38 

Audyssey Dynamic EQ ®. 55、80 

Audyssey Dynamic Volume ®. 日目、 80 

Audyssey MultEQ ®. 55、71、 80 

Audyssey Settings .55 

Auto Lip Sync . 目0、 8 日 

Auto Preset .48 

Auto Setup . 9、 38 

Auto Surround Mode .61 


ARC . 

Aspect . 

Audio Adjust - 
Audio Delay … 

Audio Setup - 
Audyssey Auto Setup - 


風 B _ 

Base Curve Copy .56 

Bass .54 

Bass Setting .59 

Bilingual Mode .62 

風ご 

Center Image .52 

Center Width .53 

Channel Level .59 

Cinema EQ . 己 2 

Crossover Frequency .60 


蚊 D 


D.Comp . 己之 

Decode Mode . 己 1 

Deep Color . 17、 80 

DEMON オリジナルサラウンド .32 

Dimension .53 

Display . 目 4 

Distance .59 

Dolby 

Dolby Digital . 31.80 

Dolby Digital EX . 31、 80 

Dolby Digital Plus . 31、 80 

Dolby Pro Logic II .80 

Dolby Pro Logic llx .80 

Dolby Pro Logic Hz . 34、 80 

Dolby TrueHD . 31、 80 

DRC .52 

DTS . 31.80 

DTS 96/24. 31、 80 

DTS-ES Discrete 6.1. 31、 80 

DTS-ES Matrix 目. 1. 31、 80 

DTS-HD . 31、 80 

DTS-HD High Resolution Audio .81 

DTS-HD Master Audio .81 

DTS Digital Surround .80 

DTS Express .80 

DTS NEO が M Surround . 30、 81 

Dynamic EQ . 己 5 

Dynamic Volume .56 

D 端子巧ビデオケーブル . 20 


E _ 

Effect Lev .. 己 3 

EQ Customize . の 


F _ 

FM アンテナ .22 

Front Height . 日4、己 8 

Front Speaker Setup .60 


蚊 H _ 

HDCP . 17.81 

HDMI . 17.81 

HDMI 1.4 a . 17、 18 

HDMI Audio Out .60 

HDMI Control . 目 0 

HDMI Setup . 目 0 
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Tone . 

Tone Control 
Treble . 


HDMI ケープル……. 
HDMI コント□-ル 
Height Gain . 


蚊 V 

Video . 己 0 

Video Mode . 己 0 

Video Select .50 

Volume Control . 目 3 

Volume Limit . 62、目 3 


風 ■ 

Information . 目 5 

Audio Input Signal . 目己 

Auto Surround Mode .65 

HDMI Information .65 

Preset Channel . 目己 

Quick Select . 目己 

Status . 目己 

Input Assign .49 

Input Mode .51 

Input Setup .47 

iPod PLAY .27 

i/p Scaler .50 


屈 =1 - _ 

Level Lch . 


Option Setup .63 

Display . 目 4 

On-Screen Display . 目 3 

Quick Select Name . 目 3 

Remote Preset Codes . 目 3 

Setup Lock .64 

Source Delete . 目 3 

Volume Control . 目 3 

Zone Rename . 目 4 

風口 

Panorama .53 

Parameter Check .13 


Playback Mode 

( iPod 用コント□一 J レドック） . 己1 

Playback Mode ( USB ).51 

Power Off Control . 目 1 

Power On Level . 62、目 3 

Preset Name .48 

Preset Skip .48 

Progressive Mode .50 


風 Q I 

Quick Select Name .63 


傾 R 

Reference Level Offset . 日 5 

Remote Preset Codes .63 

Rename . 己 1 

Repeat .51 

Resolution . 己 0 

RESTORER .57 

Room Size .53 


傾 T 


LFE . 52.81 

d^M 

Manual EQ .56 

Manual Setup .57 

Mode . 

MP 3.81 

MPEG .81 

MPEG -2 AAC .81 

MultEQ .55 

Mute Level .62. 63 


蚊 O 


風 5 _ 

S.Back . 53、己 8 

Screensaver .63 

Setup Lock .64 

Shuffle .51 

Source Delete .63 

Source Level . 己 1 

Speaker Confi 呂. .58 

Speaker Setup .58 

Standby Source . 目 0 

Subwoofer .54 

Surround Parameter . 日 2 

SYCC 601 color .81 


4 4 4 

5 5 5 


8 9 4 
13 5 
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ティスプレイ . 

電源を入れる . 

電源を切る（スタンパイ) 


サブウー八一の設定 . 10 

サラウンドパックスピーカー . 34、3日 

サラウンドモード . 30、76 

サンプリング周波数 . 81 


主音重表 w . 


屈"ず 
スピーカー 

接続 . 7、35 

設置 . 7、34 

設定 . 9、38 

スピーカーインピーダンス . 7、81 

スピーカーケープル . 8 

スリープタイマー . 40 


頓^せ 

接続 

CD プレー古一 . 22 

DVD プレーヤー . 18、19 

HDMI . 17 

iPod ( USB ). 

iPod 用コント□—ルド、ソク . 21 

US 巨メモリー . 

衛星チューナー . 20 

ケープルテレビ . 20 

ゲーム機 . 18 

スピーカー . 7、35 

セットトップボックス . 18.20 

チューナー . 22 

テレビ . 8、18、19 

電源コード . 8 

ビ巧カメ 5 . 20 

プルーレイディスクプレーヤー . 18、19 


屈=そ_ 

ソーン2 . 42、71、81 


た_ 

ダイナミックレンジ . 81 

ダウンミックス . 81 


蚊て 


風 W _ 

WMA . 81 

厨 X 

x . v.Color . 81 

厨之_ 

Z 0 NE 2 Setup . 目2 

Zone Rename . 64 

頓==かな 

厨え 


エフ ーメ 、ソ セージ (Auto Setup ). 13 

欣ぉ_ 

才ーディオケープル . 8、19、20、之2 

厨く 

クイツクセレクト . 41、43 


厨け_ 

ケーブル 

D 端す用ビデオケーブル 

HDMI ケーブル . 

オーディオケープル . 

スピーカーケーブル…••… 
同軸デジタルケーブル… • 

光1石送ケープル . 

ビデオケープル . 
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DVD プレーヤー . 24 

FM/AM 局 . 27 
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フ□ント A / 巨(接続） . 34、36 

フ□ント八イトス ピーカー . 34、35 
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へ、ソドホン . 71 


傾ほ_ 
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風ま_ 

マイコンの初期化 . 84 
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す朱式含巧 J 。シュ-で- 7-ヴディッヴ 


本 社 

干 210-8569 神奈川県川崎巿川崎区日進巧 2 香地 1 
D&M ビル 3F 

お客様相談センター 

tel ：044-670-5555 

【電話香号はお間違えのないようじおかけください。】 

受イ寸時間9: 30〜12: 00、12 : 45 ~ 17： 30 


〔当社休日および祝日を除く、月〜金曜日） 

故障•修理-サービス部品じついてのお問い合わせ先（サービスセンター）じついては、 
次の URL でもご確認できまず。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後日のために記入しておいてくださし、。 


購入店名： 

電話 （ - - ) 

購入年月日： 

年月日 J 


Printed in China 541110422 008D 






